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第 15回 MSTレ ー ダ ー ワ ー ク シ ョ ッ プ  

The 1 5th W ork shop on Tech nic al an d Sc ient ifi c Asp ect s of M ST

 R ada r 

 

山 本 衛 、 京 都 大 学 ・ 生 存 圏 研 究 所  

１  研 究 集 会 の 実 施 概 要  

MSTレ ー ダ ー ワ ー ク シ ョ ッ プ (正 式 名 称 : Wor k s h o p  o n  T e c h n i c a l  a

n d  S c i e n t i f i c  A s p e c t s  o f  M S T  R a d a r )は 、 大 気 レ ー ダ ー に 関 す る 最

新 の 科 学 技 術 に つ い て 、 研 究 成 果 の 発 表 な ら び に 情 報 ・ 意 見 交 換 す る

こ と を 目 的 と し て 、第 1回 が 1983年 に 米 国 で 開 催 さ れ 、そ の 後 2～ 3年 毎

に 各 国 で 開 催 さ れ て き た 。 第 4回 MSTレ ー ダ ー ワ ー ク シ ョ ッ プ を 1988年

に 京 都 大 学 超 高 層 電 波 研 究 セ ン タ ー (現  生 存 圏 研 究 所 )主 催 で 、京 都 で

開 催 し て 以 来 、 今 回 は 29年 ぶ り の 日 本 で の 開 催 で あ る 。  

前 回 よ り 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ で 扱 う 範 囲 が ISレ ー ダ ー に よ る 電 離 圏 研

究 に も 拡 大 さ れ て お り 、今 回 は 18th E ISC AT S ymp osi um(主 催 : 国 立 極

地 研 究 所 )と 併 催 し 、 両 ワ ー ク シ ョ ッ プ /シ ン ポ ジ ウ ム で 計 15の セ ッ シ

ョ ン （ 内 、 6つ の 合 同 セ ッ シ ョ ン ） を 設 け た 。 全 体 で 146件 の 口 頭 発 表

（ 内 、 招 待 講 演 31件 ） 及 び 87件 の ポ ス タ ー 発 表 が 行 わ れ た 。 参 加 者 は

こ れ ま で の 最 高 で あ っ て 、19ヵ 国 か ら 計 182名（ 国 外 120名 、国 内 62名 ）

で あ り 、参 加 機 関 は 計 84（ 国 外 66、国 内 18）で あ っ た 。う ち MSTレ ー ダ

ー ワ ー ク シ ョ ッ プ に 関 係 す る 出 席 者 は 、62機 関 か ら 110名 で あ っ た（ 様

式 ６ － ３ 、 様 式 ６ － ４ ） 。  

本 研 究 集 会 に お い て は 、 大 気 レ ー ダ ー に 関 連 す る ハ ー ド ウ ェ ア ・ 信

号 処 理 技 術 ・ 観 測 科 学 成 果 な ど の 発 表 ・ 議 論 ・ 情 報 交 換 に 留 ま ら ず 、E

ISC A T関 連 研 究 者 と 電 離 圏 研 究 の よ り 活 発 な 議 論 を 行 う こ と が で き た 。

限 ら れ た 日 数 で よ り 多 く の 一 般 発 表 を 行 う た め 、 基 調 講 演 の 時 間 は 設

け ず 、 多 く の 時 間 を 口 頭 発 表 の 時 間 に 割 り 当 て た 。 替 わ り に 、 各 セ ッ

シ ョ ン に お い て 、 ２ ～ ４ 件 の 招 待 講 演 枠 を 設 け 、 著 名 研 究 者 に よ る レ

ビ ュ ー 講 演 な ど が 行 わ れ た 。 ま た 、 本 研 究 集 会 か ら の 論 文 を 集 め た 特

集 号 を E a r t h  P l a n e t s  a n d  S p a c e誌 に 企 画 し て お り 、現 在 、投 稿 論 文

の 査 読 作 業 が 進 め ら れ て い る 。  

京 都 大 学 、 国 立 極 地 研 究 所 、 名 古 屋 大 学 、 九 州 大 学 で は 、 大 型 研 究

計 画「 太 陽 地 球 系 結 合 過 程 の 研 究 基 盤 形 成 」の 将 来 計 画 を 有 し て い る 。

本 計 画 は 、 日 本 学 術 会 議 の マ ス タ ー プ ラ ン 2014・ 201 7の 重 点 大 型 研 究

計 画 、 文 部 科 学 省 の ロ ー ド マ ッ プ 2014に 選 定 さ れ た 。 本 計 画 は 、 地 球

に 太 陽 エ ネ ル ギ ー が 流 入 す る 過 程 、 な ら び に 、そ れ に 対 す る 地 球 周 辺

環 境 の 応 答 を 解 明 す る こ と を 目 的 と し て お り 、 太 陽 光 エ ネ ル ギ ー が 最

大 と な る 赤 道 域 に 「 赤 道 MUレ ー ダ ー 」 、 太 陽 風 に 起 因 す る 電 磁 エ ネ ル

ギ ー が 集 中 す る 北 極 域 に「 EISCAT_3 Dレ ー ダ ー 」の 、い ず れ も 世 界 最 先

端 の 大 型 大 気 レ ー ダ ー を 設 置 す る こ と を 目 指 し て い る 。 本 ワ ー ク シ ョ

ッ プ (シ ン ポ ジ ウ ム )で は 、 こ れ ら に つ い て も 議 論 す る こ と が で き 、 計

画 推 進 に 大 い に 役 立 っ た 。  
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太 陽 圏 ・ 宇 宙 線 関 連 の 共 同 研 究 成 果 報 告 会  

Meeting f or r esul t pr esen tat ion o f co llab ora tiv e r ese arch 

o n he lios phe re an d co smic ray s 

 

松 原 豊 、 名 古 屋 大 学 ・ 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所  

 
 

 本 研 究 集 会 は 、 平 成 29年 度 に 行 わ れ た 名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究

所 の 共 同 利 用 研 究 の う ち 、 太 陽 圏 ・ 宇 宙 線 に 関 連 し た 研 究 の 成 果 発 表

の 場 と し て 開 催 さ れ た 。共 同 利 用 研 究 だ け を 集 め て 研 究 集 会 を 行 う と 、

全 体 と し て 脈 絡 の な い 単 な る 報 告 の 羅 列 に な っ て し ま う 。 従 っ て 太 陽

圏 宇 宙 線 分 野 で は 、 例 年 話 題 を し ぼ っ た 研 究 集 会 と 合 同 で 、 太 陽 圏 宇

宙 線 シ ン ポ ジ ウ ム と し て 研 究 集 会 を 開 催 し て い る 。 平 成 29年 度 は 「 外

部 太 陽 圏 と ピ ッ ク ア ッ プ イ オ ン 」 研 究 集 会 と 「 太 陽 地 球 環 境 と 宇 宙 線

モ ジ ュ レ ー シ ョ ン 」研 究 集 会 と の 合 同 で 平 成 30年 2月 20日 － 22日 に 名 古

屋 大 学 研 究 所 共 同 館 Iの 301講 義 室 で 開 催 さ れ た 。 太 陽 圏 で の 地 球 近 傍

で の 粒 子 加 速 か ら 、 銀 河 系 外 の 天 体 に お け る 宇 宙 線 加 速 に 至 る ま で 、

エ ネ ル ギ ー ・ 空 間 ス ケ ー ル が 何 桁 も 異 な る 話 題 に 対 し て 活 発 な 議 論 が

行 わ れ た 。 平 成 29年 度 に 共 同 利 用 研 究 を 行 っ た 課 題 だ け で は な く 、 平

成 30年 度 以 降 に 共 同 研 究 を 行 お う と し て い る 課 題 に 関 す る 講 演 が あ っ

た の も 新 鮮 で あ っ た 。 の べ 90名 が 参 加 し た 。  

 

 

平成 29 年度 ISEE 研究集会 － 太陽圏宇宙線シンポジウム 

2 月 20 日 

13:00-13:40 大平豊  東大    超新星残骸衝撃波中のピックアップイオン 

13:40-14:00 坪内健  東工大   Heliopause における Kelvin-Helmholtz 不安定の 

成長に伴う外部 heliosheath 中のピックアップイオン密度構造について 

14:00-14:20 松清修一 九州大   太陽圏境界の PIC 計算：圧縮性 VLISM 乱流の 

起源 

14:20-15:00 山崎敦  ISAS    ひさき衛星による惑星間空間ヘリウム分布の 

光学観測 

15:20-15:40 銭谷誠司 京大生存圏 非対称磁気リコネクションのプラズマ粒子 

シミュレーション 

15:40-16:00 丸橋克英 NICT        ISEST キャンペーンイベントの解析における 

IPS 観測の重要性 

16:00-16:40 鷲見治一 九州大   太陽圏外圏、構造及び長短期時間変動の 

解析－将来構想 

16:40-17:00 河村聡人  京大        Fates of Small Dusts Under a Toy Model of  

an Extreme Heliospheric Environment 
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17:00-17:20 田中周太 甲南大   中性星間物質の恒星への降着について 

2 月 21 日 

9:00-9:40   三宅芙沙 名大 ISEE  年輪の炭素 14 を用いた古太陽活動の復元 

9:40-10:00  櫻井敬久 山形大学   23 期〜24 期太陽活動および太陽フレアー 

への大気中 Be-7 濃度変化の応答 

10:00-10:40 栗田直幸 名大 ISEE  太陽活動の変化は南極の水循環に影響を 

及ぼしているのか？ 

11:00-11:40 山岡和貴 名大 ISEE    人工衛星を用いた宇宙空間からの 

太陽中性子観測 

11:40-12:00 村木綏  名大 ISEE  2017 年 9 月のフレアに伴う太陽中性子 

8 例の紹介 

12:00-12:20 神谷浩紀 JAXA    太陽表面の磁場中で加速イオンが衝突で 

生成する高エネルギーガンマ線と中性子のエネルギースペクトル 

に関するシミュレーションの結果報告 

13:40-14:00 宇佐見俊介 核融合研  ガイド磁場磁気リコネクションにおける 

リング状速度分布の形成－水素イオンのピックアップライクな運動－ 

14:00-14:20 中村佳昭  信州大理  チベット空気シャワーアレイで観測された 

太陽の影と太陽磁場強度 

14:20-15:00 宗像一起  信州大理  宇宙線異方性観測の現状 

15:00-15:20 小島浩司  愛工大   銀河宇宙線の異方性と太陽風速度 

15:20-15:40 大嶋晃敏  中部大   GRAPES-3 ミューオン検出器拡張の進捗報告 

16:00-16:40 野田浩司  東大 ICRR   CTA-LST で探る系外天体における宇宙線加速 

16:40-17:20 川田和正  東大 ICRR   ALPACA 計画による新しい宇宙線観測と 

その周辺 

2 月 22 日 

9:00-9:40   常定芳基  大阪市大  テレスコープアレイによる超高エネルギー 

宇宙線観測最新結果 

9:40-10:00  野中敏幸  東大 ICRR   テレスコープアレイ実験での宇宙線空気 

シャワー中の μ粒子観測と銀河宇宙線強度変動の観測計画 

10:00-10:20 森下美沙希 名大理      GRAINE 計画：2015 年豪州気球実験 

フライトデータによる東西効果の測定                      

10:20-10:40 成行泰裕  富山大   一方向伝搬する太陽風磁気流体波の 

カスケード過程 

10:50-11:30 浅岡陽一  早大理工   CALET による 2 年間の宇宙線観測成果 

11:30-12:10 清水雄輝  神奈川大工 宇宙線反粒子探索計画 GAPS 
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太 陽 地 球 環 境 と 宇 宙 線 モ ジ ュ レ ー シ ョ ン  

Space weather and cosmic ray modulation  

宗 像 一 起 、 信 州 大 学 ・ 理 学 部 ・ 教 授

本 研 究 集 会 で は 、最 近 発 展 が 著 し い 宇 宙 線 の 衛 星 観 測 や 地 上 観 測 結

果 に も と づ き 、 宇 宙 天 気 、 宇 宙 線 加 速 ・ 起 源 等 に 関 す る 研 究 の 現 状 を

議 論 さ れ た 。 「 外 部 太 陽 圏 と ピ ッ ク ア ッ プ イ オ ン 」 研 究 集 会 及 び 「 太

陽 圏 ・ 宇 宙 線 関 連 の 共 同 研 究 成 果 報 告 会 」 と の 合 同 開 催 に よ り 、 異 な

る 融 合 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト に 関 連 す る 分 野 の 研 究 者 が 一 堂 に 会 し 、 各 プ

ロ ジ ェ ク ト に よ る 研 究 成 果 に つ い て 検 討 す る と と も に 、 個 々 の 研 究 者

の 最 新 の 研 究 内 容 に つ い て も 協 議 し 、 今 後 の プ ロ ジ ェ ク ト 推 進 に 資 す

る こ と が 出 来 た 。 こ の 点 が 本 研 究 集 会 の 最 大 の 特 徴 で あ り 、 大 き な 成

果 で あ る 。

3日 間 の 参 加 者 数 は 計 45名 （ 延 べ 91名 ） に 上 り 、 計 28件 の 講 演 が 行

わ れ た 。そ の う ち 、本 研 究 集 会 で は 8件 を 招 待 講 演 と し 用 意 し 、年 輪 中

の 炭 素 14を 用 い た 古 太 陽 活 動 の 研 究 、太 陽 活 動 と 南 極 の 水 循 環 の 研 究 、

太 陽 中 性 子 ・ ガ ン マ 線 ・ 高 エ ネ ル ギ ー 電 子 の 衛 星 観 測 、 超 高 エ ネ ル ギ

ー 宇 宙 線 の 地 上 観 測 の 現 状 を 議 論 し た 。

例 え ば 、 最 近 PAMELAや AMSで 発 見 さ れ た 陽 子 エ ネ ル ギ ー ス ペ ク ト ラ

ム の 数 百 GeVで の har d en in gは 、 こ れ ま で 銀 河 起 源 と 思 わ れ て き た 宇 宙

線 中 に 、 ピ ッ ク ア ッ プ イ オ ン が 太 陽 圏 で 加 速 さ れ た 成 分 が 大 き く 寄 与

し て い る 可 能 性 が あ る 。 本 研 究 集 会 は 、 こ う し た 可 能 性 を 議 論 す る う

え で も 格 好 の 場 を 提 供 で き た 。
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海 洋 波 お よ び 大 気 海 洋 相 互 作 用 に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ  

W o r k s h o p  o n  o c e a n  s u r f a c e  w a v e s  a n d  a i r - s e a  i n t e r a c t i o n s  
 

田 村  仁  港 湾 空 港 技 術 研 究 所 ・ 海 象 情 報 グ ル ー プ  

 

 
本 ワ ー ク シ ョ ッ プ は ，平 成 29年 度 名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 研 究 集 会 と し て 採

択 さ れ （ 代 表 ： 田 村 仁 ） 下 記 の と お り 開 催 さ れ た ．  

開 催 日 時 ： 2018年 3月 5日 （ 月 ） -3月 6日 （ 火 ）  

会 場 ： 名 古 屋 大 学 ・ 東 山 キ ャ ン パ ス ・  研 究 所 共 同 館 1-301号 室  

コ ン ビ ー ナ ー ： 田 村 仁 （ 港 湾 空 港 技 術 研 究 所 ）  

相 木 秀 則 （ 名 古 屋 大 学 ）  

鈴 木 直 弥 （ 近 畿 大 学 ）  

 

【 研 究 集 会 の 内 容 】  

 本 研 究 集 会 の 招 待 講 演 と し て ， ま ず 初 め に 岐 阜 大 学 ・ 田 中 光 宏 教 授 よ り 「 2層 流 体

系 に お け る 波 動 乱 流 に つ い て 」の タ イ ト ル で ，三 波 共 鳴 に よ る 内 部 波 の 発 達 と 関 連 す

る 波 動 乱 流 理 論 に 関 す る 研 究 発 表 が 行 わ れ た ．引 き 続 き ，海 洋 内 部 波 お よ び 海 洋 表 層

乱 流 に 関 す る 理 論 的・数 値 モ デ ル 研 究 と し て ４ 件 ，海 洋 波 の 室 内 実 験 お よ び 観 測 研 究

と し て ７ 件 ，気 象 津 波 に 関 す る 数 値 モ デ ル 研 究 と し て １ 件 ，さ ら に 海 外 気 象 機 関 及 び

気 象 庁 に お け る 波 浪 結 合 モ デ ル の 研 究 動 向 1件 の 計 14件 の 講 演 が 行 わ れ た ．  

 

【 研 究 集 会 の 成 果 】  

昨 年 度 に 引 き 続 き 海 洋 波 を 中 心 に 大 気 海 洋 相 互 作 用 に 関 連 す る 研 究 テ ー マ を 対 象

と し て 議 論 を 行 っ た ． さ ら に 本 年 度 か ら は 海 洋 内 部 波 の 研 究 テ ー マ を 設 け る こ と で ，

よ り 広 範 囲 に わ た る 海 洋 の 波 動 現 象 に 関 し て 研 究 紹 介・情 報 交 換 を 行 う こ と が で き た ．

最 新 の 海 洋 波 動 研 究 成 果 を 分 野 横 断 的 に 情 報 共 有 す る 場 が 日 本 国 内 に は 存 在 し な い

の が 現 状 で あ る な か で ，本 年 度 も 学 際 的（ 海 洋 学 ，気 象 学 ，機 械 工 学 ，海 岸 工 学 ，船

舶 工 学 ，リ モ ー ト セ ン シ ン グ ）な 研 究 集 会 の 特 色 を 生 か し ，活 発 な 議 論 を 行 う こ と が

で き た ．特 に ，所 属 学 会 等 の 枠 組 み を 超 え て ，若 手 波 浪 研 究 者 間 の 交 流 が で き た こ と

は 本 研 究 集 会 の 最 大 の 成 果 で あ っ た ．本 研 究 集 会 が 継 続 し て 学 際 的 海 洋 波 動 研 究 集 会

の 中 心 を 担 う こ と で ，今 後 の 日 本 国 内 全 体 の 海 洋 波 研 究 レ ベ ル の 向 上 が 期 待 さ れ る と

と も に ， 新 た な 研 究 の 発 展 の 可 能 性 も 大 い に 期 待 さ れ る ．  

 

【講演プログラム】 

2018/03/05（月） 

13:00-14:00 招待講演 2層流体系における波動乱流について 

 田中光宏（岐阜大学） 

14:00-14:30 講演１ 狭域スペクトル中のパラメトリック不安定 

 大貫陽平（九州大学応用力学研究所） 

14:30-14:45 休憩 

250



 
14:45-15:15 講演２ 日本海底層水におけるGyroscopic Waveの三波共鳴 

 伊藤海彦（北海道大学大学院水産科学院） 

15:15-15:45 講演３ 海洋内部波の砕波に伴う乱流混合のパラメタリゼーション 

 伊地知敬（東京大学大学院理学系研究科） 

15:45-16:15  講演４ 水面波と海洋表層乱流の双方向相互作用のシミュレーションに向けて 

藤原泰（京都大学大学院理学研究科） 

16:15-16:30 休憩 

16:30-17:00 講演５ 高風速下かつ長吹送距離における風波気液界面を通しての熱輸送機構  

高垣直尚（兵庫県立大学工学研究科） 

17:00-17:15 講演６ シースプレー測器による海上波浪境界層観測 

相木秀則（名古屋大学宇宙地球環境研究所） 

17:15-17:45 講演７ 漂流ブイによる波浪データ・推算の検証 

 久木幸治（琉球大学理学部） 

17:45-18:00 講演８ 海外気象機関及び気象庁における波浪結合の動向と展望 

 高谷 祐平（気象庁気象研究所） 

 

2018/03/06（火） 

09:30-10:00 講演９  伊勢湾における波浪の時空間変動 

 片岡智哉（東京理科大学理工学部土木工学科） 

10:00-10:30 講演１０ 富山湾におけるうねり性波浪 

田村仁（港湾空港技術研究所） 

10:30-11:00 講演１１ 日本沿岸における方向スペクトルの常時観測 

 藤木峻（港湾空港技術研究所） 

11:00-11:15 休憩 

11:15-11:45 講演１２ 沿岸での長周期波発達過程の現地観測および数値解析 

 松葉義直（東京大学大学院工学系研究科） 

11:45-12:15 講演１３ 気象津波の発生に関わる沿岸波動 

 福澤克俊（東京大学大学院理学系研究科） 
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宇 宙 環 境 の 理 解 に 向 け て の 統 計 数 理 的 ア プ ロ ー チ  

S t a t i s t i c a l  a p p r o a c h  f o r  c o m p r e h e n s i v e  u n d e r s t a n d i n g  o f  s p a c e  
e n v i r o n m e n t  

 

中 野 慎 也 ， 統 計 数 理 研 究 所 ・ モ デ リ ン グ 研 究 系  

 

 

 
 測位衛星，通信衛星，気象衛星などの人工衛星をはじめとする社会インフラ障害の予測，

リスク解析の必要性が高まるとともに，衛星観測，地上観測を活用した宇宙環境，電離圏・

磁気圏環境のモニタリング，短期予測の重要性が高まっている．電離圏，磁気圏環境の変

動の把握，短期予測には，数値シミュレーションに様々な観測データの情報を取り入れる

データ同化などの統計数理に根ざした手法が大きな役割を果たす．また，衛星の計画，軌

道設計などにおいては，長期的な宇宙環境変動の特性を解析する「気候学的」アプローチ

も重要であり，そのための統計モデリング技術も，ますます重要性を増していくと考えら

れる．このような現状を踏まえ，統計数理的アプローチや機械学習的アプローチに基づく

宇宙環境の包括的な解析，モデリング研究に関心を持った研究者を一堂に集めて情報交換

を行い，宇宙環境の把握，予測のための統合的解析・モデリング研究を創始することを目

的として本研究集会を企画した． 

なお，本研究集会は，平成23年度から平成27年度までの5年間にわたって名古屋大学，統

計数理研究所で交互に開催したデータ同化に関する研究集会を発展させ，広く関連手法や

その応用研究についても情報交換を進めることを狙って平成28年度から開催しているもの

である．平成28年度は10月に統計数理研究所で開催し，今回が2回目となる．特に今回は，

宇宙地球環境研究所に気象分野等の研究者も多数在籍することから，電離圏・磁気圏分野

に限らず，気象・海洋分野の研究者や機械学習の研究者を集め，電離圏－磁気圏や大気－

海洋といった異なる領域を結合したシステムにおけるデータ同化を重点テーマとし，広い

視点で議論を行った． 

今回のプログラムを以下に示す． 

 

名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会 

 「宇宙環境の理解に向けての統計数理的アプローチ」 

日時: 2017年12月22日(金) 13:30~17:20 

場所: 名古屋大学共同教育研究棟II 3F講義室 

13:30-14:00  

太田 守, 笠原 禎也, 松田 昇也, 松岡 彩子, 疋島 充, 笠羽 康正, 尾崎 光紀, 八木谷 聡, 

土屋 史紀, 熊本 篤志 「あらせ衛星データのプラズマ波動伝搬方向解析」 

14:00-14:30 

鈴木 文晴, 岡田 真人, 吉岡 和夫, 吉川 一朗「大気・プラズマの光学観測データに対する

Lassoを利用した変動周期のスパース推定」 
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14:30-15:00 

徳永 旭将「バイオイメージ解析におけるベイズ統計と機械学習の応用」 

15:00-15:20  (休憩) 

15:20-15:50 

上野 玄太「結合モデルへのデータ同化」 

15:50-16:20 

石橋 俊之, 藤井 陽介, 小林 ちあき, 高谷 祐平, 入口 武史, 豊田 隆寛, 齊藤 直彬, 杉本 

裕之「全球大気（及び海洋）解析のためのデータ同化研究」 

16:20-16:50 

藤井 陽介, 小林 ちあき, 石橋 俊之, 高谷 祐平, 入口 武史, 豊田 隆寛, 齊藤 直彬, 杉本 

裕之「気象研究所大気海洋結合同化システムの開発と再解析実験」 

16:50-17:20 

中野 慎也 「内部磁気圏統合データ同化システム開発の現状」 

 

 太田守氏 (金沢大)はプラズマ波動伝搬方向の推定手法について発表し，鈴木文晴氏はス

パース推定手法を用いた惑星大気等の光学観測データの解析事例について紹介した．徳永

旭将氏(九州工業大)は，ライフサイエンスの題材を中心に最新の統計学や機械学習の考え方

やその応用研究について紹介した．上野玄太氏(統数研)は2つの時定数の異なるシステムを

結合させた比較的単純なモデルにデータ同化を行った実験結果について紹介し，議論を展

開した．石橋俊之氏(気象研)は様々な手法による全球モデルへのデータ同化の結果について

紹介し，それに続いて藤井陽介氏(気象研)は時定数の異なる大気と海洋が結合したモデルへ

のデータ同化システム開発の現状や課題について議論した．中野慎也(統数研)による発表

も予定されていたが，それまでの議論が非常に盛り上がり時間がなくなったため，次回に

持ち越すことにした． 

今回は，結果的に6件の講演数となったが，比較的新しい統計手法や機械学習の応用に関

する話題，大気－海洋結合系のデータ同化に関する話題など，各講演で議論が盛り上がり，

非常に有意義であったと考えている． 
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気 候 科 学 と 古 気 候 プ ロ キ シ 研 究 の 接 点 創 出  

F eas ibi lit y St udy o f C onju nct ion b etw een C lim ate D yna mic s  

a nd P roxy -ba sed S cie nce s 

 

植 田 宏 昭  筑 波 大 学  生 命 環 境 系  

 

 

 気 候 ・ 海 洋 力 学 の 専 門 家 と 古 気 候 ・ 古 海 洋 学 の 専 門 家 が 協 力 し 、 長

期 の 気 候 変 動 の 総 合 的 な 理 解 を 促 進 す る コ ミ ュ ニ テ ィ ー の 形 成 を 目 途

に 本 研 究 集 会 を 開 催 し た 。 研 究 集 会 を 契 機 に 、 気 候 科 学 と 古 気 候 変 動

学 の 共 同 研 究 体 制 を 整 備 し 、 こ れ ま で 個 別 に 収 集 さ れ て き た 古 気 候 プ

ロ キ シ デ ー タ を 、 地 点 間 の 整 合 性 が 取 れ た ア ジ ア モ ン ス ー ン 変 動 と し

て 整 理 ・ 検 証 を 行 う 体 制 を 構 築 し た 。  

 集 会 は 平 成 29年 9月 22日（ 金 ）の 11時 か ら 17時 ま で 、名 古 屋 大 学 宇 宙

地 球 環 境 研 究 所  研 究 所 共 同 館 II 40 9号 室 に て 、事 前 登 録 不 要 の 公 開 形

式 で 開 催 し 、7名 の 講 演 者 に よ る 各 40分 の 講 演 を 行 う と と も に 、今 後 の

課 題 等 に つ い て 質 疑 応 答 を 実 施 し た 。 参 加 者 総 数 は 1 0機 関 、 2 5名 で あ

っ た 。 ま た 、 同 日 9時 よ り 、 共 同 館 Iの 6階 6 1 7に て 、 釜 江 陽 一 ・ 阿 部 紘

平 （ 筑 波 大 ） よ り 、 地 球 軌 道 要 素 と ア ジ ア モ ン ス ー ン に 関 す る 研 究 成

果 の 紹 介 の 後 、 筑 波 大 学 ・ 立 命 館 の 共 同 研 究 に 関 す る 打 ち 合 わ せ を 行

っ た 。  

 研 究 集 会 で は 、 植 田 か ら 趣 旨 説 明 な ら び に ア ジ ア モ ン ス ー ン 変 動 を

軸 に 据 え た 物 理 過 程 の 新 た な 見 方 と 気 候 科 学 モ デ リ ン グ に 関 す る 将 来

展 望 に つ い て 報 告 さ れ た 。 プ ロ キ シ 研 究 に つ い て は 、 中 川 毅 ・ 北 場 育

子 （ 立 命 館 大 学 ） 、 長 谷 川 精 （ 高 知 大 ） に よ り 琵 琶 湖 、 水 月 湖 、 大 阪

湾 、 モ ン ゴ ル な ど で 取 得 さ れ た プ ロ キ シ デ ー タ か ら 得 ら れ た 知 見 の 紹

介 が な さ れ た 。  

 長 谷 川 は 白 亜 紀 中 期 “ 温 室 期 ” の 湖 成 年 縞 記 録 の 解 析 か ら 、 ① 地 球

軌 道 要 素 変 動 の 万 ～ 十 万 年 周 期 、 ② ダ ン ス ガ ー ド ・ オ シ ュ ガ ー ・ サ イ

ク ル（ DOC）に 類 似 し た 千 年 周 期 、③ 太 陽 活 動 と 類 似 し た 十 ～ 百 年 周 期

の 気 候 変 動 に つ い て 紹 介 し た 。 特 に ② の 知 見 か ら は 、 氷 期 の 気 候 モ ー

ド で の み 見 ら れ た D O Cに 類 似 し た 変 動 が 白 亜 紀 に も 見 ら れ る こ と か ら 、

現 在 よ り も 温 暖 な 気 候 モ ー ド に も 千 年 周 期 の 急 激 な 気 候 変 動 を 引 き 起

こ す 安 定 解 が 存 在 し た 可 能 性 が 示 唆 さ れ た 。多 田 は WJと IT CZの 挙 動 が f

o r c i n gの 種 類 に よ り 異 な り 、 A M O Cや o r b i t a l  p r e c e s s i o nで は 、 南 北 平

行 移 動 、CO 2や sol ar f orc ingで は 、南 北 対 称 移 動 と な る こ と が 重 要 で 、

南 北 半 球 の モ ン ス ー ン の 挙 動 も こ れ に 似 て い る 、 あ る い は I T C Zの 南 北

振 動 を 抑 制 し た り 増 幅 し た り す る 可 能 性 を 示 し た 。  
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 気 候 変 動 の メ カ ニ ズ ム を 考 え る 上 で 、銀 河 宇 宙 線 −雲 仮 説 は 時 に 軽 視

さ れ が ち で あ る が 、 北 場 は こ の 仮 説 を 古 気 候 学 的 に 検 証 し た 例 を 紹 介

し た 。 具 体 的 に は 、 地 磁 気 逆 転 期 に は 地 球 磁 場 が 弱 ま り 、 地 球 大 気 に

侵 入 す る 宇 宙 線 量 が 極 端 に 増 加 す る こ と を 、 ま た 大 阪 湾 堆 積 物 の 分 析

に よ っ て 、 こ の 時 に 寒 冷 化 が 起 こ っ て い た こ と を 紹 介 し た 。 地 磁 気 逆

転 期 に は 、 陸 の 顕 著 な 寒 冷 化 と 夏 季 モ ン ス ー ン の 弱 化 も 起 こ っ て い た

こ と を 示 し 、 一 連 の 気 候 変 化 を 説 明 す る メ カ ニ ズ ム と し て 、 雲 の 増 加

に よ る 日 傘 効 果 が 重 要 で あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ た た 。 ま た 、 宇 宙 線 と

気 候 変 動 に つ い て は 、三 宅 芙 沙（ 名 古 屋 大 ）に よ る 宇 宙 線 生 成 核 種 14C、

1 0 B eを 用 い た 過 去 の 太 陽 活 動 に 関 す る 最 新 の 研 究 成 果 の 紹 介 が な さ れ

た 。  

 気 候 科 学 に 関 し て は 、 温 暖 化 予 測 の 不 確 実 性 や 気 候 感 度 に つ い て 、

気 候 モ デ リ ン グ の 立 場 か ら 塩 竈 （ 国 立 環 境 研 究 所 ） は 「 1 9世 紀 以 降 の

気 候 変 動 の 検 出 と 要 因 分 析 」 、 「 2 1 0 0年 ま で の 気 候 変 動 将 来 予 測 」 、

「 気 候 感 度 」 な ど 温 暖 化 研 究 に 関 す る I P C C報 告 書 の 記 述 、 研 究 事 例 を

解 説 し 、 さ ら に 最 新 の 気 候 モ デ ル 相 互 比 較 プ ロ ジ ェ ク ト を 紹 介 し た 。

そ の 上 で 、 温 暖 化 モ デ ル 研 究 と 古 気 候 研 究 の 連 携 の 可 能 性 や 課 題 な ど

を 議 論 し た 。 総 合 討 論 で で は 、 古 気 候 プ ロ キ シ 分 野 、 気 候 科 学 分 野 、

宇 宙 物 理 分 野 等 が 継 続 的 に 連 携 し て い く こ と を 確 認 し た 。  
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超高層大気・電磁気圏研究の成果公表のための 
論文執筆ワークショップ 

Paper-writing workshop for studies of upper atmosphere,  
ionosphere, and magnetosphere 

 
塩川和夫（名古屋大学宇宙地球環境研究所） 

 
開催期間：平成 30 年 1 月 4 日～平成 30 年 1 月 6 日（3 日間） 

開催場所：伊良湖シーパーク＆スパ（愛知県田原市） 

 本研究集会は、「論文を書くこと」を主眼として開催し、グローバルな現象を取り扱

う超高層大気・電磁気圏プラズマの学問分野において、日本に限らず世界の研究者に向

けて研究成果を発表し、議論を行っていくことを目的とした。そのために進め方として 

 ・研究会の最初に、各人が執筆する論文の内容を短時間で説明する。 

 ・長時間の論文執筆時間をとる。 

 ・２日目の午後および３日目に、各人が進捗状況を 5-10 分くらいずつ発表する。 

 ・夜遅くまで会場を使用できるようにする。 

という形式を取った。雑用やメールの来ない隔離された環境で、各自は毎日朝 9 時から

深夜 12 時過ぎまで集中して論文執筆を行うことができた。 

 

参加者の執筆論文タイトル一覧（参加者名、タイトル、投稿予定雑誌の順） 

1. 塩川 和夫 Tall purple auroral rays in the postmidnight sector and global Pc1 
pulsations observed at the CIR-associated solar-wind density enhancement on 
March 21, 2017 (GRL) 

2. 尾花 由紀 The Study of the plasmaspheric refilling using the data from the ERG, 
the VAPs, the ground-based magnetometers and the IPE model (JGR) 

3. 尾崎 光紀 Coordinated Arase satellite and ground-based observation of pulsating 
electron aurora (GRL) 

4. 田中 良昌 Simultaneous observation of Polar Mesosphere Winter Echoes and 
magnetospheric plasma waves (GRL) 

5. 野村 麗子 ULF modulation of EMIC wave (GRL) 
6. 津田 卓雄 NLCs observed by HIMAWARI-8 (ACP) 
7. 大矢 浩代 Correlations between atmoshpheric electric field and cloud 

parameters using a W-band cloud radar FALCON-I (JGR) 
8. 細川 敬祐 Simultaneous observations of pulsating aurora with multi-point 

high-speed all-sky cameras and ARASE satellite (GRL) 
9. 新堀 淳樹 ①Temporal and spatial variations of ionospheric trough during a 

geomagnetic storm based on global GPS total electron content data analysis ②
Seasonal variation of the amplitude of the main impulse (MI) of geomagnetic 
sudden commencements in the low-latitude and equatorial regions (①GRL, ②JGR) 

10. 坂井 純 Fine structure of seasonal variations in night-time F-layer altitude 
revealed by HF Doppler observation (JGR) 

11. 三好 由純 Wide energy electron precipitations by chorus waves: Arase and 
EISCAT obsrevations" (GRL) 

12. 小川 泰信 Arctic and Antarctic multi-wavelength imager system for aurora and 
airglow observations（その他に 3 編ほど） (Polar Sci.) 
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インド洋/太平洋域における海洋循環/環境応用に関する研究集会 

Approaches for Hydrospheric-Atmospheric Environmental Studies in Asia-Oceania 

 

尾形 友道（海洋研究開発機構・アプリケーションラボ） 

 

 

平成 29 年度名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会として、「インド洋/太平洋域における

海洋循環/環境応用に関する研究集会」を 2017 年 11 月 9 日（木）〜10 日（金）に名古屋

大学東山キャンパスにて開催した。インド洋/太平洋域における海洋関連の研究集会を開催

することにより、大気水圏域における地球変動予測に関する海洋の重要性を議論し、衛星

観測/海洋観測/モデリングの相補的な研究や、環境/防災分野への貢献を促す事を目的に、13

人の発表と 30 人程度の集会参加者が集まり、活発な議論がなされた。 

 

集会１日目（11 月 9 日午後）： 

まず、安藤健太郎（JAMSTEC）が基調講演として「IOC/WESTPAC（政府間海洋学委員

会西太平洋地域小委員会）の活動の紹介と日本の貢献」を発表した。国連教育文化科学機

関(UNESCO)の一組織である政府間海洋学委員会(IOC)の地域小委員会の一つである西太

平洋地域小委員会(WESTPAC)の活動の現状と、設立以降の日本による IOC/WESTPAC へ

の貢献を紹介し、WESTPAC が担当する海域での問題点と将来への期待を議論した。 

三野義尚（名古屋大学）は「北部タイランド湾における底層の酸素消費」を発表した。季

節的に貧酸素水塊が生じる北部タイランド湾で底層水中の酸素消費速度について調査し、

2014-2015 年にかけて 7 回実施した観測結果を紹介した。 

高橋洋（首都大）は「アジアモンスーンの季節降水量の予測可能性と年々変動」を発表し

た。観測データなどから、アジアモンスーンの季節降水量の予測可能性と海や陸との関係

について議論した。 

金田幸恵（名古屋大学）は「雲解像大気・海洋結合領域モデルを用いた Typhoon MEGI (2010)

の再現実験」を発表した。雲解像大気・海洋結合領域モデル CReSS-NHOES (Aiki et al., 

2015)を用いて、最低中心気圧が 885hPa に達した非常に強い台風 Typhoon Megi (2010) の

シミュレーション結果を報告した。 

佐々木克徳（北海道大学）は「東シナ海の海面水温フロントの経年変動に対する梅雨前線

の応答」を発表した。東シナ海の黒潮に伴う海面水温フロントの経年変動に対する梅雨前

線の応答について，観測データを用いて解析を行った。 

西井和晃（三重大学）は「中緯度海洋前線の存在が西風ジェット気流に与える影響」を発

表した。海面水温の大きな南北勾配によって特徴付けられる中緯度海洋前線帯の存在が，

中緯度西風ジェット気流の軸をより極側に偏倚させることを，大気大循環モデル実験に基

づいて示した。 
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集会２日目（11 月 10 日午前）： 

升本順夫（東京大学）は「東部インド洋湧昇研究イニシャティブと IIOE-2」の現況を紹介

した。東部インド洋湧昇研究イニシャティブは湧昇域の物理と生物地球化学過程を明らか

にするための国際的な共同研究であり、2015 年から始まっている IIOE-2 の主要研究プロ

ジェクトの１つともなっている。 

堀井孝憲（JAMSTEC）は「インドネシアの潮位データを活用したスマトラ・ジャワ島沖の

沿岸湧昇の観測研究」を発表した。インドネシアの潮位データなどを用いて行った当海域

の沿岸湧昇のシグナルについての観測研究を紹介した。 

今田由紀子（気象研究所）は「熱帯海洋高解像度結合モデルによる気候の再現」を発表し

た。熱帯海洋高解像度ネストモデルを気候モデル MRI-ESM1 と結合し、熱帯海洋の高解像

度化が基本場や ENSO 等の現象の再現に与えるインパクトを調べた。 

福富慶樹（名古屋大学）は「海洋大陸上を通過する低周波 Kelvin 波の性質と降水活動」を

発表した。周期 1 週間以上の対流活動結合赤道 Kelvin 波の東進に伴う海洋大陸上の強雨発

生への影響を、過去 38 年間の衛星観測データと大気再解析データを用いて調べた。 

尾形友道（JAMSTEC）は「SINTEX-F2 季節予測における ENSO スプレッド」を発表し

た。SINTEX-F2 季節予測の不確実性を調べるため、Nino-3 スプレッドに対して先行する

シグナルをラグ回帰により抽出した解析結果を報告した。 

相木秀則（名古屋大学）は「東南アジア域の海洋環境数値モデル研究の展望」を発表した。 

JAXA・JAMSTEC との連携のもと，ひまわり 8 号海面水温の同化システムをアジアーオセ

アニア沿岸域において運用する準備を進めており、その状況を紹介した。 
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第 8回 国 際 DOAS（ 差 分 吸 収 分 光 法 ） ワ ー ク シ ョ ッ プ  

8th International DOAS (Differential Optical Absorption Spectroscopy) Workshop 
 

金谷 有剛、国立研究開発法人海洋研究開発機構・地球環境観測研究開発センター 

 

 

 平 成 29年 9月 4日 （ 月 ） ～ 6日 （ 水 ） の 3日 間 、 横 浜 市 開 港 記 念 会 館 に

お い て 、第 8回 国 際 DOAS（ 差 分 吸 収 分 光 法 ）ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し た 。

101名 （ う ち 国 内 19名 、 海 外 82名 ） の 参 加 者 を 得 て 、 42件 (う ち 招 待 講

演 2件 )の 口 頭 発 表 と 68件 の ポ ス タ ー 発 表 が な さ れ た 。 「 差 分 吸 収 分 光

法 」 は 、 地 球 の 大 気 組 成 （ ガ ス ・ エ ア ロ ゾ ル ） に 関 す る 衛 星 ・ 現 場 計

測 手 法 と し て 、 近 年 重 要 性 が 高 ま っ て い る も の で あ り 、 今 回 、 本 方 法

の 研 究 開 発 に 携 わ る 世 界 ト ッ プ レ ベ ル の 研 究 者 が 一 堂 に 会 し 、 最 先 端

の 知 見 や 情 報 を 交 換 す る こ と が で き た 。  

ト ピ ッ ク ス は 、装 置・ア ル ゴ リ ズ ム 開 発 か ら 、衛 星 観 測 と そ の 検 証 、

地 上 観 測 を 含 む 標 準 化 、各 種 環 境 計 測 へ の 適 用 ま で 、多 岐 に わ た っ た 。

打 上 が 迫 る Sent i n e l  5 P / T R O P O M I ,  G E M S ,  E M I / G F - 5と い っ た 衛 星 セ ン

サ の 準 備 状 況 や 、 現 在 実 施 中 の 衛 星 観 測 と そ の 検 証 、 地 上 ネ ッ ト ワ ー

ク 観 測 (Pandon ia , M A DR AS , S K YN ETな ど )の 動 向 、 2016年 に オ ラ ン ダ で

行 わ れ た 相 互 比 較 観 測 CINDI- 2の 結 果 な ど が 報 告 さ れ 、衛 星・地 上 観 測

に 関 す る 、 調 和 の と れ た 総 合 的 な 推 進 に 関 す る 議 論 が な さ れ た 。 衛 星

観 測 の 差 分 吸 収 解 析 か ら は エ ア ロ ゾ ル ・ 雲 に 関 す る プ ロ ダ ク ト も 導 出

さ れ る よ う に な り 、 名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 の 融 合 研 究 プ ロ ジ

ェ ク ト 「 雲 ・ エ ア ロ ゾ ル 過 程 」 を 推 進 す る た め に 有 用 な 情 報 も 多 く も

た ら さ れ た 。 ま た 、 微 量 気 体 の 新 た な 計 測 に 関 す る 発 表 も 多 く な さ れ

た 。具 体 的 に は 、一 酸 化 ハ ロ ゲ ン 類 (BrO, IO)に 関 す る 、極 域 や 熱 帯 対

流 圏 で の 新 た な 観 測 結 果 が 報 告 さ れ る と と も に 、 都 市 大 気 汚 染 で 重 要

な 亜 硝 酸 や グ リ オ キ ザ ー ル な ど の 計 測 や 大 気 質 の 診 断 に 関 す る 発 表 も

な さ れ た 。さ ら に 、火 山 由 来 の 二 酸 化 硫 黄 (SO 2 )ガ ス 計 測 に 対 す る 差 分

吸 収 法 の 有 用 性 と UAVに よ る 日 本 の 火 山 で の 計 測 例 に つ い て も 示 さ れ 、

大 気 環 境 と 火 山 化 学 な ど の 異 分 野 間 連 携 も 促 進 さ れ た 。 フ ァ ブ リ ・ ペ

ロ ー 干 渉 計 を 利 用 し た 差 分 吸 収 カ メ ラ の 進 展 に つ い て も 報 告 さ れ た 。  

ワ ー ク シ ョ ッ プ の 最 後 に 、 DOAS法 の 今 後 の 発 展 に つ い て 議 論 し た 。

ハ ー ド ウ ェ ア に 関 し て は 、 小 型 分 光 器 の 利 用 に 関 す る 注 意 点 や 、 高 分

解 能 で の 衛 星 観 測 か ら 完 全 な 太 陽 光 ス ペ ク ト ル 情 報 を 得 る ア イ デ ィ ア

な ど が 議 論 さ れ た 。ス ペ ク ト ル 解 析 や ア ル ゴ リ ズ ム に 関 し て は 、O4（ 酸

素 分 子 の 衝 突 錯 体 ）や 水 蒸 気 の 吸 収 断 面 積 改 訂 や 、複 数 光 軸 を 用 い る M

AX-DOAS観 測 か ら の 最 適 な 高 度 分 布 導 出 法 が 議 論 さ れ た 。衛 星 観 測 と 標

準 化 に 関 し て は 、 時 空 間 分 解 能 が 格 段 に 向 上 す る 静 止 衛 星 か ら の 観 測

259



 

な ど が 議 論 さ れ た 。 ま た 、 DOAS観 測 と 化 学 輸 送 モ デ ル を 組 み 合 わ せ た

解 析 に つ い て も 、 排 出 量 ・ 輸 送 ・ 化 学 的 変 質 を 大 気 化 学 的 に 議 論 す る

観 点 で 、ま た 、高 度 方 向 を 含 む 、大 気 組 成 の 3次 元 的 な 分 布 を 正 確 に お

さ え て い く 観 点 で 、 重 要 性 が 議 論 さ れ た 。  

こ れ ら の 発 表 や 議 論 の 中 で 、 我 が 国 の 研 究 者 が 主 導 し て 行 っ て き た

地 上 ネ ッ ト ワ ー ク 観 測 や 高 度 分 布 導 出 法 の 開 発 、 測 定 法 比 較 等 に 関 す

る 成 果 を 幅 広 く 発 信 す る こ と が で き た 。 ま た 、 名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環

境 研 究 所 が 進 め る 、 光 学 技 術 に 基 づ く 大 気 微 量 成 分 や エ ア ロ ゾ ル の 大

気 観 測 や 、 基 礎 技 術 開 発 等 の 関 連 研 究 を 発 展 さ せ る た め の 有 意 義 な 情

報 交 換 が な さ れ た 。 こ れ ら に よ り 、 国 際 連 携 を 強 化 す る と と も に 名 古

屋 大 学 を 含 む 国 内 の コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 活 性 化 さ せ る こ と が で き た 。  

 

 

  

  
 

本ワークショップの集合写真と、ポスター発表・ディスカッションの様子。 
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シンポジウム - 太陽地球環境研究の現状と将来 
Symposium on the current and the future of  

Solar-Terrestrial Environmental Research 
 

吉 川 顕 正 （ 九 州 大 学 大 学 院 理 学 研 究 院 ）    
塩 川 和 夫 （ 名 古 屋 大 学 太 陽 地 球 環 境 研 究 所 ）  

 
 本研究集会は、九州大学大学院理学府地球惑星科学専攻の大学院生を幹事とし、平成 29
年 9 月 5 日から 9 月 7 日にかけて 3 日間、福岡県で開催され、若手研究者、大学院生、学

部生を含め、47 名が参加した。この研究集会は、若手会夏の学校と題し、研究者同士の交

流や議論を通して、専門性を高め、知識の幅を広げていくことなどを目的として開催された。

本研究では、口頭発表、ポスター発表、招待講演が行われ、活発な議論が行われた。以下に、

本研究集会のスケジュールと口頭発表の参加者を記す。セッションの予稿集などの資料な

どは、ページ数の関係により割愛する。本研究集会の内容は、http://denji102.geo.kyushu-
u.ac.jp/denji/wakate/2017natsu/journey.html にて公開されている。 
 
＜スケジュール＞ 
9 月 5 日 
12:30    九州大学 箱崎キャンパス集合・受付 
13:00 - 14:00 招待講演 1  
  篠原育 先生（宇宙科学研究所准教授）  
  タイトル：「あらせ」衛星の概要と科学衛星開発 
14:00 - 14:40 開校式 
14:50 - 15:50 招待講演２  
  鷲見治一 先生(九州大学 国際宇宙天気科学・教育センター 客員教授) 
  タイトル：太陽圏外圏構造とダイナミックスの研究 
16:00 - 16:30 写真撮影 
16:30 - 18:00 ホテルへ移動 
18:00 - 20:00 夕食・風呂 
20:00 - 22:00 懇親会 
 
9 月 6 日 
07:30 - 09:00 朝食 
09:00 - 11:30 口頭発表 
12:00 - 14:00 昼食、箱崎キャンパスへ移動 
14:00 - 18:00 レクレーション 
18:00 - 19:00 ホテルへ移動 
19:00 - 21:00 夕食、風呂 
21:00 - 23:00 懇親会 
9 月 7 日 
07:30 - 09:00 朝食 
09:00 - 10:30 箱崎キャンパスへ移動 
10:30 - 12:30 ポスター発表 
12:30 - 13:00 閉校式 
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＜口頭発表＞ 
二日目の口頭発表では以下の七グループに分かれ、研究発表を行った。また、三日目のポス

ター発表は二つのグループに分け行った。 
 

 
 

一班 名前 所属 二班 名前 所属

助教 ☆新堀 淳樹
名古屋大学 宇宙地球環境研
究所

PD ☆松村 充 名古屋大学 ISEE

M2 北村 佑輔 京都大学 SPEL M2 遠藤 友 東北大学 PPARC

M2 安倍松 侑太 九州大学 SEE M2 杉山 俊樹 名古屋大学 ISEE

M1 石城 陽太
東京大学 宇宙科学研究所
太陽系科学研究系

M2 大筆 想 九州大学 SEE

M1 土屋 智 名古屋大学 ISEE M1 乾 彰悟 東京大学 関研究室

B4 鳥海 克成 東北大学 惑星大気 M1 大早田 翼 東海大学 三宅研究室

三班 名前 所属 四班 名前 所属

PD ☆今城 峻 京都大学 地磁気センター D2 ☆横山 佳弘 京都大学 SPEL

M2 飯田 剛平 名古屋大学 ISEE M2 坂本 明香 名古屋大学 ISEE

M2 荒川 峻 東北大学 PPARC M2 寺田 鋼一朗 東北大学 惑星大気

M1 Walia Nehpreet Kaur 東京大学 関研究室 M1 朝日 啓太 北海道大学 惑星宇宙

M1 郭 哲也 東海大学 三宅研究室 M1 田寺 慶樹 東海大学 三宅研究室

M1 小林 勇貴 名大ISEE 総合解析研究部 B4 吉田 奈央 東北大学 惑星大気

五班 名前 所属 六班 名前 所属

D1 ☆星 康人
東京大学 宇宙科学研究所
太陽系科学研究系

D1 ☆高見 康介 東北大学 惑星大気

D1 山本 和弘 京都大学 SPEL M2 川嶋 貴大
名大ISEE 総合解析研究
部

M2 原谷 浩平 名古屋大学 ISEE M2 青柳 優介 九州大学 SEE

M2 西 勝輝 名古屋大学 ISEE M1 高木 佑基 名古屋大学 ISEE

M2 三村 恭子 東北大学 PPARC M1 伊師 大貴 首都大 宇宙物理実験

M1 中原 美音 九州大学 SEE B4 中村 勇貴 東北大学 惑星大気

七班 名前 所属

D1 ☆生松 聡 京都大学 SPEL

M2 三浦 翼 名大ISEE 総合解析研究部

M1 大野 辰遼 北海道大学 惑星宇宙

M1 秋山 鷹史 九州大学 SEE

B4 戸田 穂乃香 東海大学 三宅研究室
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世 界 科 学 デ ー タ シ ス テ ム ・ ア ジ ア 大 洋 州 会 議 2017 

W DS A sia- Oce ani a C onf eren ce 2 017 

 

 

家 森 俊 彦 、 京 都 大 学 ・ 理 学 研 究 科  

 

 

ICSUは 、 全 て の 学 術 分 野 に お け る 研 究 デ ー タ の 収 集 ・ 保 全 と 公 開 を

推 進 す る た め 、 World Da ta S yst em (W DS)を 2008年 に 設 置 し た 。 WDSは

現 在 約 90の デ ー タ セ ン タ ー 等 か ら 成 る メ ン バ ー 組 織 を 数 え る が （ 日 本

は ３ 組 織 ） 、 欧 米 に 偏 在 し て お り 、 ア ジ ア ・ 大 洋 州 の 、 特 に 東 南 ア ジ

ア は 完 全 な 空 白 地 帯 と な っ て い る 。 近 年 こ の 地 域 は 、 環 境 問 題 や 経 済

活 動 に お け る 重 要 性 が 著 し く 増 し て い る の に も 関 わ ら ず 、 デ ー タ の 収

集 ・ 保 全 や 公 開 態 勢 の 構 築 が 遅 れ て い る 。 そ こ で 、 日 本 、 中 国 、 イ ン

ド 、 オ ー ス ト ラ リ ア に お け る WDSメ ン バ ー と 、 WDSの 活 動 計 画 に 賛 同 す

る こ の 地 域 の デ ー タ セ ン タ ー 等 と の 連 携 に よ り 、 WDSを 軸 と し た ア ジ

ア ・ 大 洋 州 地 区 に お け る デ ー タ 関 連 機 関 の ネ ッ ト ワ ー ク を 構 築 し 、 情

報 基 盤 の 整 備 を 推 進 す る こ と を 目 的 と し て 本 会 議 を 開 催 し た 。  

前 日 に 開 催 し た coopera tiv e e ven tも 含 め る と 、 全 体 の 参 加 者 は 109

名 （ 国 内 日 本 人 参 加 者 62名 、 外 国 人 参 加 者 47名 ） で 、 中 国 （ 台 湾 を 含

む ） か ら の 17名 を 始 め と し て 、 イ ン ド 、 フ ィ リ ピ ン 、 タ イ 、 マ レ ー シ

ア な ど 16ヶ 国 か ら の 参 加 が あ り 、口 頭 発 表 53件 、ポ ス タ ー 発 表 31件 と 、

予 想 よ り 多 く の 参 加 と 発 表 が あ っ た 。  

そ の 結 果 、 こ の 会 議 は 、 こ れ ま で 低 調 で あ っ た ア ジ ア ・ オ セ ア ニ ア 域

に お け る デ ー タ 活 動 を 国 際 的 に 推 進 す る た め の 人 的 ネ ッ ト ワ ー ク の 形

成 の 端 緒 と な り 、 今 後 以 下 の よ う な 活 動 を 継 続 す る こ と で 、 全 体 の 合

意 が 得 ら れ た 。  

（ １ ）  WDS A sia- Oce ani a N etw ork（ 仮 称 ） の 開 設  

（ 参 加 各 国 に お け る 連 絡 担 当 者 を 指 名 ）  

（ ２ ）  WDSメ ン バ ー 申 請 、 デ ー タ ・ リ ポ ジ ト リ 認 証 の 促 進  

（ ３ ）  旧 WDCと WDSと の 連 携 を 確 保  

（ ４ ）  キ ャ パ シ テ ィ ・ ビ ル デ ィ ン グ 活 動 の 支 援  

（ ５ ）  Future Ea rth , GEO , RD A, C ODA TAな ど の 国 際 組 織 と の 連 携  

（ ６ ）  地 域 活 動 か ら 浮 か び 上 が っ た 問 題 点 の 国 際 共 有  

（ ７ ）  WDS A sia- Oce ani a C onf eren ceの 継 続 開 催  
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小 型 飛 翔 体 に よ る 海 象 観 測 （ そ の ２ ）  

― 超 小 型 衛 星 『 群 』 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に よ る 高 頻 度 即 時 観 測 と そ の 将 来 ―  

Ocean obs erv ati ons fro m sm all flyi ng o bjec ts;  

o n re al-t ime data acq uisi tio n usi ng s mall sat elli te c onst ell ati on 

 

市 川  香 ， 九 州 大 学 応 用 力 学 研 究 所  

 
 
１ ． 集 会 の 概 要  

広 大 な 海 洋・海 上 気 象 を 観 測 す る に は ，上 空 か ら の 俯 瞰 の 視 点 を 持 つ こ と が 重 要 で

あ る 。近 年 の 小 型 飛 翔 体 技 術 の 発 達 に よ り ，宇 宙 機 関 で な い 研 究 者・企 業 と い っ た レ

ベ ル で も 上 空 か ら の 視 点 を 持 て る よ う に な っ て き た 。こ の 研 究 集 会 で は ，気 象・海 洋

研 究 の 専 門 家 と ，ゾ ン デ・バ ル ー ン・ド ロ ー ン・超 小 型 衛 星 な ど の 小 型 飛 翔 体 の 専 門

家 が 一 堂 に 会 す る こ と で ，プ ラ ッ ト フ ォ ー ム ご と の 観 測 特 性（ 分 解 能・観 測 頻 度・観

測 範 囲・観 測 期 間 ）と ，現 象 の 時 空 間 ス ケ ー ル な ど の 要 求 量 を マ ッ チ ン グ さ せ ，今 後

ど の よ う な 方 向 性 の 開 発・研 究 を す る こ と で ニ ー ズ と シ ー ズ が 一 致 す る か を 模 索 す る

も の で あ る 。  

2016年 12月 ， 米 ミ シ ガ ン 大 学 が 主 導 す る 海 洋 風 観 測 プ ロ ジ ェ ク ト 「 Cyclone GNSS：

CYGNSS」は ，８ 機 の 小 型 衛 星 群 の 同 時 打 上 げ に 成 功 し た 。CYGNSSは ，１ 機 の 高 性 能 セ

ン サ ー 搭 載 の 大 型 衛 星 で は な く ， 8機 の 超 小 型 衛 星 「 群 」 を 編 成 す る こ と で 観 測 頻 度

を 高 め ，サ イ ク ロ ン の よ う な 移 動 や 変 化 の 早 い 現 象 に 対 し 高 頻 度 で 即 時 性 の 高 い 観 測

を 可 能 と し て い る 。  

シ リ ー ズ で 開 催 し て い る 本 研 究 集 会 の 2017年 度 は , CYGNSSの よ う な 高 頻 度 デ ー タ

の 有 効 活 用 の 意 見 交 換 を 行 う と と も に ,超 小 型 衛 星 群 に よ る 気 象 ・ 海 洋 観 測 の 有 効 性

と そ の 将 来 に つ い て 議 論 し た 。  

 

２ ． 参 加 者 数  

 集 会 は 2017年 7月 7日 及 び 8日 に 実 施 し ， 各 々 40名 と 36名 の 参 加 者 が あ っ た 。  

 

３ ． 集 会 報 告  

 研 究 集 会 は ， 招 待 講 演 と パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン の 形 式 で 実 施 し た 。  

 

【 招 待 講 演 】  

①  「 世 界 の 小 型 観 測 衛 星 最 新 状 況 と 超 小 型 SAR衛 星 の 開 発 」 （ 東 京 大 学  小 畑 俊 裕 ） 

②  「 超 小 型 衛 星 の コ ン ス テ レ ー シ ョ ン の 実 現 性 と 将 来 」 （ 明 星 電 気  萱 場 英 毅 ）  

③  「 GNSS・ 雷 放 電 ・ 超 小 型 衛 星 撮 像 に よ る 台 風 観 測 」 （ 北 海 道 大 学  高 橋 幸 宏 ）  

④  「 名 大 で 実 施 し て い る 気 球 ・ ド ロ ー ン ・ 航 空 機 を 用 い た 気 象 観 測 」 （ 名 古 屋 大 学  

篠 田 太 郎 ）  

⑤  「 CYGNSSの 現 状 と 海 象 ・ 海 洋 観 測 」 （ 九 州 大 学  市 川 香 ）  

の 5件 の 講 演 を 行 っ た 。  

 

 講 演 ① は ，世 界 の 小 型 観 測 衛 星 最 新 状 況 と 日 本 の「 革 新 的 研 究 開 発 推 進 プ ロ グ ラ ム

（ ImPACT） 」 で 実 施 し て い る 超 小 型 衛 星 の 開 発 状 況 と 活 用 展 開 ， 及 び SARを 含 む 海 象

向 け セ ン サ ー の 超 小 型 衛 星 で の 活 用 に つ い て の 報 告 で あ る 。 全 天 候 型 の SARセ ン サ ー

に よ る 高 頻 度 即 時 観 測 が 可 能 に な り つ つ あ り 、特 に 欧 米 で の 実 用 化・商 業 化 の 速 度 は

目 覚 ま し い 。  

講 演 ② は 我 が 国 の 産 業 界 が 海 洋 観 測 側 に「 超 小 型 衛 星 の コ ン ス テ レ ー シ ョ ン 」を 供

す る 技 術 ポ テ ン シ ャ ル を 有 す る か の 説 明 で あ り ，実 用 面 や コ ス ト 面 で の 検 討 課 題 は 残

る も の の ,技 術 的 に は 欧 米 と 同 程 度 の 超 小 型 衛 星 観 測 網 は コ マ ー シ ャ ル ベ ー ス で 実 現

可 能 で あ る こ と が 示 さ れ た 。  
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講 演 ③ は 北 海 道 大 学 を 中 心 に 国 際 共 同 で 計 画 さ れ て い る フ ィ リ ピ ン 付 近 で の 台 風

ナ ウ キ ャ ス ト 研 究 に 関 す る プ ロ ジ ェ ク ト の 紹 介 で あ る 。地 上 か ら の 雷 観 測 と 超 小 型 衛

星 に よ る 画 像 観 測 と を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 迅 速 な 台 風 ナ ウ キ ャ ス ト が 行 え る 可

能 性 が 示 さ れ た 。  

講 演 ④ は 名 古 屋 大 学 で 実 施 し て い る 気 球・ド ロ ー ン・航 空 機 を 用 い た 気 象 観 測 研 究

が 紹 介 さ れ ,衛 星 観 測 デ ー タ の 組 み 合 わ せ に よ る 広 域 デ ー タ の 高 精 度 観 測 の 実 例 が 示

さ れ た 。  

講 演 ⑤ は 米 国 の CYGNSSプ ロ ジ ェ ク ト の 現 状 報 告 で あ る 。CYGNSS衛 星 群 に よ る サ イ エ

ン ス デ ー タ の 取 得 は 2017年 3月 31日 か ら 始 ま り ,衛 星 の 状 態 は 現 在 も 良 好 で あ る 。観 測

デ ー タ （ GPSの 反 射 電 波 強 度 ） か ら 風 速 を 求 め る ア ル ゴ リ ズ ム も 順 次 改 訂 中 で あ り ,

年 末 ま で に は 新 し い ア ル ゴ リ ズ ム が 整 備 さ れ る 見 込 み で あ る 。 ま た ,観 測 デ ー タ 受 信

に は 和 歌 山 大 学 の 12ｍ ア ン テ ナ が 利 用 可 能 で あ り ,一 般 非 公 開 の デ ー タ の 観 測 要 求 も

可 能 で あ る こ と が 紹 介 さ れ た 。 な お ,こ の 講 演 は 内 閣 府 の 宇 宙 開 発 戦 略 推 進 事 務 局 が

運 営 す る 「 み ち び き （ 準 天 頂 衛 星 シ ス テ ム ） 」 の ホ ー ム ペ ー ジ で も 紹 介 さ れ た

（ http://q zss .go .jp /ne ws/ arc hiv e/c ygn ss_ 170 814 .ht ml） 。  

 

【 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 】  

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン は ，市 川（ 九 州 大 学 ）を 司 会 と し ，① ② ④ の 上 記 招 待 講 演

者 に 以 下 の 3名 の パ ネ リ ス ト を 加 え て ， 衛 星 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム や 観 測 技 術 の 研 究 開 発

側（ 衛 星 側 ）と ，実 際 に 観 測 デ ー タ を 利 用 し て い る ユ ー ザ ー 研 究 者 側（ 観 測 側 ）と で

意 見 を 交 換 し た；石 坂 丞 二（ 名 古 屋 大 学 ／ 生 物・漁 業 ）・富 田 裕 之（ 名 古 屋 大 学 ／ 海

面 フ ラ ッ ク ス 推 定 ） ・ 平 子 敬 一 （ 慶 應 大 学 ／ 超 小 型 衛 星 ） 。  

ま ず 観 測 側 か ら ，静 止 衛 星 に よ る 光 学 観 測 を 例 と し て 高 頻 度 観 測 の 有 益 性 が 示 さ れ

た 。 た だ し ， 光 学 観 測 で は 雲 直 下 の 海 洋 観 測 が 欠 測 と な る た め ， 小 型 SARや GNSS-Rな

ど マ イ ク ロ 波 に よ る 全 天 候 型 観 測 へ の 期 待 も 出 さ れ た 。こ れ に 対 し 衛 星 側 か ら は ，超

小 型 衛 星 は 目 標 点 へ の 指 向 精 度 安 定 度 要 求 が 厳 し い た め ，分 解 能 と 観 測 幅 の バ ラ ン ス

が 厳 し い 光 学 観 測 よ り も 電 波 利 用 観 測 の 方 が 得 意 で あ る と い う 意 見 が 出 さ れ た 。一 方 ，

電 波 観 測 は デ ー タ 量 が 多 く な る た め ，オ ン ボ ー ド 処 理 に よ る デ ー タ 圧 縮 や 地 上 で の デ

ー タ ハ ン ド リ ン グ に よ り デ ー タ 量 を 低 減 す る 工 夫 を 観 測 側・衛 星 側 双 方 で 検 討 す る 必

要 が 示 さ れ た 。  

ま た ，観 測 側 で は 大 型 衛 星 搭 載 の 高 精 度 セ ン サ ー と 小 型 衛 星 の 高 頻 度 観 測 の 組 み 合

わ せ へ の 期 待 が 述 べ ら れ た が ，衛 星 側 か ら は 複 数 の セ ン サ ー 群 を メ ン テ ナ ン ス す る 難

し さ も 指 摘 さ れ た 。  

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン で 特 に 大 き な 議 論 と な っ た こ と は ，ユ ー ザ ー 側（ 海 洋 観 測

側 ）の 要 求 を 聞 い て ニ ー ズ を 汲 み 取 る 仕 組 み・組 織 が 小 型 衛 星 側 に 整 備 さ れ て い な い

こ と で あ る 。衛 星 に 依 存 す る「 制 約 条 件 」と ，「 有 意 義 な 観 測 に な る た め の 要 求 条 件 」

を 協 議 ・ 共 有 す る 仕 組 み ・ 組 織 が 必 要 だ と い う 意 見 が 大 勢 で あ っ た 。 次 年 度 以 降 は ，

本 研 究 集 会 を こ の よ う な マ ッ チ ン グ を 行 う 場 の 一 つ と 位 置 付 け て ，引 き 続 き 精 力 的 に

研 究 交 流 を 行 う こ と が 必 要 で あ る と い う 結 論 が 出 さ れ た 。  

 

４ ． ま と め  

昨 年 度 及 び 一 昨 年 度 の 研 究 集 会 で ，一 つ の プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で 現 象 を 把 握 す る よ り

も ，複 数 飛 翔 体 を 組 み 合 わ せ て 観 測 を 行 い ，面 的 観 測 領 域 の 相 互 補 完 を 行 う と と も に ，

観 測 対 象 や 時 間 遅 れ ，観 測 精 度 も 含 め て お 互 い の 不 得 意 を カ バ ー す る こ と が 適 切 で あ

る こ と は 認 識 さ れ た て い た 。本 年 度 の 研 究 集 会 に よ り ，複 数 小 型 衛 星 の コ ン ス テ レ ー

シ ョ ン は ， 小 型 SARや GNSS- Rな ど に よ り 静 止 衛 星 で は 観 測 で き な い 雲 下 の 高 頻 度 観 測

に 特 に 有 望 で あ る こ と ，大 型 衛 星 搭 載 の 高 精 度 セ ン サ ー と の 組 み 合 わ せ に よ る 高 精 度

観 測 に 期 待 が 持 て る こ と が 理 解 で き た 。ま た 、地 上 と 宇 宙 か ら と で 観 測 項 目 を 分 け て

の 同 時 観 測 を 行 う こ と の 有 効 性 （ 例 え ば 、 フ ィ リ ピ ン で の 台 風 ナ ウ キ ャ ス ト の 研 究 ）

も 認 識 さ れ た 。  

更 に 議 論 を 持 続・深 化 さ せ ，個 別 研 究 の ニ ー ズ と シ ー ズ と の マ ッ チ ン グ を 促 進 す る

た め ，名 古 屋 大 学 飛 翔 体 観 測 推 進 セ ン タ ー の 共 同 利 用 研 究 の 一 環 と し て ，本 研 究 集 会

を 次 年 度 以 降 も 毎 年 継 続 し て 実 施 す る こ と と し た 。  

267



大 気 化 学 若 手 研 究 者 シ ョ ー ト コ ー ス 20 17  

Care er  De vel opm ent  S hor t  Co urs e for  Ea rly  Car eer  S cie nti sts  

in Atm osp her ic  C hemi str y  

谷 本 浩 志 、 国 立 環 境 研 究 所 地 球 環 境 研 究 セ ン タ ー

香川県高松市で開催された第 23 回大気化学討論会の終了後，フェリーで小豆島に移動して，

小豆島ふるさと村において「大気化学若手研究者シ

ョートコース 2017」を開催しました。ちょうど 1 年後に

高松で開催される iCACGP-IGAC2018 国際会議で

も Early Career Programが開催されますが，今回はそ

の対象となる学生および学位取得後 3 年未満の研

究者を主な対象にしつつ，一般参加も 17 名あり，

2017 年 10 月 4 日午後から 2 日間にわたって 27 名

が合宿を行いました。 

今回が初の試みとなる大気化学ショートコースですが，その背景と動機は以下の通りです。現在，

大気化学は日本においても学問として成熟し，さらなる国際化はもとより世界の大気化学研究をリ

ードしていく役割が日本の研究者に求められています。また，次世代を担う研究者の育成も急務で

す。そこで，日本で大気化学研究に携わる若手研究者のキャリア形成を支援することを目的に，国

際的な視野を与えるとともにプレゼンテーションや文章執筆のスキル，研究者としての人生の在り

方などを考える機会を設けたかったいと考えました。日本大気化学会，名古屋大学宇宙地球環境

研究所，日本学術会議 IGAC 小委員会，iCACGP-IGAC2018 国際会議 LOC，国立環境研究所

が共同で開催準備を行いました。

初日は，あと 1 年に迫った iCACGP-IGAC2018 国際会議の概要と Early Career Program を紹介

し，その主催者である IGAC および iCACGP の紹介を行いました。2 日目は，午前と午後に分けて

口頭発表のプレゼンスキルアップセッションを行ったほか，研究者のキャリア形成における国際会

議での口頭講演の重要性をお話ししました。また，お二人に講演をして頂きました。大気化学の先

駆者であり，今も現役である秋元肇先生（国立環境

研究所 客員研究員，AGU フェロー）には「研究者と

してのフィロソフィー：50 年間の研究者人生から」とい

う題目で，研究者人生を振り返って，研究者として生

きる上で大事なこと，職業としての科学者のことなど，

次世代を担う人が将来を切り拓いていく上での指針

となる話をして頂きました。 

尾崎美恵氏（NPO 法人 四国夢中人 代表）には

「四国を EU 大統領に売り込む！資金・経験・スタッフ

図 1 講習を受ける若手研究者たち 

図 2 若手研究者たちの口頭発表を聞く一

般研究者たち
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なしからのスタート」という題で「何もないところから何かを作る」ことの意義，熱意と実行力の大事さ

をお話し頂きました。3 日目は，Early Career Program/Travel Grant Application: How to write CV & 

Statement of Interest という内容で，履歴

書の大事さや書き方の講習を行いまし

た。 

参加者は M1 学生からポスドク研究員

までと幅広く，「自分の研究を基に活発な

議論ができた」，「縦横の交流ができた」，

「研究についての重要な視点を学べた」

といった感想を多く頂きました。 

 
図 3 瀬戸内海をバックに参加者の集合写真 
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Career Development Short Course for Early Career Scientists in Atmospheric Chemistry  
4-6 October 2017 

Furusato-Mura, Shodoshima Island, Kagawa, Japan 

Program (final version, 30.9.2017)  
 

The objective of this short course is to provide early career scientists with an opportunity to learn 
international scientific activities, scientists’ career and life, and some skills to be successful. 

 
Organizers: JpSAC, Nagoya University ISEE, IGAC-Japan NC, iCACGP-IGAC2018 LOC, NIES 

 

Day 1, 4 October 2017 

13:40 サンポート高松集合 

  引率：池田恒平、坂田昴平、岡本祥子（国立環境研究所） 

14:10 サンポート高松発フェリー 

15:10 小豆島池田港到着 

15:30  小豆島ふるさと村到着、チェックイン 

17:00  コースの趣旨・内容説明 

   谷本浩志、竹川暢之、岡本祥子、池田恒平、坂田昴平 

17:30  IGAC の紹介および iCACGP の紹介 

   谷本浩志（国立環境研究所, IGAC SSC co-chair） 

   竹川暢之（首都大学東京, iCACGP SSC member） 

18:00  iCACGP-IGAC2018 国際会議の概要紹介：あと 1 年  

   谷本浩志 

18:30  iCACGP-IGAC Early Career Program 紹介 

   竹川暢之、坂田昴平 

19:00  夕食、懇親会 
 

Day 2, 5 October 2017 

09:00 口頭発表のプレゼンスキルアップセッション（１） 

竹川暢之 

10:30  コーヒーブレイク 

11:00  国際会議での口頭講演と研究者のキャリアについて  

   谷本浩志 

11:30  質問および議論 

12:30  昼食、集合写真 

13:30  研究者としてのフィロソフィー：50 年間の研究者人生から  

   秋元 肇 先生（国立環境研究所, AGU Fellow） 

14:30  コーヒーブレイク 

15:00  「四国をＥＵ大統領に売り込む！」資金・経験・スタッフなしからのスタート 
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   尾崎美恵 様（四国夢中人 http://muchujin.jp） 

16:00  コーヒーブレイク 

16:30  口頭発表のプレゼンスキルアップセッション（２） 

   竹川暢之 

19:00  夕食、懇親会 
 

Day 3, 6 October 2017 

09:00  ソーシャル・フィールドアクティビティについて 

   岡本祥子 

10:00  Early Career Program/Travel Grant Application: How to write CV & Statement of Interest 
   谷本浩志 

12:00  小豆島ふるさと村チェックアウト 

13:00  iCACGP-IGAC2018 国際会議ショートコース会場視察 

19:00  視察終了 
 
List of presentations: 
葛西 光希 (北海道大学) 

  GOSAT および OCO-2 観測データを用いた温室効果ガス濃度の地域的増加に関する解析 

秦 秀春 (名古屋大学) 

  アレー型赤外センサの小型分光器を用いた太陽光分光の大気 CO2カラム測定装置の開発 

平山 友基 (神戸大学) 

  沖縄県辺戸岬および長崎県福江島における NO2カラム濃度変動について 

坂田 昴平 (国立環境研究所) 

  大気—海洋間における有機硫黄の相互作用に関する研究 

李 一君 (名古屋大学) 

  対流圏オゾンの三酸素同位体組成定量 

孫 翠枝 (首都大学東京) 
  Calibration of the laser induced incandescence - mass spectrometric analyzer (LII-MS)  
吉田 淳 (東京大学) 
  Abundance and microphysical property of anthropogenic iron oxide aerosols in East Asia 
水津 明穂 (東京大学) 

  北太平洋の大気エアロゾルの挙動と地球環境への影響 

内田 健斗 (首都大学東京) 

  熱脱離型エアロゾル質量分析計におけるイオン化効率の分子量依存性 

丁 懂 (名古屋大学) 

  都市大気中 HONO の同位体組成の時間変化 

關 博則 (名古屋大学) 

  Rio gallegos における 110GHz 帯での成層圏 O3観測 

染谷 有 (東京大学) 

  GOSAT による大気中アンモニアの全球観測 
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山田 明憲 (千葉大学) 

  GOSAT/TANSO-FTS TIR バンドから CH4同位体比を導出する試み 
 
Contact:  

iCACGP-IGAC 2018 Conference: 
Hiroshi Tanimoto (tanimoto@nies.go.jp, tel: 029-850-2930) 

iCACGP-IGAC2018 Early Career Program: 
Nobuyuki Takegawa (takegawa@tmu.ac.jp), tel: 042-677-2532, ext: 3446) 
Kohei Sakata (sakata.kohei@nies.go.jp, tel: 029-850-2762) 
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衛星による高精度降水推定技術の開発とその利用の研究企画のための集会 

R es e a rc h  p r o j ec t  m e e t i n g  f o r  d e ve l opm e n t  a nd  a pp l i ca t i o n  o f  h i
g h - ac c u ra c y  s a t e l l i t e  p r e c i p i t a t i on  r e t r i e va l  t e ch n i qu e  

 

青 梨 和 正  気 象 研 究 所  台 風 研 究 部  

 

 

集会の概要： 

近年、地域的な降水特性（強さ、タイプ、頻度）の変動や、強雨や干ばつなどの極端な

事例が世界的に注目されている。また、全球的な降水情報は、大気、海洋、陸面などの間

の様々な時間・空間スケールの相互作用の理解のために不可欠なパラメータの１つでもあ

る。全球的にある程度の時間・空間分解能の降水情報を与える観測手段として、衛星リモ

ートセンシング技術が近年注目されている。これは、稠密な降水観測システム（地上雨量

計や降水レーダ）が利用できる地域は地球のごく一部であり、海上や極域、人口過疎地域

等では、観測がほとんどないためである。 

我々の開発した、GSMaP アルゴリズムは、ある程度の時間・空間分解能と精度をもつ降水

データを作るために、各種リモートセンシングの情報を組み合わせて使うアルゴリズムの

１つである。このアルゴリズムは、まず、マイクロ波放射計から降水強度をリトリーバル

する。次に、このデータを可視赤外放射計のデータを用いて移流と強度補正をすることで、

１時間毎約 10 km の時空間分解能の降水強度を推定する。 また、GSMaP アルゴリズムは、

マイクロ波放射計から降水強度をリトリーバルする際に、TRMM 衛星搭載のレーダデータを

元にした降水物理量のモデルを使っているのが特徴である。 

本研究集会の目的は、GSMaPアルゴリズムに関連した研究について、現状のまとめを行い、

今後の中期的な課題を明確にし、研究の取り組み方を考えることである。 

 

研究報告： 

研究集会を2018年3月12日（月) ～13日（火）に、名古屋大学理学南館１階セミナールー

ムで開催した。今回はＸＸ名が参加した。今回のGSMaP研究集会は、「GPMの研究＆開発」

を主な議題としたが、GSMaPアルゴリズム開発に限らず、広い範囲でのGSMaPに関連した研

究成果が発表された。また、前回と同じく、衛星シミュレータ研究会との合同研究集会の

形をとった。 

今回の GSMaP 関係の発表を大まかに分類すると以下のようになる： 

１） GSMaPアルゴリズム(マイクロ波放射計、赤外、雨量計)の補正法等の開発 

２） GSMaPデータの検証に関する研究 

３） GPM,TRMM,GSMaP データなどを用いた降水擾乱の解析 

４） GSMaPデータを利用した水文等の研究 
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衛星シミュレータ関係の発表を大まかに分類すると以下のようになる： 

 １）衛星シミュレータ等を使ったデータ同化の研究 

２）衛星シミュレータ等を使った雲物理研究 

３）ひまわり８号を用いた各種プロダクトの開発 

 

成果： 

今回の研究会で、広い範囲での GSMaP に関連した研究成果を概観することが出来た。特

に、今後の GSMaP アルゴリズムの開発の柱として重要である、マイクロ波放射計アルゴリ

ズムやレベル３のアルゴリズムの補正について、いくつかの興味深い発表があったことは

特筆される。また、GSMaPデータなどを用いた温帯低気圧に伴う降水の評価や、アトモスフ

ェリックリバーと切離低気圧の解析は、非常に興味深い発表であった。一方、課題として、

高緯度の固体降水のリトリーバルについて発表が少なかった。 

また、衛星シミュレータを使った衛星、数値モデル、及びデータ同化コミュニティ間の

交流が広がっていることが分かった。特に、実際の衛星観測値と、数値予報シスムの出力

からの衛星シミュレータ計算値との差を使った雲物理パラメタリゼーションスキームの検

証は、今後主流になると期待される。一方で、同化システムやリトリーバルアルゴリズム

など、衛星観測値の逆問題を解くために必要な、衛星シミュレータを使った研究も発表さ

れた。また、ひまわり８号の観測を使った、霧や積乱雲などの監視プロダクトや、ひまわ

り８号とフェーズドアレイ気象レーダの同時観測を利用した解析なども興味深かった。 

 
 以上 
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ERG衛星粒子観測器データ解析ワークショップ 
Workshop for  the  p lasma par t ic le  observat ions  by ERG  

 
笠 原  慧 ， 東 京 大 学 ・ 大 学 院 理 学 系 研 究 科 ・ 地 球 惑 星 科 学 専 攻  

 

 
１．  概要  

研 究 会 名 ： ERG衛 星 粒 子 観 測 器 デ ー タ 解 析 ワ ー ク シ ョ ッ プ  

日 程 ： 2017/09 /14 -09 /15 

場 所 ： 東 北 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 理 学 合 同 Ｃ 棟 ４ 階 講 義 室  

参 加 者 数 ： の べ 92名  

特 記 事 項 ： 東 北 大 ・ 加 藤 雄 人 准 教 授 代 表 の ISE E研 究 集 会 「 ER G  

ミ ッ シ ョ ン に よ る 内 部 磁 気 圏 波 動 粒 子  相 互 作 用 の 観 測 戦 略 検 討

会 」 と の ジ ョ イ ン ト 開 催 と し た  

 
２．  研究会アジェンダ  

9/14 T H U .（ プ ロ ジ ェ ク ト ・ PIチ ー ム に よ る 発 表 ）  

11: 0 0  E R G計 画 の 概 要 （ 三 好 さ ん /名 古 屋 大 ）  

11: 2 0  H E Pの 観 測 に つ い て （ 三 谷 さ ん /ISA S）  

11: 5 0  X E Pの 観 測 に つ い て （ 東 尾 さ ん /JAX A・ リ モ ー ト 参 加 ）  

13: 3 0  L E P eの 観 測 に つ い て （ 風 間 さ ん /ASI A A）  

14: 0 0  L E P iの 観 測 に つ い て （ 浅 村 さ ん /ISA S）  

14: 3 0  M E P eの 観 測 に つ い て （ 笠 原 /東 大 ）  

15: 0 0  M E P iの 観 測 に つ い て （ 横 田 さ ん /ISA S・ リ モ ー ト 参 加 ）  

16: 0 0  M G Fの 観 測 に つ い て （ 松 岡 さ ん /ISA S）  

16: 3 0  W P I Aの 計 測 に つ い て （ 加 藤 さ ん /東 北 大 ）  

17: 0 0  D i s c u s s i o n  

9 / 1 5  F R I .（ 観 測 ・ 解 析 状 況 報 告 ）  

09: 3 0  観 測 報 告 ・ 議 論 (寺 岡 さ ん /大 阪 府 立 大 ) 

09: 4 5  観 測 報 告 ・ 議 論 (吹 澤 さ ん /東 北 大 ) 

10: 0 0  観 測 報 告 ・ 議 論 (山 本 さ ん /京 都 大 ) 

10: 3 5  観 測 報 告 ・ 議 論 (高 橋 さ ん /東 京 大 ) 

10: 5 0  キ ャ ン ペ ー ン 観 測 に つ い て （ 細 川 さ ん /電 通 大 ）  

11: 2 0  D i s c u s s i o n  

1 3 : 0 0 - 1 7 : 0 0  S P E D A S講 習 会  

 
３．  成果  

＊ 観 測 器 PIか ら 機 器 仕 様・デ ー タ 内 容 の 解 説 を す る こ と で ，ユ ー

ザ （ 特 に 学 生 ） の 理 解 を 深 め た  

 

＊ 学 生・PDが 初 期 解 析 状 況 を 発 表 し て ，解 析 の 手 法・方 針 等 に つ

い て 観 測 器 PIと 直 接 議 論 し た  

 

＊ 解 析 ソ フ ト 講 習 会 で は 受 講 者 の レ ベ ル に 応 じ て 複 数 の ク ラ ス

を 設 定 し ，そ れ ぞ れ 受 講 者 は 基 礎 的・応 用 的 な 描 画・解 析 手 法 を

習 得 し た  
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脈動オーロラ研究集会
The Pulsating Aurora Meeting

細川 敬祐 (電気通信大学・情報理工学研究科) 

★ 研究集会の目的と概要

脈動オーロラ（Pulsating Aurora，以下 PsA と略する）は，オーロラサブストーム現象の
回復相において，朝側のローカルタイム領域に必ず出現する普遍的な現象である．PsA およ
びそれに伴う磁気圏・電離圏の変動を研究することは「地球近傍の宇宙空間におけるプラズ
マ波動の特性」や「高エネルギー粒子の降下に伴う地球大気の変動」の理解に繋がるという
点において普遍的な意義を持っている．しかし，その形状の多様性，時間変化の複雑さ，地
上・衛星同時観測の困難さなどから，脈動の時間変動を引き起こすプロセスや，構造の形
態・時間発展を決定する要因などに関して，未だに十分な理解を得るには至っていない．本
研究集会は，PsA およびそれに関連する宇宙空間プラズマの諸現象についての地上観測・衛
星観測・数値シミュレーション研究に関する講演を広く募集し，それぞれの研究成果の発表
を通じて PsA に関する深い理解を共有することを目的として開催してきた．後述するが，
本研究集会の参加者を母体とする研究グループが，科研費基盤研究 (S) に応募し，H27 年度
から 5 ヵ年の計画で採択されている．研究集会では，この科研費による PsA 研究プロジェ
クトによって行われてきた地上観測に関連する成果や，衛星・地上・数値シミュレーション
を融合した形で行なわれようとしている PsA 研究の方向性に関して意見交換を行った．ま
た，今年度は，2016年12月に打ち上げられた「あらせ衛星（ERG）」による衛星・地上共
同観測の結果を共有する時間を設け，今後の成果の創出に向けた議論を集中的に行った．

★ 参加者と講演のラインナップ 

計 29 名の参加者があり，例年テーマとして掲げている「脈動オーロラの時間変動を作り出
す要因」や「内部磁気圏におけるプラズマ波動と PsA の関連性」，「EMIC 波動と関連す
る脈動プロトンオーロラ」に関する講演が行われ，計 20 件の研究発表を通じて，活発な議
論が行われた．講演内容の概要を以下に示す． 

1. オーロラと EMIC 波動の関連に関する議論: 1 件
2. 多波長光学観測による降下電子エネルギー推定に関する議論: 3 件
3. PsA に伴う高エネルギー電子の降り込みに関する議論: 3 件
4. PsA の空間変化（形態）に関する議論: 4 件
5. 脈動オーロラの時間変化とコーラス波動との関係に関する議論: 4 件
6. 脈動オーロラの周期性を決める要因に関する議論: 4 件
7. PsA ロケットに関するセッションと今後の観測計画: 1 件
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以上の講演に加えて，以下のようなトピックについて時間を設けてディスカッションを行っ
た．

- PsA の時間変化とコーラス波動との関係: いままでのモデルで解釈できるか? 
- PsA に伴う高エネルギー電子の降り込み: いままでのモデルで解釈できるか? 
- 脈動の周期を決める要因: 主脈動の統計結果の解釈・位置づけ，ULF との対応はあるか? 
- 脈動オーロラの空間変化（時間変化スケール様々）: 形状決定要因，分極電場，放射状 PsA 
- 降下電子エネルギーの MLT 依存性: コーラスの特性で説明できるか? 
- 降下電子エネルギーのパッチ内の分布 
- 今後，観測とシミュレーションをどう比較していくか?

★ 成果

今回で  6 度目の開催となる本研究集会を継続することによって，衛星観測・ロケット観測・
地上観測・シミュレーションなどの少しずつ異なるバックグラウンドを持つ研究者が密に意
見交換をすることができる PsA 研究コミュニティを形成し，維持することができている．こ
のような流れに端を発して，本申請者（細川，三好）が，2014 年の AOGS において脈動オー
ロラのセッションを企画し，国内外から多くの参加者を得ることができた．さらに  2015  年
には，Journal  of  Geophysical  Research  誌に「Pulsating  Aurora  and  Related  Magnetospheric 
Phenomena」というタイトルの Special Issue を組み，計 14 件の PsA に関する論文が出版され
た．また，本研究集会の参加者を母体として研究グループを組織し，科研費基盤研究  (S)  に
申請を行い，平成  27  年度から  5  年間の期間について採択されている（名古屋大学，藤井良
一特任教授代表）．平成 28 年度からは，International Space Science Institute (ISSI) のチームと
して PsA の研究チームが採択（Leader: 三好，Co-Leader: 細川）され，2016年 6 月に第一回の
チームミーティングが北京において開催されるに至っている．あらせ衛星打ち上げ後の最初
の衛星・地上キャンペーン観測（2 0 1 7年3月）では，本研究集会での議論をベースにコン
ジャンクション観測の計画が練られ，複数の良好な観測事例を得ることができた．また，本
研究集会での議論が発端となって計画・提案されてきた PsA 観測ロケットが NASA の複数の
ロケットプログラムによって採択され，2019 年 1 月，2020 年 1 月にそれぞれノルウェーのア
ンドーヤ，アラスカのポーカーフラットから打ち上げられることとなった．2  度にわたるロ
ケット実験機会が得られたことは，本研究集会によってロケットによって行うべきサイエン
スを検討してきた結果であると考えている．このような国際学会でのセッション開催や，学
術雑誌における特集号の企画，大型研究資金の獲得は，本研究集会を継続的に開催すること
によって初めて実現したものであると考えている．また，研究集会において，あらせ衛星
（ERG）と地上ネットワークの連携による PsA のキャンペーン観測について詳しい打ち合わ
せを行ったことで，打ち上げ後に，衛星・地上キャンペーン観測をスムーズに行うことがで
きたと考えている．
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衛 星 デ ー タ シ ミ ュ レ ー タ の 開 発 お よ び 応 用 研 究 に 関 わ る 研 究 集 会  

Worksho p o n t he d eve lop men t an d ap pli cat ion s of  sat ell ite d ata simu lat or

s 

 

増 永 浩 彦  名 古 屋 大 学  宇 宙 地 球 環 境 研 究 所  

 

 

 
 本研究集会は、宇宙地球環境研究所共同利用・共同研究の一環として採択された二つの研究集会課題「衛星

による高精度降水推定技術の開発とその利用の研究企画のための集会」（代表：気象庁気象研究所 青梨和正

氏）および「衛星データシミュレータの開発および応用研究に関わる研究集会」（代表：増永浩彦）の合同集

会として、2018 年 3 月 12 日（月）および 13 日（火）にわたり開催された。いずれも研究所前身の旧地球水

循環研究センター当時から進めてきた研究集会の流れを汲んでおり、前者は全球降水データプロダクト GSMaP

の開発者を中心に 2009 年度から続く伝統ある研究集会、いっぽう後者は衛星シミュレータ活用の普及を狙っ

て 2013 年度に立ち上げた比較的新しい課題である。経緯は異なるものの両課題は研究分野において深いつな

がりがあり、その特色を生かすべく合同研究集会を立ち上げて今回が 5年目になる。両研究集会を通じて参加

者は 45 名を数えた。 

 

研究集会の講演は、衛星降水アルゴリズム開発から実利用も視野に入れたデータ解析研究まで幅広く、プロダ

クト開発・改良における技術力の深化に感銘を受けると同時に、当研究コミュニティーの裾野の広さを再確認

することとなった。今回はひまわり８号観測データの活用にかかわる講演が 6 件にのぼり、打ち上げから 3

年を超えた新世代静止気象衛星の有用性を改めて認識した。地球観測衛星ミッションの将来にさまざまな懸念

が指摘される昨今だが、地球観測にかかわる研究の現場では先進的な成果がつぎつぎと生まれつつある。この

ような地道で献身的な研究活動こそが、衛星地球観測の今後を支える基盤を作り上げていくものと信じている。 

 

 

次ページに合同研究集会のプログラムを添付する。 
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「GSMaP および衛星シミュレータ合同研究集会」 

名古屋大学宇宙地球環境研究所平成 29 年度研究集会 

「衛星による高精度降水推定技術の開発とその利用の研究企画のための集会」 

（研究代表者：気象研究所 青梨和正、名大側担当者：増永浩彦） 

＆ 

名古屋大学宇宙地球環境研究所平成 29 年度研究集会 

「衛星データシミュレータの開発および応用研究に関わる研究集会」 

       (研究代表者：増永浩彦） 

 

 日時： 2018 年 3 月 12 日（月) ～13 日（火） 

場所： 名古屋大学理学南館１階セミナールーム 

 

 

2017/7/6 

00:00-23:59 JST 

九州北部豪雨 

GSMaP_NRT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

3 月 12 日（月） 13:30〜17:40 

 座長 増永浩彦(名古屋大) 

13:30-13:40  はじめに 青梨和正(気象研) 

 

13:40-14:00「暖かい雨に対する雲物理スキームの比較実験」 

久芳奈遠美(東京大)・清木達也(JAMSTEC)・ 

鈴木健太郎・Woosub Roh・佐藤正樹(東京大) 

14:00-14:20「Evaluations of mixed-phase clouds  
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over the Southern Ocean in NICAM using J-simulator」 

Woosub Roh(東京大)・Tempei Hashino(九州大)・ 

Tatsuya Seiki(JAMSTEC)・Masaki Satoh(東京大) 

14:20-14:40「沖縄周辺の梅雨前線における Ka 帯レーダーの偏波パラメータと 

雲・降水粒子の微物理特性の関係」 

長屋智大・篠田太郎・大東忠保(名古屋大)・鈴木賢士(山口大)・山田広幸(琉球大)・ 

川村誠治(NICT)・山口弘誠・中北英一(京都大) ・坪木和久(名古屋大) 

14:40-15:00「CloudSat と CALIPSO 衛星データを用いた巻雲成長の地域特性」 

清木達也・小玉知央(JAMSTEC)・佐藤正樹(東京大)・端野典平(九州大)・ 

萩原雄一朗(JAXA)・岡本 創(九州大) 

 

15:00-15:20 （休憩） 

 

15:20-15:40「衛星及び現場観測データによる対流雲の自発的凝集化の検出と解析」 

       門屋寿樹・増永浩彦(名古屋大) 

15:40-16:00「熱帯海洋上における短時間降水変動特性に関する衛星とモデル解析」 

金丸佳矢・佐藤正樹(東京大) 

16:00-16:20「南北半球差に注目した温帯低気圧に伴う降水の解析」  

C. Kodama(JAMSTEC)・B. Stevens・T. Mauritsen(MPI) 

・T. Seiki*(JAMSTEC)・M. Satoh(東京大) 

 

16:20-16:40 （休憩） 

  

16:40-17:00「気象庁全球モデルを用いたひまわり８号全天候輝度温度の 

シミュレーション」 

入口武史・岡本幸三(気象研)・端野典平(九州大)・中川雅之・青梨和正(気象研) 

17:00-17:20「ひまわり８号霧監視プロダクトの開発」 

丸山拓海(気象庁)・石田春磨(気象研)・中鉢幸悦(ハレックス) 

 

17:20-17:40「ひまわり 8 号観測による東南アジア域の積乱雲検出」 

隅田康彦・鈴江寛史(気象庁) 

 

懇親会(花の木) 

 

 

 

 

3 月 13 日（火） 09:00～15:50 

座長 高橋暢宏 (名古屋大) 

09:00-09:20「気象衛星ひまわり 8 号によるトゥルーカラー再現画像」 
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村田英彦・隅田康彦*・齋藤幸太郎(気象庁) 

09:20-09:40「アジアモンスーン域におけるひまわり 8号降雨推定プロダクトの 

精度検証」 

広瀬民志・樋口篤志(千葉大)・重 尚一・山本宗尚(京都大) 

09:40-10:00「ひまわり 8 号とフェーズドアレイ気象レーダ同時観測による 

2016 年 8 月 4 日の房総半島で発生した積乱雲に関する事例解析」 

樋口篤志・野澤仁史(千葉大)・諸富和臣(日本無線,千葉大)・小林文明(防大)・ 

鷹野敏明・高村民雄(千葉大)・岩下久人(明星電気)・竹中栄晶(JAXA,千葉大)・ 

中島 孝(東海大)  

 

10:00-10:20 （休憩） 

  

10:20-10:40「GSMaP を用いた atmospheric river と切離低気圧の相乗効果に伴う 

降水の統計的調査」 

辻 宏樹・高藪縁(東京大) 

10:40-11:00「GPM/DPR を用いた地上レーダデータの補正と豪雨事例解析への適用」 

下妻達也・瀬戸心太(長崎大) 

11:00-11:20「マイクロ波放射計を用いた全球地表水マップおよび高解像度冠水マップの 

作成」 

峯 浩然・瀬戸心太*(長崎大) 

11:20-11:40「GSMaP を利用した全球陸面シミュレーションモデル（YEE）の検証」 

山本晃輔(JAXA)・芳村 圭(東京大)・沖 理子・可知美佐子(JAXA) 

 

 

（写真撮影・昼食・休憩） 

座長 青梨和正(気象研)  

13:00-13:20「GSMaP の最近の進展（特に ATMS 用アルゴリズムの開発）」 

久保田拓志・田島知子・山地萌果・沖 理子(JAXA) 

13:20-13:40「GSMaP による異常気象モニタリングの検討」 

田島知子・久保田拓志・沖 理子(JAXA) 

13:40-14:00「GSMaP と他の衛星観測データを用いた降水プロダクト間の比較 II」 

古澤(秋元)文江・増永浩彦(名古屋大) 

14:00-14:20「リトリーバルアルゴリズムの陸上での誤差の統計的解析と環境変数との 

関連」 

       青梨和正(気象研) 

 

14:20-14:40 （休憩） 

 

14:40-15:00「GSMaP 信頼度フラグの検証」 

       山地萌果・田島知子・久保田拓志・沖 理子(JAXA) 
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15:00-15:20「大気下層安定度を用いた GSMaP 地形性降雨推定手法の改良」 

山本宗尚・重 尚一(京都大) 

15:20-15:40「地域毎の降雨特性を考慮した GSMaP Gauge 補正方法」 

妻鹿友昭・牛尾知雄(首都大学東京) 

 

15:40-15:50 まとめ 増永浩彦(名古屋大) 
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大 気 海 洋 相 互 作 用 に 関 す る 研 究 集 会  

Meeting f or t he s tud y of a ir- sea i nte ract ion phen ome na 

 

根 田 昌 典 、 京 都 大 学 ・ 大 学 院 理 学 研 究 科  

 

 

 
概要： 

 本研究集会は平成29年11月18日と19日の2日間の日程で京都大学理学部セミナーハウス（京都市左京区）に

おいて開催され、国内の大学・研究機関などから33名の参加のもとに12件の一般講演と2件の特別講演があっ

た。 

研究集会の目的： 

 本研究集会は中緯度域における大気海洋相互作用に関する研究を中心課題とした研究集会である。特に、海

洋生物や栄養塩などの分布や特性と混合層変動などの物理過程との関係の重要性が注目されている。黒潮続流

周辺海域では活発な大気海洋相互作用が生じ、近年は海洋から大気循環に与える影響が数多く報告されている。

また、海洋表層ではサブダクションが起こり、物質循環や生物化学過程に大きな影響を及ぼしている。この海

域に特徴的な短い時空間スケールの大気海洋擾乱がこのような諸プロセスに与える影響を調べるためには分

野横断的な観測とともに、関連する研究者がさまざまな視点から包括的な議論を行う機会を設ける必要がある。 

そこで、この共同研究集会は、大気海洋相互作用に関する研究を精力的に行っている日本中の研究者と院生な

どの若手研究者が一同に会し、大気海洋相互作用研究についての進捗状況を共有し、分野横断的な議論をする

ことによって交流を深め、この解析の更なる萌芽的な着眼点を見出すことによる研究チームの形成など、この

研究分野における発展に資することを目的とする。 

研究集会の内容と結果： 

 本研究集会は2日間にわたって行われ、12件の一般講演とともに、特別セッションを設けた。特別セッショ

ンは「観測機器は家電か？」をテーマとした。研究者と技術者・サポート企業の間のコミュニケーションが重

要であることは一般論としては理解されているが、試行錯誤をしながら弱い共同体として新しい測器を開発す

るような視点が欠けているのではないかという問題意識からの企画である。今回、観測機器開発企業の立場か

ら（株）ゼニライトブイの小森茂典氏、観測支援の立場から（株）マリンワークジャパンの田口正樹氏にご講

演をお願いした。小森氏はブイによる波浪観測技術の発展を技術的側面から説明し、通信技術やブイ自体の重

量など、波浪観測の冗長性を確保するために様々な技術的制約を克服する必要があったことを示した。特に、

波浪観測の総合的なデザインはその目的にのっとって決定されることを強調し、有効な観測技術の発展には研

究者との情報共有が不可欠であることを強調した。田口氏は、観測支援の重要な側面として機器メンテナンス

重要性を強調し、機器の誤作動や中断の原因として、機器の精度維持や電池の信頼性に至るまでの検証が行わ

れている現状を講演された。また、現実的には金銭的、時間的制約などから機器メーカーによる正規メンテナ

ンス以外でのメンテナンスが行われることがあることを指摘するとともに、安易なサードパーティー製品の利

用による観測が機器の不良を招きかねないことに警鐘を鳴らした。両氏の指摘は、観測機器が非常に狭い目的

のために開発・維持されている製品であり、一般的な使用という家電製品のような概念はあてはまらず、研究

者のニーズと直結していることを再確認するものであった。観測機器の高度化に伴い、今後さらに機器開発企

業や観測サポートと研究者の密接な連絡が必要であるということについての意見交換がなされた。 

今回は研究集会前日にJ-OFUROの利用者講習会が行われ、J-OFUROグループの代表である富田裕之博士

（名古屋大学）が実施に当たった。J-OFUROは今回バージョン３に更新され、それに伴って様々な解析機能

も追加された。その利用方法などを含め、本研究集会に関連した企画として実施されたものである。参加者は

12名で、参加者からはおおむね好評であった。本研究集会は元々衛星観測に関わる研究者の研究会として始

まった経緯もあり、衛星による海面フラックス観測とその有効利用は、大気海洋相互作用研究において特に重

要であるという共通認識を持っている。衛星による観測手法の発展に伴って衛星データの利用者の範囲も格段

に広がり、観測機器と同様にデータセットの家電化が進んでいるが、衛星データは各物理量の直接観測値では

ないことを認識し、その利点や利用可能な範囲を正しく理解しておく必要がある。このような講習会は、デー

タを正しく使うために非常に重要な取り組みであり、各研究者にも広く認識してもらいたいと思う。講習会の
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報告は初日に一般講演として富田（名古屋大）が行った。 

一般講演は上記のJ-OFURO講習会の報告を含めて12件あり、初日から活発な議論が行われた。初日は比較

的スケールの大きな現象に関する研究報告があり、午前中は3件の報告があった。西川（北大低温研）は漂流

ブイの移動履歴とモデルを利用した粒子追跡の結果を比較し、北太平洋移行領域における亜熱帯水の輸送経路

を明らかにするための取組について報告した。ブイ観測の欠測などのトラブルの報告もあり、のちに招待講演

の小森、田口両名からも有力な情報提供があり、特別講演を企画した意義が感じられる講演であった。Shili
mkar（北大）は太平洋とインド洋の水位変動がインドネシア通過流を通じて関係性を持ちうるかどうかにつ

いて検討した。10年スケールでは通過流量の変動と両大洋の水位差が強い相関関係が見受けられ、これは主

に太平洋側の水位変動が影響しているとの研究成果であった。ENSOスケールでは水位変動自体が不明瞭であ

るなど、検討課題はあるが、最近話題となっている太平洋10年規模変動の影響評価として興味深い内容であ

った。一方、吉田（気象庁）は日本近海の海面水温に見られる10年規模変動について、気象庁が蓄積してい

る観測データをまとめたCOBE-SSTを用いてその海域特性を検討した発表を行った。これまでの解析で断片

的に得られていた、夏季と冬季で影響を受ける現象のソースが南方と北方にそれぞれあることを示す解析結果

とともにその影響が強く表れる海域が異なることが、長期データの解析により信頼できる情報として得られた

ことを報告した。気象庁の持つ膨大な蓄積データセットは今後様々な解析に利用されることで、長期変動の原

因とふるまいを明らかにするために非常に重要であることを示す研究成果であると思われる。 

午後の一般講演では、生化学変動についての研究発表があった。Maure（名古屋大）は日本海、豊田（気象

研）は北太平洋東部亜熱帯モード水形成海域における植物プランクトンブルーム発生機構の解析を行い、とも

に短期的な鉛直混合の重要性を指摘した。季節スケールでのブルーム発生の理解がこれまでの主流であったが、

短期的な現象の寄与の重要性を指摘したこれらの研究は、今後の生化学分野において、乱流混合プロセスの働

きを物理的に突き詰めていくことが重要であるという方向性を示している。山田（海洋研）はモード水形成メ

カニズムの視点を生化学物質の分布に導入し、中規模渦変動の影響が長期変動の解析には却ってノイズとして

働く可能性を指摘した。 

2日目は、大規模変動の素過程となる現象の解析についての講演をまとめた。大貫（応力研）はWigner変換

を波動方程式に一般的に適用して作用素の演算に射影して、波数空間内のエネルギー密度を一般的に求める手

法を開発した。「その手法は家電化できませんか？」という質問は、新しい理論の適用可能性を一般に広げる

ことの意義を感じさせる面白い質問であった。Lee(海洋大)はラングミュアサーキュレーションをパラメタラ

イズした大循環モデルによる感度実験からその影響を評価した。桂（海洋研）は海水内部混合と海面フラック

スの影響の切り分けの尺度としてスパイシネスに着目し、北太平洋東部亜熱帯モード水の形成過程とその散逸

過程を調査し、東部亜熱帯モード水形成量の年々変動がソルトフィンガーによって徐々に散逸しながら亜熱帯

循環の流線に沿って下流に伝搬することを示した。着目する物理量を工夫することで、これまで見えにくかっ

た過程がわかりやすくなる好例で、吉田（気象庁）の研究成果とともに、長期観測データの有効活用が今後の

重要なアプローチのひとつになることを予感させる研究であった。植原（東海大）による東海大学で取り組ん

でいる駿河湾プロジェクトについての紹介があった後、最後の講演は中田（九大総理工）が博多湾における局

所大気海洋相互作用の海陸風に対するインパクトについての研究を紹介した。 

まとめ： 

 今年度の一般講演では、物理的手法を生化学的現象の解析に積極的に用いた研究が3件あり、この分野の方

向性のひとつの可能性を示していると思う。また、長期観測データを利用することで、これまで断片的に考え

られてきた長期変動現象のメカニズムを再訪することで、従来理論の確認とともに新たな理論構築の可能背が

広がっていることが示された。本研究会は大気海洋相互作用現象の解析の方向性を探ることを重要なテーマと

しており、これらの発表は参加者の研究指針に示唆を与えるものであった。また、今年度実施した特別セッシ

ョンは極めて好評であった。本研究集会のような自由度の高い研究集会ならではの企画であり、教育的効果や

研究者の間の共通認識のレベルの向上を目指すうえでも非常に有意義であると考える。 

波浪や混合の素過程を直接的に扱う研究についての新たなアプローチに関する研究も見られ、素過程を明ら

かにしながら大規模な現象に拡張していくマルチスケールの視点の重要性が確認された。直接的ではなくても

海洋や大気の物理現象に対して互いを単に境界条件としてではなく結合系の一部としての大気海洋現象だと

いう視点をもつ研究は散見される。このような視点の重要性を意識して議論していく必要性を感じる。 

この研究会から派生しているいくつかの小グループ内での勉強会も頻繁に開かれるようになっている。それ

らのいくつかは科研費や新青丸、白鳳丸といった公募航海への応募も行われている。今後も大気海洋相互作用

にかかわる現象解析を行う研究者の交流や情報交換、また互いに啓発しあうための機会として本研究集会の重

要性を再確認した。 
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第 23回 大 気 化 学 討 論 会  

JpSAC Ann ual Meet ing 2017 

 

今 村 隆 史 、 国 立 環 境 研 究 所 ・ 環 境 計 測 研 究 セ ン タ ー  

谷 本 浩 志 、 国 立 環 境 研 究 所 ・ 地 球 大 気 化 学 研 究 室  

 
2017年 10月 2日 ～ 4日 、香 川 県 高 松 市 の サ ン ポ ー ト ホ ー ル 高 松 に お い て 、

第 23回 大 気 化 学 討 論 会 を 開 催 し ま し た 。 こ の 会 場 で は 、 ち ょ う ど 一 年

後 と な る 2018年 9月 25日 〜 29日 に The 2 0 1 8  j o i n t  1 4 t h  i C A C G P  Q u a d r

e n n i a l  S y m p o s i u m  a n d  1 5 t h  I G A C  S c i e n c e  C o n f e r e n c e  ( i C A C G P - I G

A C20 18国 際 会 議 )が 開 催 さ れ る 予 定 で す 。そ こ で 、今 回 の 討 論 会 は「 プ

レ 大 会 」 と し て 、 来 年 に 向 け て 国 内 の 機 運 を 高 め る 目 的 も あ り 開 催 さ

れ ま し た 。 ま た 、 素 晴 ら し い 温 泉 宿 が 近 く に あ っ た こ と も 、 今 回 の 高

松 開 催 の 大 き な 動 機 と な り ま し た 。  

 今 回 は 一 般 81名 、学 生 33名 の 合 計 114名 が 参 加 さ れ 、３ 日 間 に わ た っ

て 活 発 な 発 表 と 議 論 が 行 わ れ ま し た 。 口 頭 発 表 は 招 待 講 演 を 併 せ て 29

件 で 、 い ず れ の 発 表 に お い て も 20分 の 時 間 枠 い っ ぱ い ま で 活 発 な 質 疑

応 答 が 行 わ れ ま し た 。 な お 、 招 待 講 演 と し て 、 香 川 大 学 の 寺 尾 徹 教 授

（ ア ジ ア モ ン ス ー ン と 成 層 圏 対 流 圏 大 気 交 換 ） と 石 塚 正 秀 准 教 授 （ 乾

燥 地 に お け る 黄 砂 発 生 機 構 の 解 明 に 関 す る 観 測 研 究 ） に ご 講 演 い た だ

き ま し た 。58件 を 数 え た ポ ス タ ー 発 表 で は 、3日 間 に わ た っ て 掲 示 し 続

け た こ と も あ っ て 、ポ ス タ ー 発 表 時 間 の み な ら ず 休 憩 時 間 に お い て も 、

参 加 者 同 士 が 活 発 に 議 論 す る 様 子 が 随 所 で 見 受 け ら れ ま し た 。 ま た 、

恒 例 と な っ た 学 生 優 秀 発 表 賞 は 、 ３ 名 が 受 賞 さ れ ま し た 。  

本 討 論 会 で は 、 新 し い 運 営 委 員 会 の 活 動 を 広 く 紹 介 し 、 意 見 交 換 を 促

進 す る た め に 「 イ ブ ニ ン グ セ ッ シ ョ ン 」 を 行 い ま し た 。 各 委 員 会 お よ

び ワ ー キ ン グ グ ル ー プ か ら の 活 動 報 告 や 、iCACGP- IGA C20 18国 際 会 議 に

関 す る 情 報 が 行 わ れ ま し た 。  

 昼 の 討 論 会 に 加 え て 、夜 も 活 発 な 交 流 が 行 わ れ 、来 年 度 の iCACGP- IG

A C20 18国 際 会 議 に 向 け て 、日 本 の 大

気 化 学 研 究 者 の ア ク テ ィ ビ テ ィ と

意 欲 の 高 さ を 感 じ る 討 論 会 だ っ た

と 思 わ れ ま す 。  

 
第 23 回大気化学討論会の集合写真 

 

サンポートホール高松での口頭講演の様子 
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太 陽 地 球 環 境 デ ー タ 解 析 に 基 づ く 超 高 層 大 気 の 空 間 ・ 時 間 変 動 の 解 明  

Inv e s t i g a t i o n  o f  t e m p o r a l  a n d  s p a t i a l  v a r i a t i o n s  i n  t h e  u p p e r  a t m o s p h e r e ,

 b ase d on com preh ens ive a nal ysi s o f s olar -te rre str ial envi ron men t d ata 

 

田 中 良 昌 、 国 立 極 地 研 究 所 ・ 宙 空 圏 研 究 グ ル ー プ  

 

 
集会の概要 

 本研究集会は、IUGONET（超高層大気長期変動の全球地上ネットワーク観測・研究）プロジェクト

（http://www.iugonet.org）が主に企画し、第352回生存圏シンポジウム、平成29年度名大ISEE研究集会、平

成29年度極地研研究集会との共催で開催された。 

地球の超高層大気は、太陽から絶えず流入してくる太陽放射と太陽風の影響を強く受けると共に、下層大気

で発生した大気重力波の上方伝播による大気擾乱の影響も受ける。また、この領域は、上下結合に加え、両極

域から赤道に至る緯度間結合も強く、ここで観測される変動現象を理解する上で、人工衛星、及び、グローバ

ル地上観測網で得られた多種多様な観測データを包括的に解析する必要がある。これら多様なデータを利用す

る分野横断型研究・融合研究において多くの研究成果を上げるためには、使い易いデータベースや効率的にデ

ータを検索、描画、解析できるツールの活用は欠かせない。また、近年、オープンデータやオープンサイエン

スが強く推進されるようになり、データについて知識のない人々にもアクセスや解析が容易になるよう、ハー

ドルを下げる努力が必要となっている。 

 上記のことを踏まえ、本研究会では、太陽地球系物理学分野の研究者、データ提供者、データベース開発者、

情報学研究者等が集まり、太陽地球系物理学分野の重要研究課題、分野横断型研究の最新成果、必要なデータ

ベースや解析ツール、オープンサイエンスの動向等について幅広く講演・議論を行った。なお、本研究集会は、

同名称で平成26年度から連続で開催しており、今回は4年目となる。 

 できる限り多くの研究者、学生に参加してもらうため、今回は初の試みとして「中間圏・熱圏・電離圏研究

集会」、「極域・中緯度SuperDARN研究集会」、「宇宙からの超高層大気観測に関する研究会」と合同で開

催した。合同研究集会は、9月11～15日に情報通信研究機構（NICT）において開催した。本研究集会「太 陽

地 球 環 境 デ ー タ 解 析 に 基 づ く 超 高 層 大 気 の 空 間 ・ 時 間 変 動 の 解 明 」は、9月13～15日の期

間に実施された。 

 

研究集会報告と成果 

 本研究集会が行われた9月13～15日の3日間で、計77名が参加した。 

9月13日午後には、全研究集会共通のポスターセッションが開催された。ポスターセッションでは、多種多

様な超高層大気関連データを用いたサイエンスのポスター発表20件が行われ、活発な議論が行われた。 

9月14日午前には、IUGONETプロジェクトが開発している超高層大気データの解析ツール「SPEDAS」や

ウェブツール「IUGONET Type-A」に関するデータ解析講習セッションが行われた。このセッションでは、

実際に参加者にツールを使ってもらい、データの検索、イベント発見、データロード、プロット、解析を一通

り経験していただいた。今回4つの研究集会を合同開催したため、データ解析講習セッションに初参加の研究

者、学生が大幅に増加し、特に学生は学部生を含む約20名が参加した。今回は、2012年3月5-11日の太陽フレ

ア、磁気嵐イベントの解析を例に講習を実施した。講習は比較的スムーズに進行し、概ね好評であった。また、

参加者には、過去の講習会資料を整理したPDFファイル、ツールに関するユーザーズマニュアル等をCDにコ

ピーし、配布した。さらに、いくつかの遠方の大学で聴講の希望があったため、講習のストリーム配信も実施

した。本講習会により、学生を中心に多様な超高層大気データの特徴や効率的且つ高度な解析方法を紹介する

ことができ、データの利用促進、共同研究推進に貢献できたと考えている。 

 9月15日には、口頭セッションが開催され、超高層大気データやスペースデブリデータ、歴史文献等を用い

た分野横断型研究に加え、オープンデータ・オープンサイエンスの動向、次世代リポジトリシステムの報告、

地球科学分野のデータベースやIUGONETツールについての講演、議論等が為された。特に、高専の科学教育

における地球科学データ、ツールの利用についての講演等もあり、高専や地方大学の教育のために科学データ
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ベースや解析ツールをどのように改良し、役立てていくかを考える上で、非常に参考になった。 

 なお、この講習セッションを録画した動画をDVDへコピーし、希望者に配布する予定である。研究集会の

プログラム及び講演資料は、次のウェブサイトに掲載している。 

 http://www.iugonet.org/workshop/20170914 
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外 部 太 陽 圏 と ピ ッ ク ア ッ プ イ オ ン  

Outer hel ios phe re a nd pick up i ons 

 

坪 内  健 、 東 京 工 業 大 学 理 学 院 ・ 東 工 大 特 別 研 究 員  

 

 

 本研究集会は、近年の Voyager 探査機や IBEX 衛星の観測によって研究が著しく進展している外部太陽圏に

おいて、特に星間物質と接するその境界領域で展開されるプラズマの物理過程を理解する上で重要となるピッ

クアップイオンの寄与に焦点を当て、その最新の研究成果の公表を主目的として、「太陽地球環境と宇宙線モ

ジュレーション」研究集会（以下「宇宙線」集会）、「太陽圏・宇宙線関連の共同研究成果報告会」（以下「成

果報告会」）との合同開催の形で、また地球電磁気・地球惑星圏学会波動分科会の後援で、名古屋大学宇宙地

球環境研究所を会場として平成３０年２月２０日—２２日の３日間の日程で開催した。 

 

 ３日間の参加者数は、太陽圏・宇宙線両集会合わせて計４５名（延べ人数９１名）に上り、計２８件の講演

が行われた。そのうち本集会においては３件を招待講演として、ピックアップイオンの基礎物理過程としての

衝撃波加速、今後の外部太陽圏観測を予見する構造計算、ピックアップイオンの粒子源となる星間中性粒子の

光学観測に関する発表が行われた。一般講演では、太陽圏境界における粒子ダイナミクスと電磁場擾乱の関連

性、恒星圏と星間物質の相互作用、磁気リコネクションに見られるイオンのピックアップ過程などに関する研

究成果が報告され、本研究分野の今後の展望を占う上で重要な情報交換を進めることができた。 

 

 外部太陽圏の特性およびピックアップイオンの振舞は太陽活動や高エネルギー宇宙線と密接に関連付けら

れるものであり、これらの理解も必須である。今回「宇宙線」集会・「成果報告会」との合同開催によって単

独の研究集会では望み難い広汎な話題にも触れることができ、宇宙物理における太陽圏の位置付けを改めて考

察する上でも有意義なものであった。 
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中 間 圏 ・ 熱 圏 ・ 電 離 圏 研 究 会  

Mesosph ere -Th erm osp her e-I ono sph ere W ork sho p 

 

横 山  竜 宏 、 情 報 通 信 研 究 機 構 ・ 電 磁 波 研 究 所  

 

 

１ ． 研 究 集 会 の 概 要  

中 間 圏 ・ 熱 圏 ・ 電 離 圏 （ Mesosph er e, T he rm osp h er e and  Io no sph e re ; MTI） は 、

地 球 上 層 大 気 が 宇 宙 と の 境 界 を 成 す 領 域 で あ り 、太 陽 や 宇 宙 か ら の 粒 子 及 び 電 磁 エ ネ

ル ギ ー の 流 入 に よ る 影 響 に 加 え 、下 層 大 気 か ら も 変 動 の 影 響 が 様 々 な 物 理・化 学 過 程

を 経 て 伝 搬 し 、幅 広 い 時 間・空 間 ス ケ ー ル で 変 動 す る 特 徴 が あ る 。ま た 、同 領 域 は 通

信 や 衛 星 測 位 な ど 人 類 活 動 へ の 影 響 の 観 点 も 重 要 視 さ れ て い る 。地 球 電 磁 気・地 球 惑

星 圏 学 会 （ SGEPSS） の 分 科 会 の １ つ で あ る 中 間 圏 ・ 熱 圏 ・ 電 離 圏 (MTI)研 究 会 は 、 こ

の よ う な  MTI 領 域 を 研 究 対 象 と す る 研 究 者 の 集 ま り で あ り 、平 成 10年 か ら 研 究 集 会

「 MTI研 究 集 会 」を 毎 年 １ 回 開 催 し て き た 。こ れ ま で の MTI研 究 集 会 で は 、SGEPSSな ど

学 会 と は 異 な る 企 画 を 催 し（ ハ ン ド ブ ッ ク の 作 成 や 学 生・若 手 研 究 者 の エ ン カ レ ッ ジ 、

次 期 衛 星 観 測 ミ ッ シ ョ ン に 向 け た 検 討 な ど ） 、 国 内 MTI研 究 分 野 の 共 通 課 題 へ の 対 応

や 発 展 の 促 進 を 目 指 し て き た 。  

 

２ ． 研 究 報 告 ・ 成 果 等  

平 成 29年 度 は 、「 極 域 ・ 中 緯 度 SuperD A R N  研 究 集 会 」、「 宇 宙 空 間 か ら の 地 球 超 高 層

大 気 観 測 に 関 す る 研 究 会 」 、 「 IU G O N E T研 究 集 会 」 と の 共 同 開 催 と し 、 異 な る 分 野 の 研

究 者 同 士 の 交 流 を 図 る こ と も 目 的 と し た 。 名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 の ほ か 、 助

成 金 を 得 た 京 都 大 学 生 存 圏 研 究 所 、国 立 極 地 研 究 所 、情 報 通 信 研 究 機 構 の 共 同 主 催 と

し て 、 情 報 通 信 研 究 機 構 （ 東 京 都 小 金 井 市 ） に お い て 平 成 29年 9月 11‐ 15日 (う ち MTI

研 究 集 会 は 12-14日 の 3日 間 )の 日 程 で 開 催 し た 。MTI研 究 集 会 へ の 参 加 者 は 75名（ 全 期

間 94名 ） 、 の べ 144名 （ 全 期 間 201名 ） で あ っ た 。 今 年 度 は 、 昨 年 か ら 継 続 す る MTI G

r and Cha l l e n g eセ ッ シ ョ ン「 成 層 圏 ・ 対 流 圏 か ら 見 る  MTI と の 結 合 」と「 磁 気 圏 ・

プ ラ ズ マ 圏 か ら 見 る  MTI  と の 結 合 」 に お い て 、 6名 の 招 待 講 演 者 を 招 き 、 主 に 隣 接

領 域 を 専 門 と す る 研 究 者 の 視 点 か ら  MT I分 野 で 解 決 す べ き 課 題 の 洗 い 出 し を 行 う こ

と を 狙 い と し た 。 MTI領 域 の セ ッ シ ョ ン に 普 段 来 な い 下 層 大 気 や 磁 気 圏 を 専 門 と す る

研 究 者 が 参 加 し 、 研 究 の 視 点 を 広 げ る こ と で 議 論 の 活 性 化 に つ な が っ た 。 MTI関 連 プ

ロ ジ ェ ク ト で は 、 過 去 の 研 究 集 会 に お い て 作 成 さ れ た MTIハ ン ド ブ ッ ク の 利 用 状 況 の

調 査 結 果 が 報 告 さ れ 、来 年 度 以 降 の 未 完 成 項 目 の 作 成 に つ い て 議 論 が 行 わ れ た 。ま た 、

ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン に お い て は 、若 手 研 究 者 や 学 生 を 中 心 に 20件 の 発 表 が あ っ た 。若

手 研 究 者 や 学 生 ら を エ ン カ レ ッ ジ す る た め に 長 め の コ ア タ イ ム を 設 け て お り 、中 堅 か

ら シ ニ ア の 研 究 者 が 彼 ら の ポ ス タ ー 発 表 を 熱 心 に 聴 き 、議 論 す る 姿 が 見 ら れ た 。共 同

開 催 さ れ た 他 の 研 究 集 会 へ の 参 加 者 も 多 く 、共 同 開 催 の 意 義 は 十 分 に 見 ら れ た と 考 え

ら れ る 。  

 

３ ． 研 究 会 世 話 人  

横 山  竜 宏（ 代 表 ・ 情 報 通 信 研 究 機 構 ）、新 堀  淳 樹（ 名 古 屋 大 学 ）、鈴 木  臣（ 愛 知

大 学 ）、鈴 木  秀 彦 （ 明 治 大 学 ）、津 田  卓 雄 （ 電 気 通 信 大 学 ） 、冨 川  喜 弘 （ 国 立 極

地 研 究 所 ） 、 西 岡  未 知 （ 情 報 通 信 研 究 機 構 ）  

 

295



 
合 同 研 究 集 会 プ ロ グ ラ ム  

 

9月 11日 13:3 0 - 9月 12日 12:0 0「 極 域 ・ 中 緯 度 SuperD A R N  研 究 集 会 」  

 

9月 12日 13:3 0 - 1 6 : 3 0「 中 間 圏 ・ 熱 圏 ・ 電 離 圏 （ MTI） 研 究 集 会 」  

MTI G r a n d  C h a l l e n g e  セ ッ シ ョ ン 1「 磁 気 圏 ・ プ ラ ズ マ 圏 か ら 見 る MTIと の 結 合 」  

  あ ら せ 衛 星 に よ る 観 測  三 好  由 純 （ 名 古 屋 大 学 ISEE）  

  プ ラ ズ マ 圏 と MTIの 結 合 〜 地 磁 気 観 測 を ベ ー ス と し て 〜 尾 花  由 紀 （ 大 阪 電 気 通 信 大

学 ）  

MTI関 連 プ ロ ジ ェ ク ト 1「 MTIハ ン ド ブ ッ ク の 今 後 」  

  M T Iハ ン ド ブ ッ ク の 概 要 と 現 在 ま で の 経 緯  細 川  敬 祐 （ 電 気 通 信 大 学 ）  

  M T Iハ ン ド ブ ッ ク の ア ン ケ ー ト 結 果 と 今 後 の 方 針 に つ い て  横 山  竜 宏（ 情 報 通 信 研 究

機 構 ）  

9月 13日 9:30- 1 0 : 4 0  M T I関 連 プ ロ ジ ェ ク ト 2 

  J p G U「 大 気 圏 ・ 電 離 圏 」 「 MTI C o u p l i n g」 セ ッ シ ョ ン 提 案 検 討  大 塚  雄 一 （ 名 古 屋

大 学 ISEE）  

  I U G O N E Tツ ー ル の 実 践 的 活 用 法  田 中  良 昌 （ 国 立 極 地 研 究 所 ）  

 

9月 13日 11:0 0 - 1 5 : 3 0「 宇 宙 空 間 か ら の 地 球 超 高 層 大 気 観 測 に 関 す る 研 究 会 」  

 

9月 13日 15:3 0 - 1 7 : 0 0  

合 同 ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ン （ 20件 ）  

 

9月 14日 9:30 - 1 2 : 0 0  「 IUGO N E T講 習 会 」  

 

9月 14日 13:3 0 - 1 6 : 3 0「 中 間 圏 ・ 熱 圏 ・ 電 離 圏 （ MTI） 研 究 集 会 」  

MTI G r a n d  C h a l l e n g e  セ ッ シ ョ ン 2「 成 層 圏 ・ 対 流 圏 か ら 見 る MTIと の 結 合 」  

  衛 星 デ ー タ に 見 ら れ る 成 層 圏 突 然 昇 温 と 成 層 圏・中 間 圏・下 部 熱 圏 の 大 気 循 環  岩 尾

航 希 （ 熊 本 高 等 専 門 学 校 ）  

  地 上 ミ リ 波 大 気 微 量 分 子 観 測 に よ る 中 間 圏・成 層 圏 の 結 合 現 象 の 研 究  長 浜 智 生（ 名

古 屋 大 学 ISEE）  

  熱 帯 中 層 大 気 半 年 振 動  (SAO)  の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 改 善 に 向 け て  柴 田 清 孝 （ 高 知

工 科 大 学 ）  

  中 層 大 気 版 全 球 非 静 力 学 モ デ ル NIC A Mが 再 現 し た 基 本 場 ・ 大 気 重 力 波  小 玉 知 央 （ 海

洋 研 究 開 発 機 構 ）  

9月 15日 10:00 - 1 6 : 0 0「 IUGO N E T  研 究 集 会 」  

以 上  
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J pGU 地 球 惑 星 科 学 に お け る 航 空 機 観 測 利 用 の 推 進  

JpGU P rom oti on of App lica tio n and Uti liza tio n of A irc raft s fo r Ea rth sc

i enc es）  

 

高 橋 暢 宏 、 名 古 屋 大 学 ・ 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所  

 

 

 
 1. 目的 

本研究集会は，日本気象学会が中心となって日本学術会議のマスタープラン2017応募した「航空機観測によ

る気候・地球システム科学研究の推進」に基づいて実施するJpGUでのセッションである（コンビーナーは高

橋の他に，東京大学 小池真，国立環境研所 町田敏暢，JAMSTEC 鈴木力英の3名である）．マスタープラ

ン2017への提案では，宇宙地球環境研究所飛翔体観測推進センターが航空機観測の中核機関として位置づけ

られている一方で，地球惑星科学分野全般をカバーすることも求められている．そこで，これまで直接的な関

係の薄かった分野の研究者を招待することにより，セッションの充実を図り，飛翔体観測推進センターの活動

を地球惑星科学分野全般に広げることに繋げることを目的としている． 

なお，本研究集会は名古屋大学における研究集会ではなく，JpGUの航空機観測セッションの招待講演者に対

する助成として活用するものである． 

 2. 概要 

 本セッションは口頭発表のセッションとポスター発表に分かれるが、口頭発表では地球惑星科学の航空宇

宙分野から首都大学東京の牛尾教授、固体地球惑星科学からは名古屋大学の鈴木教授、地球人間圏科学からは

千葉大の近藤教授に講演頂き、航空機観測の各分野での利用について議論を行った。それぞれのゲストスピー

カーからのコメントを以下に示す。 

（牛尾先生コメント） 

宇宙電磁気学（雷放電）・・・衛星からの雷観測のための航空機利用、宇宙研等ではバルーンを利用するプロ

ジェクトが立ち上がっているので、そちらとの連携も考えてはどうか。また、望遠鏡を搭載することを検討し

てはどうか。航空工学は、ややもすると、この分野よりも大きいが、その中で科学利用を位置付けることにな

るかもしれない。活動が制限される可能性もある？ 

（近藤昭彦先生コメント） 

航空機利用に様々な形態がある（ヘリ、ドローン、飛行艇、SAR、）。 無人機の可能性も広がっている。地

球人間圏：役に立つ地球科学が必要。階層的なリモートセンシングの方法論を整理・理論化することが重要。 

（鈴木康弘先生コメント） 

活断層研究は航空機リモセンに支えられてきた（航空機写真）。熊本地震では「だいち」が活躍した。地面踏

査が必要であるが、それを補うものは、航空機である。ドローンも有力であるが、広域的な観測が必要。国土

地理院も熊本地震の時に観測を実施（4月15日）。その他では、資源などがあるかと思う。 

（NICT上本さんコメント） 

航空機SARでは10ｋｍ高度、斜めに観測するので、火山の影響を受けにくい 
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また、セッションに先立って小集会を開催し、地球惑星科学分野間での航空機利用やマスタープランにおけ

る活動方針について議論を行った。その中では、地球惑星科学の航空機を利用するコミュニティでコンソーシ

アムのようなものを設立してはどうか、という議論も行った。それについては、関係者の中では前向きなコメ

ントが寄せられ、設立準備に必要なことを検討することとなった。 

マスタープランに向けては、 

· 気象衛星などの開発では、米国はNASAが検証などでコミットしている。衛星の校正に航空機を利用す

るなど、地道な取り組みもクローズアップしたほうがよい。天気予報の改善に直接影響している。 

· 大型研究計画の重点領域に採択されることが他省庁に説明するときにも重要 

· 文科省のロードマップに載せても、予算的に厳しい。 

· マスタープラン2014は気象学が中心で、2017では地球惑星科学に広げた。2020には、工学を入れるか

どうかを議論すべき。・・・航空工学分野と議論は重ねたほうがよい。 

· 設立の趣旨をマスタープラン2020だけを目標にするのでなく，国内の航空機を用いた科学研究を一層推

進させることを目指す方が良い． 

といったコメントが寄せられた。 

 

 

３．参加者数 

JpGUのセッションのため講演者と小集会参加者のみリスト化した。セッション参加者はおよそ40名であっ

た。 

 

４．成果等 

 航空機観測に関するマスタープランにむけて、様々な分野の研究者との連携が深まり、マスタープラン202
0の策定に向けた方向性が見えてきた。 

 

 

 
 

写真：セッション開始前に実施した小会合の様子 
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「 プ ラ ズ マ 圏 の 観 測 と モ デ リ ン グ 」 研 究 集 会  

Worksho p o n O bser vat ion a nd M odel ing of t he P lasm asp her e 

 

尾 花 由 紀 ・ 大 阪 電 気 通 信 大 学 ・ 工 学 部 基 礎 理 工 学 科  

 
 概 要  

 内 部 磁 気 圏 に は eVか ら MeVに及ぶ幅広いエネルギー帯に属するプラズマが

存 在 し て お り ，プ ラ ズ マ 波 動 を 介 し て 互 い に 影 響 を 及 ぼ し 合 っ て い る ．

そ の 中 で 最 も 低 エ ネ ル ギ ー の 階 層 に 属 す 「 プ ラ ズ マ 圏 」 は 波 動 粒 子 相

互 作 用 の 背 景 場 を 規 定 す る も の と し て 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る が ， こ

れ ま で プ ラ ズ マ 圏 を 研 究 対 象 と す る 研 究 者 間 の 情 報 共 有 は 必 ず し も 活

発 と は 言 い が た い 状 況 に あ っ た ． 本 研 究 集 会 は そ の 様 な 問 題 意 識 に 立

ち ，「 プ ラ ズ マ 圏 」に 焦 点 を 当 て た 研 究 集 会 を 開 催 す る も の で あ る ．2

015年 12月 に 開 催 し た 最 初 の 研 究 集 会 か ら 3回 目 を 数 え る 今 回 の 集 会 は ，

名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 の 松 田 昇 也 博 士 が 主 催 す る「 ERG衛 生 の

電 場 ・ プ ラ ズ マ 波 動 観 測 デ ー タ を 用 い た 解 析 ワ ー ク シ ョ ッ プ 」 と の 共

同 開 催 の 形 を と り ， プ ラ ズ マ 圏 と プ ラ ズ マ 波 動 に 関 す る 研 究 成 果 と 観

測 ・ 解 析 手 法 の 情 報 共 有 を 行 い ， 今 後 の 共 同 研 究 の 機 会 を 醸 成 す る 場

と な る こ と を 目 指 し た ．  

 

 詳 細  

本 研 究 集 会 は ，前 述 の 通 り 二 つ の 研 究 集 会 の 共 同 開 催 の 形 を 取 り ，20

18年 3月 26− 2 8日 の ３ 日 間 に わ た っ て 名 古 屋 大 学 に て 開 催 し た ． 参 加 者

は 国 内 外 の 研 究 機 関 か ら 学 生 12名 ，教 員・ PD32名 の 合 計 44名 で あ り ，2

4件 の 口 頭 発 表 が 行 わ れ た ．初 日 は 様 々 な 手 法 に よ る 電 離 圏・プ ラ ズ マ

圏 の 研 究 の 話 題 ， 二 日 目 か ら は プ ラ ズ マ 波 動 関 連 の 話 題 で 後 半 ほ ど 高

エ ネ ル ギ ー の プ ラ ズ マ を 対 象 と し た 研 究 の 話 題 と な る よ う に プ ロ グ ラ

ム を 組 ん だ ．ま た 三 日 目 の 午 後 は「 ERG衛 生 の 電 場・プ ラ ズ マ 波 動 観 測

デ ー タ を 用 い た 解 析 ワ ー ク シ ョ ッ プ 」 の SPED A Sデ ー タ 解 析 講 習 会 が 行

わ れ た ．  

講 演 で は ，あ ら せ 衛 星 打 ち 上 げ 後 の イ ベ ン ト と し て 注 目 が 集 ま っ て い

る 20 1 7年 3月 2 7日 磁 気 嵐 や 20 1 7年 9月 7日 磁 気 嵐 に 関 す る イ ベ ン ト ス タ

デ ィ ，あ ら せ 衛 星 ，Van Al le n Pr obes衛 星 ，地 磁 気 ，SuperDA RN等 の 諸

観 測 デ ー タ や 数 値 計 算 を 用 い た 研 究 な ど ， 多 彩 な 研 究 成 果 が 発 表 さ れ

た ．ま た 二 日 目 の 最 後 に は Van Al len P rob es-あ ら せ 共 同 観 測 キ ャ ン ペ

ー ン に 関 す る 討 論 時 間 を 設 け ， 三 日 目 に は 金 沢 大 学 の 笠 原 禎 也 教 授 か

ら「 あ ら せ PWE観 測 デ ー タ か ら の 伝 搬 ベ ク ト ル 解 析 の 原 理 」と 題 し た チ

ュ ー ト リ ア ル 講 演 を い た だ い た ．  

三 日 間 を 通 し て 参 加 者 か ら は 熱 心 な 質 疑 応 答 が 続 き ，プ ラ ズ マ 圏 と プ

ラ ズ マ 波 動 に 関 す る 研 究 成 果 と 観 測 ・ 解 析 手 法 の 情 報 共 有 す る 場 を 作

り ， 今 後 の 研 究 を 深 化 さ せ る 良 い 機 会 と な っ た と 考 え て い る ．  
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E RG衛 星 の 電 場 ・ プ ラ ズ マ 波 動 観 測 デ ー タ を 用 い た 解 析 ワ ー ク シ ョ ッ プ  

Worksho p f or the p las ma w ave obse rva tio ns b y E RG/P WE 

 

松 田 昇 也  名 古 屋 大 学 ・ 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所  

 

 
 あらせ（ERG）衛星に搭載されたプラズマ波動観測器PWE(Plasma Wave Experiment)は，DC～10

MHzの電界と数Hz～100kHzの磁界のスペクトル・波形を計測する．特に，PWEのサブシステムの一つ

であるWFC/OFAは，スペクトルマトリクスと呼ばれる観測データを24時間連続で取得し，プラズマ波

動のモードや伝搬方向等を詳細に解析することを可能としている．本研究集会では，定常観測開始から

おおよそ1年の間に取得されたプラズマ波動観測データを用いた最新の成果を共有し，今後の観測戦略立

案と，更なる成果創出に向けた議論を充実させることを目指した． 

本研究集会は，大阪電気通信大学の尾花由紀准教授主催の研究集会「プラズマ圏の観測とモデリング」

との合同開催とし，主に1日目はプラズマ圏関連の話題について議論を行い，2日目と3日目はプラズマ波

動関連の話題について取り上げた．研究集会には，国内外の機関から学生12名，教員･PD32名の計44名

が参加した．3日目の午前中までは，あらせ衛星による観測データなどを活用した最新の研究成果に関す

る計24件の講演を頂いた．講演内容には，科学データの較正に関する話題もみられ，今後あらせ衛星の

科学観測データを公開していく上での見通し等についても，議論を深めることができた． 

研究集会の後半は，名古屋大学のERGサイエンスセンターの協力の下，同センターが整備を進めてい

る解析ツール（IDL/SPEDAS，およびERGプラグイン）を用いた解析講習会を実施した．講習に先立ち，

PWEの主任研究者(PI)である笠原禎也教授(金沢大学)からチュートリアルトークを頂き，PWEで取得し

ている科学データの仕様やプラズマ波動の伝搬方向解析の原理について理解を深めた．同解析手法を集

中的に取り上げた講義の機会はかつて無く，参加者からは熱心な質疑応答がみられた． 

講習会は，参加者の習熟度に合わせて二つのコー

スのいずれかを選択可能とし，Beginners’ course

ではIDL/SPEDASの基礎的な使い方と，現在公開

されているあらせ衛星のprovisional CDFを用い

たデータ解析の手法を取り上げた．Advanced cou

rseでは，PWEが観測したスペクトルマトリクスデ

ータを用いて，波動粒子相互作用の重要な役割を担

う「コーラス波動」の伝搬方向解析に取り組んだ．

知識を要するスペクトルマトリクス解析に関して，

参加者のスキルアップを図ることができ，今後の成

果創出に向けた後押しができたと考えている． 
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第 ２ ２ 回 大 気 ラ イ ダ ー 研 究 会  

22nd Work sho p on L ida r Ob ser vat ion of Atmo sph ere 

 

阿 保  真 、 首 都 大 学 東 京 ・ シ ス テ ム デ ザ イ ン 学 部  

 

 ライダー観測技術・データ解析手法、観測評価法、大気科学分野からの観測要求、将来

計画、最近のトピックスなどに関連する研究討論を目的として開催してきた大気ライダー

研究会も今回で２２回目を迎えた。今回の研究会では、各大学・研究機関から１３件の講

演があり、３つのセッション「対流圏エアロゾル観測」、「対流圏ライダー観測」、「ラ

イダー技術、成層圏・中間圏ライダー観測」を設けて議論を深めた。参加者は企業も含め

て１２機関から２６名であった。今回は新しい試みとして「最近の成層圏エアロゾルの増

加 〜カナダ森林火災の影響〜」と題した特別報告会を開催した。これは、タイムリーな

話題として2017年初夏にカナダ西部太平洋の山岳地で発生した大規模な森林火災により火

災積雲が発生し、その煙が高度13kmの成層圏まで到達した事が報告されていることに対し、

日本のライダー観測者により行われている地上ライダー（北極ニーオルスン、つくば、フ

ィリピン、陸別、佐賀、福岡）並びに衛星搭載ライダーCALIOPによる成層圏エアロゾルの

ライダー観測結果を持ち寄り、その観測状況を議論した。 

以下に当日の一般講演題目の一覧を示す。 

・ ゴビ砂漠のライダーネットワークが捉えた寒冷前線システムによるダスト層の発達 

・ シーロメーターとダスト係留気球の同時観測から得られたゴビ砂漠におけるダストの

鉛直粒径分布と MECF の算出 

・ 近年におけるモンゴル・ウランバートル市の冬季大気汚染に対する観測的研究 

・ ひまわり 8 号 Dust RGB と地上ライダーが捉えた、2017 年 5 月の東アジア広域ダス

トイベント解析 

・ GOSAT 検証のための国内外の TCCON サイトにおけるライダー観測の現状 

・ 北極対流圏エアロゾルの季節変化 

・ 水蒸気ライダー観測を用いたデータ同化実験 

・ ラマンライダーによる海上水蒸気変動観測 

・ 近赤外 3 波長 DIAL による境界層中の CO2 濃度、エアロゾル、気温鉛直分布の同時観

測 

・ 地上付近のエアロゾル鉛直分布把握のための取り組み 

・ イメージおよびライダー観測による雲のフラクタル次元計測 

・ ライダーで観測された北極成層圏エアロゾルの季節変動 

・ 南極昭和基地における波長可変共鳴散乱ライダー観測の現状 
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研 究 集 会 名  科 学 デ ー タ 研 究 会  

研 究 集 会 名 英 文 Science Data Sym posi um 

 

村 山 泰 啓 （ 国 立 研 究 開 発 法 人 情 報 通 信 研 究 機 構 ）  

 

 

本研究会は、オープンデータ・オープンサイエンスに代表される科学データ関連活動の国

際動向と、国内における取組みに関する情報の共有と、今後の活動方針に関する合意形成

のため、日本学術会議情報学委員会・国際サイエンスデータ分科会・WDS (World data 

System) 小委員会の主導による WDS 国内シンポジウム（第 7 回）、データ利活用協議会研

究会の合同研究会として、平成 29 年 3 月 8 日（木）に、東京都千代田区（科学技術振興機

別館）にて開催され、28 名の出席者、14 件の講演があった（別紙：プログラム）。研究会

では、日本学術会議、文部科学省、内閣府に加えて、各研究コミュニティで進められてい

るオープンデータ・サイエンスへの取り組み、WDS などの科学データ関連国際組織におけ

る最近の動向について報告があり、データ・リポジトリの国際認証への取り組みなどにつ

いて、活発な議論が行われた。また科学データの分野間利用の促進については、太陽活動

の変化による宇宙線フラックス変動予測の研究において、長期的観測データの利用態勢の

確保の重要性が指摘された。また分野間データ利用による新研究分野創成の可能性に関し

て、太陽活動の長期的変化や火山活動などの自然的要因による地球環境の変動と、地球規

模における社会経済活動の変化との間の因果関係に関する研究例の紹介があった。WDS 関

連国内活動については、この数年間における WDS 小委員会と関連データ組織の活動報告が

行われ、今後の活動方針に関する議論が行われた。その結果、当面 WDS 小委員会を、国内

データ活動の活性化の具体的なアクションについて議論を行う場とするとともに、宇宙地

球科学系分野主体の旧 WDC（World Data Center）などの、WDS に関連したデータ組織

間の連絡調整組織を設置することで、大筋の了解が得られた。 
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名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会（2017 年度） 

科学データ研究会・WDS 国内シンポジウム（第 7 回） 

日時：2018 年 3 月 8日（木）10:30－17:30 
会場：科学技術振興機構(JST)東京本部別館、2階会議室 A① 
研究会情報：http://takashiwatanabe.wixsite.com/wds-japan 

 

10:30-10:40 研究会趣旨・ロジ説明 研究会世話人 

10:40-11:10 オープンサイエンス・データに関する国内外の動向 村山泰啓 情報通信研究機構 

11:10-11:40 研究利活用協議会(RDUF)の活動紹介 武田英明 国立情報学研究所 

11:40-12:00 World Data System 活動の紹介 - レポジトリの認証等- 家森俊彦 京都大学地磁気 WDC 

村山泰啓 情報通信研究機構 

＊渡邉 堯 WDS-IPO 

12:00-12:20 DIAS のレポジトリ認証について 絹谷弘子 東京大学地球観測デー

タ統融合連携研究機構 

12:20-13:30 昼食 

13:30-13:50 オープンチームサイエンス〜オープンサイエンスパラ

ダイムに基づく超学際研究の方法論構築に向けて 

近藤康久 総合地球環境学研究所 

13:50-14:10 文理融合データによる新共同研究テーマの模索（例：近

世における社会・経済の動向と自然環境変化との関連） 

渡邉 堯 WDS-IPO  

14:10-14:30 OMNI データを用いた太陽圏外圏及び銀河宇宙線輸送の

シミュレーション解析計画 

鷲見治一 九州大学宇宙天気科

学・教育センター 

14:30-14:50 極域環境データサイエンスセンターの活動紹介 門倉 昭 情報・システム研究機

構データサイエンス共

同利用基盤施設 

14:50-15:10 極域データに関するグローバル活動と WDS との連携 金尾政紀 国立極地研究所 

15:10-15:30 WDC for Ionosphere and Space Weather の活動より 陣 英克 情報通信研究機構 

15:30-15:50 JAMSTEC におけるデータ活動の報告 坪井誠司 海洋研究開発機構 

15:50-16:00 休憩 

16:00-16:20 内閣府を中心としたオープンサイエンス政策の動向 林 和弘 文部科学省科学技術・

学術政策研究所 

16:20-16:40 第 22-23 期学術会議における WDS 小委員会の活動報告 渡邉 堯 WDS-IPO 

16:40-17:00 第 24 期学術会議・WDS 小委員会の活動計画 村山泰啓 情報通信研究機構 

17:00-17:30 ディスカッション 
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STEシミュレーション研究会 -太陽地球惑星系複合システムのシミュレーション研究- 

STE Simulation Workshop: Simulation Studies of Solar-Terrestrial-Planetary Complex System 

 

三 宅 洋 平 、 神 戸 大 学 計 算 科 学 教 育 セ ン タ ー  

 

2017 年 9 月 6 日～9 月 8 日の日程で、神戸大学統合研究拠点・惑星科学研究センターに

おいて「STE シミュレーション研究会-太陽地球惑星系複合システムのシミュレーション研

究-」を開催した。本研究集会では、3日間で 21 件の発表及び、延べ 55 名の参加があった。 

太陽地球惑星系は様々な領域や非線形物理過程が競合した複合システムであり、これを

総合的に理解するために、計算機シミュレーションが果たしてきた役割は極めて大きい。

科学衛星による観測結果の定量的な解釈や物理素過程の理解には、シミュレーション研究

が大きな役割を果たしている。本研究集会では、宇宙地球環境研究所の計算機共同利用研

究の成果発表の場として、太陽地球系科学・プラズマ科学シミュレーションの最新の研究

成果・展望を議論することや、計算科学や天文学、流体力学などの異分野との交流を活発

化させることを目的としている。今回は特に、太陽地球惑星系シミュレーションと惑星大

気・固体惑星・惑星形成を含めた広義の惑星科学分野の融合をテーマに掲げた。太陽地球

プラズマ環境から惑星大気・固体惑星表面までを含めた複合シミュレーションの可能性を

探るとともに、各分野共通の課題である次世代スーパーコンピューティングに向けた先進

的計算手法を議論する場を提供した。 

本研究会の招待講演として、惑星形成高性能シミュレーションについて神戸大学の牧野

淳一郎氏、火星大気のラージエディーシミュレーションについて理研 AICS の西澤誠也氏、

金星大気の高解像度シミュレーションについて神戸大学の樫村博基氏、惑星大気・プラズ

マシミュレーションについて東北大学の寺田直樹氏にご講演いただいた。また本研究集会

のテーマに合わせ、磁気圏―熱圏―電離圏結合の超高層電磁気現象への影響や、グローバ

ル磁気圏環境と放射線帯高エネルギー環境の結合計算の試みなど、領域間／スケール間結

合モデルの構築・高度化に向けた活発な議論がなされた。一般講演としても、宇宙プラズ

マや磁気圏・電離圏環境のシミュレーション研究の最新成果が多数報告されたが、内容は

これのみにとどまらず、近年主流となりつつあるメニーコア型計算プロセッサに対応した

高性能プラズマ計算手法や、マルチスケール性を考慮するための新数値解法の開発の進捗

も紹介された。これらの特色あるセッションにはスーパーコンピューターのベンダー企業

からの参加もあり、太陽地球惑星科学とハイパフォーマンスコンピューティング分野との

連携の重要性を確認し合う貴重な機会となった。通常の学会と異なり、一件あたりの講演

時間を 30 分確保することができ、STE シミュレーション研究における問題意識の議論、共

有が大いに進展した。なお本研究会の講演資料は http://cidas.isee.nagoya-u.ac.jp/ 

simulation/meeting2017/に公開されている。 

304



 

 

 

 

地 上 赤 外 分 光 観 測 に よ る 大 気 組 成 変 動 検 出 に 関 す る 研 究 集 会  

Worksho p o n d etec tio n of a tmo sphe ric comp osi tio n c han ge w ith

 a  gr ound -ba sed i nfr are d s pec tros cop y 

 

村 田  功 、 東 北 大 学 大 学 院 環 境 科 学 研 究 科  

 

 

 地 上 赤 外 分 光 観 測 に よ る 大 気 微 量 成 分 の 研 究 は 、 太 陽 を 光 源 と す る

こ と で 地 表 付 近 の み な ら ず 成 層 圏 な ど 上 層 大 気 の 変 動 も 含 め た 研 究 が

進 め ら れ て き た 。 特 に フ ー リ エ 変 換 型 分 光 計 （ FTIR） を 用 い た 観 測 は

他 成 分 同 時 観 測 や 吸 収 線 型 か ら の 高 度 分 布 情 報 導 出 な ど の 利 点 が あ り 、

ま た オ ゾ ン 層 破 壊 や 温 室 効 果 気 体 の 変 動 の よ う な 全 球 的 な 大 気 環 境 問

題 に 対 し て は 国 際 的 な 協 力 が 不 可 欠 で あ る こ と か ら 、 世 界 的 な ネ ッ ト

ワ ー ク で あ る Networ k  fo r th e  De t ect i o n o f A t m os p he ri c  Co m pos i t

i o n C ha ng e / In fr a re d  W o rk in g  G r ou p ( ND A CC /I R W G)や Total C ar bo n 

C o l u m n  O b s e r v i n g  N e t w o r k  ( T C C O N )を 中 心 に 各 国 の 研 究 グ ル ー プ が

協 力 し て 研 究 を 進 め て い る 。 日 本 で も 、 1995年 に 陸 別 で 観 測 を 開 始 し

た 名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 を は じ め 、 国 立 環 境 研 究 所 、 東 北 大

学 、 情 報 通 信 研 究 機 構 な ど が 研 究 を 進 め て い る 。  

 上 記 の 日 本 の 研 究 者 は こ れ ま で に も 観 測 ・ 解 析 を 共 同 研 究 と し て 行

う な ど 協 力 し て き た が 、 日 本 で の 観 測 開 始 か ら 20年 以 上 が 経 ち 長 期 間

の デ ー タ が 蓄 積 さ れ て き た こ と 、 NDAC C / I R W Gで 共 通 に 使 わ れ て い る 解

析 プ ロ グ ラ ム が SFI T 2か ら SF I T 4へ と 進 化 し 日 本 の グ ル ー プ で も SF I T 4

の 導 入 が 完 了 し た こ と か ら 、 こ こ で 一 度 国 内 の 研 究 状 況 を 総 括 し 、 今

後 の 研 究 の 方 向 性 や 新 規 サ イ ト 計 画 に 関 す る 議 論 を 行 う こ と を 目 的 と

し た 研 究 集 会 を 開 催 す る こ と と し た 。  

 研 究 集 会 で は 、こ れ ま で 名 古 屋 大 学 、国 立 環 境 研 究 所 、東 北 大 学 で F

TIR観 測 を 進 め て き た 研 究 者 お よ び 学 生 計 7名 が 参 加 し 、2日 間 で 十 分 な

時 間 を 取 っ て 議 論 を 行 っ た 。 プ ロ グ ラ ム を 次 ペ ー ジ に 示 す が 、 初 日 は

ま ず そ れ ぞ れ の 観 測 地 点 （ 陸 別 ・ 母 子 里 、 つ く ば 、 昭 和 基 地 ） で の 観

測 の 経 緯 や 現 状 に つ い て の 紹 介 を 行 い 、 そ の 後 個 別 の ト ピ ッ ク ス の 報

告 を 行 っ た 。 二 日 目 も ト ピ ッ ク ス の 報 告 を 行 っ た あ と 、 今 後 の 研 究 の

展 開 に つ い て の 議 論 を 行 っ た 。ま た 、解 析 プ ロ グ ラ ム の SFIT4に つ い て

の 情 報 交 換 も 行 っ た 。  

 今 回 の 研 究 集 会 に よ り 、 各 観 測 地 点 で 蓄 積 さ れ て き た 長 期 デ ー タ を

使 っ て HCl、 CCl 4、 C 2 H 6、 CH 4等 の 経 年 変 化 の 解 析 が 進 み つ つ あ り IRWGや

TCCONの ネ ッ ト ワ ー ク に も 貢 献 し て い る こ と が 再 確 認 さ れ 、ま た 今 後 は

日 本 発 の 解 析 と し て フ ロ ン 類 や 都 市 大 気 質 の 経 年 変 化 の 研 究 を 提 案 し 、

IRWG全 体 の デ ー タ を 使 用 し た 研 究 へ と 進 め て い く べ き で あ る と の 認 識

で 一 致 し た 。 研 究 集 会 後 、 そ れ ぞ れ の 発 表 資 料 は 国 立 環 境 研 究 所 の サ

ー バ ー に 集 め て 情 報 共 有 を 行 っ て い る 。 現 在 は こ の 成 果 を 元 に そ れ ぞ

れ 研 究 を 進 め つ つ あ り 、 次 年 度 以 降 も 研 究 の 進 展 状 況 や 具 体 的 な 手 法

に つ い て の 情 報 交 換 を 行 う た め の 研 究 集 会 を 是 非 行 い た い と 考 え て い

る 。  
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国立環境研究所
地球温暖化研究棟・会議室１

2017/11/14 final

11月14日
13:00-13:10 開会あいさつと趣旨説明 村田 功（世話人：東北大院環境）

セッションＩ NDACC関連
13:10-13:40 30 NDACCにおける赤外分光観測 長濱 智生（名大ISEE）
13:40-14:10 30 陸別・母子里における赤外分光観測 長濱 智生（名大ISEE）
14:10-14:40 30 陸別・母子里における初期観測 中島 英彰（NIES）
14:40-15:10 30 つくばにおける赤外分光観測 村田 功（東北大院環境）

セッションII TCCON関連
15:10-15:40 30 衛星及び地上FTIRによる温室効果ガスの観測 森野 勇（NIES）

15:40-16:30 休憩（および施設見学）

セッションＩＩI 研究成果
16:30-16:50 20 南極昭和基地における赤外分光観測 中島 英彰（NIES）
16:50-17:10 20 南極昭和基地（2014-2017）における赤外分光観測 武田 真憲（東北大院環境）
17:10-17:40 30 HClのトレンド関係 代 友輝（東北大院環境）
17:40-18:00 20 CFCs, HCFCs, HFCs 武田 真憲（東北大院環境）

18:00 １日目終了

19:00 懇親会

11月15日
セッションIV 研究成果
9:00-9:30 30 CCl4の長期変動観測 長濱 智生（名大ISEE）
9:30-10:00 30 CH4の長期変動観測 村田 功（東北大院環境）
10:00-10:10 30 つくばで観測されたCH4データの検証 代 友輝（東北大院環境）

10:10-10:40 30
2015年初冬の北海道陸別観測所におけるCOカラム平
均混合比（XCO）急増の原因解析

砂田 知基（名大ISEE）

10:40-11:00 休憩

11:00-12:00 30
2007/2011年南極昭和基地におけるFTIR観測による塩
素化合物の挙動

中島 英彰（NIES）

セッションV 今後の展開
12:00-12:40 20 C2H6等微量成分の長期トレンド 村田 功（東北大院環境）

12:40-13:30 休憩

13:30-14:00 20
分光観測データを用いたHCFC/HFCの挙動監視とイン
ベントリー推計

中島 英彰（NIES）

14:00-14:30 20 都市大気の大気質評価 長濱 智生（名大ISEE）

14:30-14:45 休憩

セッションＶ SFIT4関連
14:45-16:45 120 SFIT4の概要と使用にあたってのポイント 武田 真憲（東北大院環境）
16:45-17:15 50 個別問題に関するディスカッション 全員

17:15-17:20 閉会あいさつ 長濱 智生（共同世話人：名大ISEE）

17:20 ２日目終了

名古屋大学宇宙地球環境研究所（ISEE）研究集会
「地上赤外分光観測による大気組成変動検出に関する研究集会」
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第５回アジア海色ワークショップ「第 1４回日韓海色ワークショップ」の開催 
The 5th Asian (14th Korea-Japan) Workshop on Ocean Color 

 
エコ シスワント、国 立 研 究 開 発 法 人 海 洋 研 究 開 発 機 構  

地 球 環 境 観 測 研 究 開 発 センター 
 

1. Workshop Overview 
The Asian marine environments, which are surrounded by populous countries and highly sensitive to 

climate variabilities have been experiencing significant changes, and thereby the marine ecosystems are 
likely to be highly vulnerable to both climate changes and human activities. Marine environment and 
ecosystem monitoring is therefore one of urgent needs for evidence-based policy making; climate change 
adaptation and mitigation. The Earth observations by satellite remote sensing, especially remote sensing 
of ocean color, provide valuable method to cope with the problem of marine ecosystem changes over a 
large spatial coverage and within short and long time scales. 

A forum named Korea-Japan Workshop on Ocean Color (KJWOC) to promote ocean color remote 
sensing application in the Asian region had been initiated by Korean and Japanese scientists since 2003. 
Since then, the KJWOC has been an annual meeting for ocean color community in this region, and due to 
increasing participants from the Southeast Asian countries, the KJWOC has sometime been changed to the 
Asian Workshop on Ocean Color/KJWOC (AWOC/KJWOC).  

 
Photo session of participants taken during the 5th AWOC/14th KJWOC 2017 in Korea 

2. Participant Number 
The last workshop in 2017 was the 5th AWOC/14th KJWOC series and was hosted by Pusan National 

University, Korea. The workshop was held from 14 to 15 December 2017 in Sangnam International House. 
Attended by more than 40 participants (group photo above) from the countries of Korea, Japan, Thailand, 
Vietnam, Indonesia, and USA, the 5th AWOC/14th KJWOC 2017 delivered 34 presentations, 24 for oral and 
10 for poster presentations. Oral presentation was divided into 5 sessions i.e.; 1) ocean color monitoring for 
harmful environments; 2) ocean color research with GOCI and MODIS; 3) global ocean color monitoring 
studies; 4) ocean color application over regional scale; and 5) GOCI updates. Arranged by Pusan National 
University after the workshop, participants also visited the Haedong Yongkung-sa Temple.  

3. Workshop Topics and Outputs 
Within the five sessions as mentioned above, the 5th AWOC/14th KJWOC covered a wide spectrum 

of ocean color studies/applications. Among the presentation topics are; coastal water quality monitoring; 
fisheries resources and environmental changes; novel observations of marine environments; global and 
regional ocean color missions; ocean color algorithm development and cal/val; atmospheric correction for 
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ocean color observations; primary production changes in the marginal seas/coastal waters; impacts of 
terrigenous materials on the marine ecosystem through the atmosphere-ocean-land interactions, and 
teleconnection to global climate changes, etc. Besides as an effective international scientific annual forum 
wherein the communication, discussion, information/data exchange/sharing can be conducted, bilateral, 
multilateral research collaborations can also be promoted/strengthened.    
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極 域 電 離 圏 に お け る 電 離 大 気 流 出 現 象 の メ カ ニ ズ ム 解 明 に 向 け た 戦 略

的 観 測 計 画  

Strateg ic O bse rvat ion s for und erst and ing I on O utfl ow  

i n th e Ea rth 's Po lar Iono sph ere 

 

齋 藤  義 文  

宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構 ・ 宇 宙 科 学 研 究 所 ・ 太 陽 系 科 学 研 究 系  

 

 

本研究集会の目的は、平成29年12月にノルウェーのスピッツベルゲン諸島スバルバード

から打ち上げられる予定であったSS-520-3号機観測ロケット実験の飛翔後に、取得したデ

ータを持ち寄って、科学成果の最大化を目指して、観測ロケット、地上レーダー観測、地

上光学データの総合的な検討と議論を行うことであった。SS-520-3の打ち上げは 平成29年

12月6日から19日の間を目指していたが、噛み合わせ試験の最終段階で、タイマ試験（タイ

マシーケンス中の火工品発火や搭載機器類の動作確認）において、コマンド抜け、すなわ

ち搭載機器の高圧電源が入らないなどの不具合事象が確認された（火工品点火については

問題なし）。 FTAにより背後要因等技術的な調査を進めたところ、ロケットアビオニクス

の動作不安定が起因となって、イベントに係る一部のコマンドが送出されていないことが

分かった。当該実験は海外打上げであることから、機材輸送は打上げ時期の約2か月前（10

月中旬）が制約になっていた。しかし、出荷時期までに当該不具合事象の技術的な確認お

よび処置の完了がさせることが困難であると判断されたため、実験実施の延期を決定した。   

SS-520-3号機観測ロケット実験が延期となったことから、平成30年度以降の打ち上げに

向けて本研究集会では、もし平成29年度に予定通り観測ロケットを打ち上げていたらどの

ような成果が得られたであろうか？という問いをテーマにして、観測ロケットの打ち上げ

条件の確認、打ち上げの際に使用すべきリアルタイム観測データの確認などを、実際に打

ち上げ期間として予定していた期間の、地上レーダー観測データ、地上光学観測データ、

太陽風モニターデータ等を収集してデータの検討・議論を実施した。研究集会には23名の

出席者（内４名はZoomによる参加）があり、活発な議論が行われた。 

 その結果、以下のことが明らかとなった。 

 

１） ロケット打ち上げ可能日は、コロナホールの状況と太陽の自転周期を利用すること

で、約１ヶ月前の段階でほぼ推定できる。 

２） １ヶ月前の段階で、数日ウィンドウを伸ばした方がいいと判定できた場合には、ウ

ィンドウの延長を試みる（そのためには定量的な説明が必要）。 

３） SS-520-3 号機観測ロケットを現在予定している Elevation８０度で打ち上げる場合、

Kp 指数が 3 以上でないとロケット軌道の APEX 付近でターゲットを捉えることがで
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きない。 

４） 前ソーラーサイクルの Kp 値を見ても、Kp 3 以上となることがあることから、平成

30 年度に打ち上げることができるのならば、昼間のカスプ狙いで SS-520-3 号機観

測ロケットを打ち上げることができそうである。一方、前ソーラーサイクルの太陽

活動極小期は 2009 年度であり、この極小期の Kp は３未満であり、SS-520-3 号機観

測ロケットを現在予定している Elevation80 度で打ち上げることはできない。 

 

これら知見は、平成 30 年度以降の SS-520-3 号機観測ロケットの打ち上げを成功させるた

めに極めて有用な情報であり、今後打ち上げまでの間に更に検討を進めて SS-520-3 号機観

測ロケット実験を成功させるのに役立つものである。 

 

 本研究集会では、 上記の SS-520-3 号機観測ロケット実験に関する検討・議論に加えて、

地球極域電離圏特にカスプ周辺の領域における未解決の問題を、最新の人工衛星による観

測結果に詳しい研究者による講演と、議論によって再確認した他、SS-520-3 号機観測ロケ

ット実験の先にある、次期衛星計画( FACTORS 衛星計画)について、ワーキンググループ設

立申請に向けた準備状況の確認と、今後のスケジュールなどの議論も行った。これにより、

今後の衛星計画の具体化に向けて解決すべき課題を明らかにすることができた。 
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電磁圏物理学シンポジウム 
Symposium on Electromagnetospheric Physics 

 
河野英昭（九州大学国際宇宙天気 

科学・教育センター） 
塩川和夫（名古屋大学宇宙地球環境研究所） 

 
 

開催期間：平成 30 年 3 月 14 日～平成 30 年 3 月 15 日（2 日間） 

開催場所：九州大学医学部百年講堂（福岡市内） 

九州大学では、 MAGDAS/CPMN (MAGnetic Data Acquisition System/Circum-pan Pacific 

Magnetometer Network、地上磁力計ネットワークによるリアルタイム観測)、および FM-CW radar 

(地上レーダーによる電離層電場観測)、により、汎地球的規模で、地上から地球電磁圏を観測・

モニタリングしてきた。 

九州大学ではまた、グローバルシミュレーションによる電磁圏の研究も進めてきた。これも、

汎地球的規模の視点での研究である。 

汎地球的志向性を持った観測・シミュレーションを行っている日本国内の研究者は上記九大

以外にも多数存在する。表記の名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会の目的は、これらの研究

者が議論を交わす場を用意し、それによってこの観測・研究の方向性を促進・強化する事であり、

研究集会当日には この目的に沿い、広い範囲の発表・議論が観測とシミュレーションで分かれ

る事なく行われた。大学院生・大学学部生の参加・発表も行われた。 

本研究集会の発表内容例を挙げると以下の通り多岐にわたっている。 

 地上観測研究の具体例が複数紹介された（SuperDARN レーダーによる電離圏プラ

ズマ流速観測からの電磁圏電場や密度の推定、Sq,や ULF 波動の地上磁場観測、Pi2

脈動の地上磁力計と低高度衛星 SWARM による同時観測、PWING によるサブオー

ロラ帯地上ネットワーク観測、GPS 信号を地上で受信する事で得られる TEC デー

タを用いた電離圏内空間構造の観測、等）。 

 グローバルシミュレーションに関する発表も複数行われた（サブストーム、沿磁力

線電流、Sq、ULF 波動、等）。 

 地上観測とグローバルシミュレーションの比較に関する発表も複数行われた（Sq や

ULF 波動のシミュレーションと観測の比較、等）。 

 地上観測とあらせ衛星観測の連携観測についての発表も行われた。 

これらの発表は電磁圏物理学の今後の発展に寄与するものである。本「電磁圏物理学シンポ

ジウム」に参加し発表された方々に心より感謝したい。 
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S TE研 究 連 絡 会 現 象 報 告 会 お よ び 現 象 解 析 ワ ー ク シ ョ ッ プ  

STE e vent s re port and  ana lys is wo rks hop 

 

阿 部 修 司 、 九 州 大 学 ・ 国 際 宇 宙 天 気 科 学 ・ 教 育 セ ン タ ー  

 

 
●開催日時および開催場所 

・平成 29 年度・第 1 回 STE（太陽地球環境）現象報告会及び現象解析ワークショップ*1

（平成 29 年 9 月 26 日、京都大学理学研究科セミナーハウス） 

・平成 29 年度・第 2 回 STE（太陽地球環境）現象報告会*2（平成 30 年 3 月 13 日、九州

大学医学部百年講堂） 

*1 世界科学データシステム・アジア-オセアニア会議と連携開催 

*2 太陽地球系科学に於ける地上観測の現状と課題、電磁圏物理学シンポジウム、地域ネッ

トワークによる宇宙天気の観測・教育活動に関する研究集会と合同開催 

世話人： 

阿部 修司（九州大学 国際宇宙天気科学・教育センター）、西谷 望（名古屋大学 宇宙地

球環境研究所）、久保 勇樹（情報通信研究機構 宇宙環境研究室）、海老原 祐輔（京都大

学 生存圏研究所）、片岡 龍峰（国立極地研究所） 

 

●参加者数：延べ約 60 名 

 

●研究集会概要と成果 

第 1 回報告会は、世界科学データシステム・アジア-オセアニア会議と連続し、多くの外国

人研究者の参加の下で開催された。それに伴い、講演は全て英語とした。定例報告に加え、

本研究集会直前に発生した複数回の X クラスの太陽フレアと伴う現象について、多くの報

告・活発な議論がおこなわれた。第 2 回報告会は、例年と同様複数の研究集会と合同で開

催された。第 1 回で報告された太陽フレア以降、大規模イベントの発生はほぼなく、静か

な定例報告となったが、昨年打ち上げられた、あらせ衛星の高エネルギー電子観測状況の

ハイライト報告、海外の研究者や学生による話題提供、来年度の本報告会の進め方・共同

開催の可能性等について有意義な議論が行われた。 
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第 18回 EISCAT国 際 シ ン ポ ジ ウ ム  

The 1 8th E ISC AT I nte rna tio nal Symp osi um 

  

宮 岡 宏 、 国 立 極 地 研 究 所 ・ 国 際 北 極 環 境 研 究 セ ン タ ー  

 

 

開催日：2017 年 5 月 26 日～5 月 31 日  

開催場所：国立極地研究所 大会議室 

 

本シンポジウムは、欧州非干渉散乱（EISCAT）レーダー関係者（科学者や技術者）が一同に

会し、太陽地球系科学やレーダー工学、プラズマ科学等の最先端の研究成果を発表及び議論する

ことを目的として、主に EISCAT 科学協会加盟国が持ち回りで隔年開催している集会であり、日

本では 2001 年以来の開催であった。今回は特に、（１）第 15 回 MST レーダーワークショップ

（正式名称：Workshop on Technical and Scientific Aspects of MST Radar）と同時開催することで、

EISCATレーダーと共通点が多いレーダー観測技術や観測領域などの研究内容を幅広く議論する、

（２）開催日程を 2017JpGU-AGU Joint Meeting（5 月 20-25 日、幕張）の直後に設定し、関連研

究者の新規参加による新たな共同研究への発展やコミュニティの活性化に寄与する、ことなどを

意図してシンポジウムを企画した。 

今回のシンポジウムでは、MST レーダーワークショップと合わせて計 15 のセッション（その

内、6 つの合同セッション。詳細は http://eiscat.nipr.ac.jp/about/18th_eiscat_symposium.html に記載。）

を設け、146 件の口頭発表（その内、招待講演は 31 件）及び 87 件のポスター発表が行われた

（EISCAT シンポのみでは計 88 件の発表）。参加者は 19 ヵ国から計 182 名（国外 120 名、国内

62 名。学生は 28 名。EISCAT シンポのみでは計 69 名）であり、参加機関は計 84（国外 66、国

内 18）であった。本シンポジウムでは、極域電離圏・熱圏やオーロラ物理などの研究成果発表

に加え、2016 年 12 月打ち上げられた日本の科学衛星「あらせ（ERG）」と EISCAT レーダーと

の共同観測による初期結果報告や、EISCAT_3D レーダーの最新情報に基づく科学的・技術的な

議論・検討が新たに行われた。今後の方向性として、2017 年 6 月に計画実施が決定した EISCAT_3D

レーダーを含め、世界中の既存及び新規 MST/IS レーダー間の連携をさらに深め、汎地球的な国

際共同観測・共同研究を推進することが挙げられる。 

本シンポジウム及びワークショップで発表された論文は、Earth, Planets and Space（EPS）

の特集号として出版される予定である。本シンポジウムの開催にあたり、名古屋大学宇宙地球環

境研究所の国際研究集会及び、情報・システム研究機構本部の「国際ネットワーク形成・MoU 推

進プロジェクト」、地球電磁気・地球惑星圏学会の国際学術研究集会の助成をいただいた。その

内、名古屋大学宇宙地球環境研究所の国際研究集会助成により、5名の国外・国内研究者の旅費

支援を行うことができ、参加者の拡大に繋がったと考えている。厚く感謝申し上げる。 
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（写真１）集合写真           （写真２）会場内の様子 
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北 海 道 -陸 別 短 波 レ ー ダ ー 10周 年 記 念 研 究 集 会  

10th anni ver sar y s ymp osiu m fo r th e Ho kkai do H F ra dar 

 

寺 本 万 里 子 (名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 ) 

 

 

11月 8日（ 水 ）及 び 9日（ 木 ）に 、「 北 海 道 -陸 別 短 波 レ ー ダ ー 10周 年 記 念 研 究 集

会 」 を 、 ISEE研 究 集 会 「 陸 別 観 測 施 設 設 立 ２ ０ 周 年 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム  ― 宇 宙 か

ら 地 球 ま で ― 」 と 同 時 に 陸 別 町 役 場 に お い て 開 催 し た 。  

北 海 道 -陸 別 レ ー ダ ー は 、 陸 別 観 測 所 か ら 北 西 に 約 20k m離 れ た 陸 別 町 ポ ン ト マ

ム に 設 置 さ れ 、第 一 レ ー ダ ー が 2006年 11月 に 、第 二 レ ー ダ ー が 2014年 10月 に そ れ

ぞ れ 稼 働 を 開 始 し て い る 。両 短 波 レ ー ダ ー は 、世 界 約 10か 国 の 国 際 協 力 に 基 づ き

運 用 さ れ て い る Super Du al A uro ral R ada r Net wor k (Su per DAR N)の 全 約 35基 の

う ち の 2基 と し て 位 置 付 け ら れ る が 、 同 ネ ッ ト ワ ー ク の 中 で 、 現 時 点 に お い て 最

も 低 い 地 磁 気 緯 度 に 位 置 し て お り 、こ の 地 理 的 特 性 を 生 か し て 2018年 3月 時 点 で 3

6編 の 査 読 付 き 論 文 が 国 際 学 術 誌 に 出 版 さ れ て い る 。 ま た 、 短 波 レ ー ダ ー 観 測 で

扱 え る 研 究 対 象 は 、 太 陽 フ レ ア か ら 磁 気 圏 ・ 電 離 圏 ・ 熱 圏 ・ 上 部 中 間 圏 の 変 動 、

さ ら に は 巨 大 地 震 に 伴 う 電 離 圏 変 動 ま で 多 岐 に わ た っ て い る 。  

本 シ ン ポ ジ ウ ム に は 、短 波 レ ー ダ ー や 陸 別 観 測 施 設 に 関 連 し た 関 係 者 や 観 測 デ

ー タ を 利 用 す る 国 内 外 の 研 究 者 等 約 30名 が 出 席 し 、陸 別 観 測 所 20周 年 記 念 シ ン ポ

ジ ウ ム と レ ー ダ ー サ イ ト 10周 年 記 念 シ ン ポ と 併 せ て 、雪 氷 ・ 気 象 、電 磁 気 圏 、大

気 、 レ ー ダ ー 科 学 に 関 す る 招 待 講 演 6件 と 、 陸 別 観 測 と 関 連 し た 太 陽 地 球 系 科 学

に 関 す る 15件 の 研 究 発 表 が 行 わ れ た 。な お 、シ ン ポ ジ ウ ム の 最 終 プ ロ グ ラ ム を 下

に 示 す（ 資 料 １ ）。レ ー ダ ー サ イ ト 10周 年 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム は 陸 別 観 測 所 20周 年

記 念 シ ン ポ の 1セ ッ シ ョ ン と し て 実 施 さ れ 、 1件 の 招 待 講 演 及 び 4件 の 研 究 発 表 が

行 わ れ た 。  

シ ン ポ ジ ウ ム を 通 じ て 、レ ー ダ ー 観 測 を ベ ー ス と し た 太 陽 地 球 系 研 究 の 議 論 と

そ れ を 通 じ た 異 な る 分 野 の 研 究 者 間 の 交 流 を 促 進 す る こ と が で き た 。特 に 陸 別 観

測 所 20年 記 念 シ ン ポ に 参 加 す る 他 分 野 の 研 究 者 か ら も 様 々 な コ メ ン ト が 寄 せ ら

れ た 。  

シ ン ポ ジ ウ ム の 終 了 後 、 ポ ン ト マ ム の レ ー ダ ー サ イ ト へ の 見 学 会 が 開 催 さ れ 、

計 8名 の 参 加 者 が 現 地 を 訪 問 し 、レ ー ダ ー 装 置 や ア ン テ ナ ア レ イ を 見 学 し た (前 日

の 記 念 式 典 に 出 席 し た 松 下 名 古 屋 大 学 理 事 も 、宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 教 員 の 案 内 で

レ ー ダ ー サ イ ト を 見 学 し た )。  
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（ 資 料 １ ） シ ン ポ ジ ウ ム 最 終 プ ロ グ ラ ム  
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第 2回 太 陽 地 球 圏 環 境 予 測 の た め の モ デ ル 研 究 の 展 望  

Prospec ts o f m odel ing for S un- Eart h en viro nme nt pr edi cti ons :

 2 n d  m e eti ng 

  

塩 田 大 幸 、 情 報 通 信 研 究 機 構 ・ 電 磁 波 研 究 所 宇 宙 環 境 研 究 室  

 

 

 

 2018年2月26〜27日の日程で、名古屋大学環境総合館において研究集会「第 2回 太 陽

地 球 圏 環 境 予 測 の た め の モ デ ル 研 究 の 展 望 」 を開催しました。本研究集会は2
017年1月に開催された第1回に引き続き、太陽・太陽圏・地球電磁気圏・大気圏からなる連

続的で複雑なシステムである太陽地球圏を対象とするモデル研究の現状と課題及び予測へ

向けた展望を、分野を超えて幅広く議論することを目的として、新学術領域研究「太陽地

球環境変動予測（PSTEP）」との共同主催として開催いたしました。 

 今回は、前回は時間の制約上取り挙げなかった長期変動や放射線帯モデルの研究につい

て集中した議論を行われるとともに、全国ニュースで取り上げられました2017年9月初旬の

活動領域AR12673での太陽活動にともなう現象について様々な観点からの研究報告や議論

が行われました。またPSTEP内で編集を進めている宇宙天気ハザードマップについての紹

介と研究者への協力要請の講演や、PSTEPに深く関連するISEE国際ワークショップの開催

報告が行われました。 

 国内外から46名の研究者の参加があり、非常に実りのある議論が展開されました。今後

は、具体的なモデル間の連携について議論を進めていく第3回の開催を2018年度に企画して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ： 研 究 集 会 参 加 者 の 集 合 写 真  
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太陽物理に関するヘリシティ研究会
Helicity Thinkshop 3

横井 喜充，東京大学・生産技術研究所

（1）Helicity Thinkshop 3の概要
　ヘリシティ（helicity）は場のもつ螺旋性のことである．さまざまなヘリシティ（運動・磁気・電流・
クロスなど）は，エネルギーとならんで流体や電磁流体方程式の基本的物理量である．回転や磁場が存
在すると流体や電磁流体方程式の鏡映対称性が破れ，その非対称性はヘリシティによって表現される．
乱流のエネルギーがゆらぎの強度を表すのに対して，ヘリシティはゆらぎのトポロジカルナ性質を表
す．ヘリカルな乱流場ではダイナモ作用で大規模な磁場や渦構造が生成される．ヘリシティは太陽・地
球やさまざまな宇宙天体の力学および磁場現象と密接な関係にある．例えば太陽の磁場活動はフレアや
太陽風を通じて地球環境にも大きな影響を与える．したがって，ヘリシティと力学的および磁場的活動
との関係を広く深く理解することは，学術上のみならず実用上も大きな意義がある．
　Helicity Thinkshopは，ヘリシティに関する理論・シミュレーション・観測・実験の知見をさまざまな
分野の研究者によって共有し，研究を強力に推進することを目的に開催されてきた．その起源は
Chapman Conference on Magnetic Helicity in Space and Laboratory Plasma（1998年，米Boulder）に遡る．今
回，国際研究集会助成（名古屋大学宇宙地球環境研究所，生産技術研究奨励会，鹿島財団）を受けて，
2017年11月19-24日に東京大学生産技術研究所でHelicity Thinkshopが日本で初めて開催された．
　数学，物理，天文，宇宙物理，地球物理，工学など広い分野から理論・観測・実験・数値計算で世界
の第一線に立つ研究者が60名（外国より35名，日本より25名）集まった．海外からの参加者は，イギリ
ス，フランス，ドイツ，オーストリア，イタリア，ロシア，ギリシア，イスラエル，アメリカ合州国，中
国，韓国，インド，エジプトと多岐にわたった．
　11月19日のRegistration and Receptionに続き，[11/20] Helicity Fundamentals，[11/21] Helicity 
and Turbulence in Solar and Stellar Dynamos，[11/22] Helicity in the Solar Atmosphere，[11/23] 
Helicity in the Solar and Stellar Systems，[11/24] NAOJ Tourというセッションが行われた．ヘリシ
ティ研究のさまざまな側面（トポロジー，地球物理，天体磁場，太陽活動の予測）について最新の成果
を共有し議論が行われた．また，11/22と11/23にはDiscussionが行われ，最新の研究成果に関する議
論と併せて，将来の研究の方向について考えた．

（２）開催期間　　2017年11月19日～2017年11月24日（6日間）

（３）開催場所　　東京大学 生産技術研究所

（４）参加人数　　（発表者数）
外国人　35名　（29名）　　日本人　25名　（11名）　　合計　60名　（40名）

（５）参加した外国人の国別内訳
イギリス　6名　　フランス　5名　　ドイツ　3名　　オーストリア　2名
ロシア　6名　　ギリシア　1名　　イスラエル　2名　　アメリカ合州国　3名
中国　3名　　韓国　2名　インド　1名　　エジプト　1名
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（６）主催者又は実行組織
Scientific Organizing Committee (SOC) of Helicity Thinkshop 3
（Helicity Thinkshop 3 組織委員会）

（７）申請者の役割
Chair of the SOC
（組織委員長）

（８）成果・今後の展望
　この研究会には，数学者，天体物理学者，宇宙物理学者，太陽物理学者など多岐にわたる研究者が参
加し，多角的な視点からヘリシティが議論された．
　第1日目の「Helicity Fundamentals」のセッションでは，位相幾何学（トポロジー）の視点からゲー
ジ不変な積分量である「line helicity」や「quadratic helicity」という概念が提出され，太陽磁場観測
との比較でその有用性が議論された．第2日目の「Helicity and Turbulence in Solar and Stellar 
Dynamos」セッションでは，太陽と恒星ダイナモ中でのヘリシティと乱流についての議論が行われた．
第3日目の「Helicity in the Solar Atmosphere」のセッションでは，太陽表面および太陽大気中でのヘ
リシティに関する話題が提供され，ヘリシティと太陽フレア発生の関係から太陽フレアの予測にヘリシ
ティを用いる可能性が議論された．第4日目の「Helicity in the Solar and Stellar Systems」では太陽
系・惑星間空間でのヘリシティが議論され，乱流起電力の衛星観測に関する報告などもなされた．また
第５日目には国立天文台太陽観測所へのツアーを行った．

今後の課題
　巨大レイノルズ数の天体宇宙現象では，強い非線型性に伴う乱流・ゆらぎを扱うため，スケール依存
性を議論する必要がある．大域スケールの保存量であるヘリシティの研究と局所スケールのヘリシティ
密度を扱う研究とをつなぐ概念を構築する必要性が議論された．その他に，今後の研究課題として
 - ゲージ依存性：コンパクト族を形成するかどうかパラメータ空間を研究できるのか；
 - クロス・ヘリシティ：どれだけ重要で，さらにどれだけ考えたり理論に組み入れる必要があるのか；
 - モデリングと観測の収束：何を観測するか，どのヘリシティをどうやって正しく計測するか；
 - 太陽大気を通じてのヘリシティ流束：十分に検討されていない；
 - もっとも重要な研究課題は何か；
 - そもそもヘリシティはどれだけ重要なのか：不可欠なのか，単に有用なだけか．
といった諸点が挙げられた．
　研究会での発表内容は，研究会webサイト：
http://science-media.org/conferencePage.php?v=23
より，会議のプログラム，アブストラクト集，参加者リストの他，プレゼンテーション・ファイルがダ
ウンロード可能である．
　この研究会の成果は，会議参加者のMitchell BergerとAnthony Yeatsが編集者となり，Journal of 
Plasma Physics（Cambridge University Press）のSpecial Issue on Topological Methods in MHD, 
Fluids, and Plasmasとして出版される予定である．原稿締め切りは2019年7月を予定している．
　さらにこの研究会は，この現組織委員であるNobumitsu Yokoi（申請者）とAlexei Pevtsovらが中心
となって北欧理論物理学研究所（Nordic Institute for Theoretical Physics: NORDITA）での「Solar 
helicities in theory and observations: implications for space weather and dynamo theory」という
プログラムに受け継がれ，2019年3月4日-29日にSweden Stockholmで開催される予定である．
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極 域 ・ 中 緯 度 S u p e r D A R N研 究 集 会  

SuperDARN meeting 
 

代 表 者  西 谷  望 (名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 )  

 
平成 29 年度太陽地球環境研究所研究集会「SuperDARN 研究集会」は 2017 年 9 月 11-12 日、3 研究機関

(名古屋大学宇宙地球環境研究所・国立極地研究所・情報通信研究機構)共催の研究集会「極域・中緯度

SuperDARN 研究集会」として情報通信研究機構 小金井本部 本館 4 階 国際会議室において開催された。

この研究会は前身の中緯度短波レーダー研究会を含めて今回で 15 回目となり、2015 年度から中緯度に加え

て極域関連事象も対象とすることとして、国立極地研究所および情報通信研究機構との共催で極域・中緯度

SuperDARN 研究集会として開催している。今回は磁気圏・電離圏物理から熱圏・中間圏にいたるまで様々な

専門分野の計 43 名の研究者・技術者が参加した。今回は「MTI 研究集会」「IUGONET 研究集会」「宇宙空

間からの地球超高層大気観測に関する研究会」との共催という形式を取ったため、例年よりも多くの参加者が

あった。 

 世界 12 ヶ国の国際協力に基づく SuperDARN(Super Dual Auroral Radar Network)は、現在南北両

極域に併せて約 35 基の大型短波レーダーを運用しており、電離圏・磁気圏・熱圏物理を中心とした研究

成果を上げている。19 番目・34 番目のレーダーとして 2006 年 11 月および 2014 年 10 月に北海道-陸別

第一・第二 HF レーダー(SuperDARN Hokkaido East radar)が完成し、稼働を開始してから当研究会ま

でに約 10 年にわたるデータの蓄積が行われており、論文等の成果も上がりつつある(現在出版済み、印

刷中の論文数: 36 編)。 

今回の研究会においては日本を中心とした各 SuperDARN レーダー運用の昨年以来の経緯、現状が報

告された。また海外の SuperDARN レーダーの動向に関する報告も行われた。その後レーダーの観測デ

ータから得られた研究結果ならびに今後期待されるサイエンス等に関する報告ならびに議論が行われた。

具体的な研究成果の研究テーマとして、Sudden Impulse に伴う電離圏対流変動の特性、SuperDARN レ

ーダー他により観測した ULF 波動やオメガバンドオーロラ、サブオーロラ帯電高速プラズマフローと電

気伝導度の統計的関連性等が挙げられる。またレーダー観測の研究成果だけではなく、磁気圏 3 次元シ

ミュレーションを用いた研究成果に関する講演が 3 件、2016 年 12 月に打ち上げられた人工衛星「あら

せ」の観測結果に関連した講演が 3 件行われた。 

多彩な発表内容からわかるように、研究会が対象とするテーマが少しずつ広がりつつある。通常交流

があまり多くない電磁気圏分野の研究者と電離圏・熱圏分野の研究者が１つの研究会に参加し、現象の

正しい解釈について様々な意見を出し合うことができたことは非常に有意義であった。これに加えて大

型短波レーダー計画を進める上での課題、特に運用体制についても充実した議論を行った。二日目午前

の後半のセッションにおいては主に、2016/12/20 に打ち上げられた ERG/あらせ人工衛星と SuperDARN

及びその他の地上観測装置との協力について様々な議論を行った。さらには一日目午前においては SD-J 

discussion として、関係者を中心として SuperDARN 運営にかかる実質的な議論を行った。 

会議中には短波レーダーグループとしての将来計画、および今後の戦略の議論も行った。近年研究対

象が中緯度から高緯度を含めたグローバルな領域に広がりつつあることを踏まえ、今後も名古屋大学・

国立極地研究所・情報通信研究機構 3 研究機関の共催で極域・中緯度を総合的に議論する研究会として

開催していくことを決定した(その後の議論で、次年度は名古屋大学での開催が決定した)。 
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平成 29 年度極域・中緯度 SuperDARN 研究集会 

日時：20167 年 9 月 11 日（月）13:40 ～ 12 日(火）12:00 

場所：情報通信研究機構 小金井本部 本館 4 階 国際会議室 

http://www.nict.go.jp/about/hq.html 

 

プログラム 

10:30 - 12:20 SD-j-core SD-J discussion 

（主に SD-Japan core member による今後に向けた打合せ） 

 

【座長：堀 智昭（名古屋大学 ISEE）】 

13:40 - 13:55  北海道-陸別第一・第二レーダーの 2016-2017 年度報告 

 西谷 望（名古屋大学 ISEE） 

13:55 - 14:15  SuperDARN 昭和 SENSU レーダー現況と第 IX 期南極観測計画 

 行松 彰（国立極地研究所） 

14:15 - 14:30  King Salmon HF レーダー観測の現状 

 長妻 努（情報通信研究機構） 

14:30 - 14:50  Storm/Substorm 時の対流/過遮蔽電場による中低緯度電離圏擾乱 

 菊池 崇（名古屋大学 ISEE） 

 

【座長：長妻 努（情報通信研究機構）】 

15:10 - 15:30  昼側沿磁力線電流系再考 

 渡辺 正和（九州大学） 

15:30 - 15:50  北向き IMF 条件下での磁気圏電離圏対流駆動機構 

 藤田 茂（気象大学校） 

15:50 - 16:10  Development of convection to the substorm 

 田中 高史（九州大学） 

16:10 - 16:30  大型短波レーダーや地上磁場で観測される Sudden Commencement 

に伴う電離圏対流変動 

 飯田 剛平（名古屋大学 ISEE） 

 

9 月 12 日（火） 

 

【座長：西谷 望（名古屋大学 ISEE）】 

09:30 - 09:50  Statistical study of Ionospheric Conductivity (SZA)  

Dependence of the SAPS using the SuperDARN Hokkaido East HF Radar 

 張 玉テイ（名古屋大学 ISEE） 

09:50 - 10:10  オメガバンドオーロラのドリフト速度と SuperDARN で観測した電 

離圏流速との同時観測 

 佐藤 夏雄（国立極地研究所） 
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10:10 - 10:30  Evolution of ionospheric convection and ULFs during the  

27 March 2017 storm:ERG-SuperDARN campaign 

 堀 智昭（名古屋大学 ISEE） 

【座長：行松 彰（国立極地研究所）】 

10:50 - 11:10  ERG-SD によって観測された Pi2 地磁気脈動の初期解析の報告 

 寺本 万里子（名古屋大学 ISEE） 

11:10 - 11:30  2017 年 4 月 4 日の ERG-SuperDARN キャンペーン期間における大規模 

電離圏対流変動 

 西谷 望（名古屋大学 ISEE） 

11:30 - 11:50  SuperDARN Japan web サイトの紹介 

 門脇 優香（国立極地研究所） 

11:50 - 12:00  SuperDARN-ERG 共同観測の現状（コメント） 

 堀 智昭（名古屋大学 ISEE）14:30 closing 

 

 

今回(極域・中緯度 SuperDARN 研究集会)および過去の研究会(中緯度短波レーダー研究会)のスライド等は

SuperDARN 北海道-陸別 HF レーダーホームページ 

http://cicr.isee.nagoya-u.ac.jp/hokkaido/indexj.html 

で参照することができます。 
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宇 宙 空 間 か ら の 地 球 超 高 層 大 気 観 測 に 関 す る 研 究 会   

Work sho p o n t he s pac e-b orn e ob serv ati on  

o f th e Ea rth 's up per atmo sph ere   

 

齊 藤  昭 則 、 京 都 大 学 ・ 大 学 院 理 学 研 究 科  

 

 

 1. 目的 

 今後10年間の地球超高層大気領域の宇宙空間からの観測に関して、具体的な計画の作成

及びそのための体制作りを行うことを目的として本研究会を開催した。 

 電離圏・熱圏・中間圏などの地球超高層大気領域において、飛翔体による宇宙空間から

の観測は、地上観測と数値モデルとともに研究を構成する大きな柱の一つである。日本の

研究コミュニティにおいても、1978年打ち上げのIonosphere Sounding Satellite-b衛星な

ど多くの観測が行われており、近年でも観測ロケットによる観測や国際宇宙ステーション

からのISS-IMAPミッションなどの観測が行われている。そのISS-IMAPミッションの観測終

了を受けて、将来に向けて宇宙空間からの観測について計画をまとめる時期に差し掛かっ

ており、そのための議論が2015年度から行われている。また、より広く磁気圏分野も含め

たコミュニティにおいても将来の飛翔体からの観測についての議論が始まっており、JAXA

宇宙科学研究所の飛翔体計画のロードマップへ反映させるための準備も進められている。K

このロードマップは赤道MUレーダー、EISCAT、南極昭和基地観測など、大規模な地上観測

施設の将来計画とも密接に関わるものであり、GAIAモデルなどの大規模な数値モデルの開

発とも関わるものである。このような状況を受けて、今後10年間の地球超高層大気領域の

宇宙空間からの観測に関して、具体的な計画の作成及びそのための体制作りを行うことを

目的として本研究会を行なった。 

 

2. 概要 

 開催日時：平成29年9月13日 

 場所：情報通信研究機構 小金井本部 

 世話人：齊藤 昭則 (京都大)、大塚 雄一(名古屋大)  

 参加者数：59名 

 

3. プログラム  

11:0 0 - 1 1:1 5 人 工 衛 星 に よ る MTI領 域 の 観 測 計 画   

 齊 藤  昭 則 （ 京 都 大 学 ）  

11:15 - 1 1:3 0 磁 気 圏 ・ 電 離 圏 ・ 熱 圏 結 合 機 構 の 実 証 的 研 究 に  

向 け た 編 隊 飛 行 に よ る 探 査 衛 星 計 画   

 平 原  聖 文 （ 名 古 屋 大 学 ISEE） 、 齋 藤  義 文 、 小 嶋  浩 嗣  
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1 1:3 0 – 1 1:4 5 SMI LES -2衛 星 観 測 計 画  

 塩 谷  雅 人 （ 京 都 大 学 RISH）  

11:4 5 – 1 2:0 0 SMI LES -2観 測 装 置 の 検 討 状 況  

 落 合  啓 （ 情 報 通 信 研 究 機 構 ）  

 

13:0 0 - 1 5:0 0 議 論 ： SMILES -2衛 星 観 測 提 案 に 向 け て  

 

 

4. 成果 

 宇宙からの地球超高層大気の観測について具体的な議論を進めるために、宇宙科学研究

所での公募が予定されている小型衛星への提案を予定しているミッションを中心として発

表と議論を行った。衛星観測計画としてはサブミリ波・THzによる成層圏・中間圏・熱圏・

電離圏探査を行うSMILES-2衛星と、磁気圏・電離圏・熱圏結合機構の実証的研究に向けた

編隊飛行による探査衛星FACTORSとの2つの衛星計画に関してその計画の概要の発表を行っ

た。その後、2018年1月の提案に向けて準備を進めているSMILES-2衛星についての議論を行

った。SMILES-2衛星は2THzによる酸素原子のリム方向の観測によって、下部熱圏における

視線方向の速度、温度、密度の計測が可能であり、サブミリ波の観測によって中間圏のNOx,

 HOxなどの微量成分の分布の計測も行える。これらの観測を低緯度・中緯度・高緯度にお

いて行うことで高度80kmから150kmの遷移領域における下層大気からの影響と磁気圏から

の影響とを明らかにすることができる。このようなSMILES-2衛星の観測によって達成され

る科学目標についての議論が行われ、観測装置に求める感度などの性能や、衛星軌道など

によって決められる観測領域などの観測パラメータなどについての議論も行われ、今後の

衛星観測提案に向けて議論を深めていくことが確認された。 
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E RGミ ッ シ ョ ン に よ る 内 部 磁 気 圏 波 動 粒 子 相 互 作 用 の 観 測 戦 略 検 討 会  

Observa tio n pl anni ng o f wa ve- par tic le i nter act ion s i n t he i n

n er m agne tos phe re b y t he E RG m issi on 

 

加 藤 雄 人 、 東 北 大 学 ・ 理 学 研 究 科  

 

 

 
宇宙嵐時に生じる放射線帯外帯の消失と再形成過程には、内部磁気圏で発生するプラズ

マ波動との相互作用過程が重要な役割を果たすと考えられているが、地球電磁圏の様々な

物理プロセスが密接に関わっており、未解明の問題が多く残されている。2016年12月20日
に打ち上げられたERG衛星を中核とするERGミッションでは、放射線帯物理の解明を目的

として、内部磁気圏でのプラズマ総合観測と地上観測およびシミュレーションとを連携し

た統合研究が行われる。 

本研究集会では、放射線帯電子の消失・加速過程を解明するために、ERG衛星によるプ

ラズマ総合観測および波動粒子相互作用解析装置（S-WPIA）による相互作用観測結果をど

のように活用するべきかを、地球電磁圏の衛星観測・地上観測ならびにシミュレーション

研究を専門とする研究者を一同に集めて議論する。特に、S-WPIAによる観測をどの領域で、

どのタイミングで行うことが放射線帯物理の解明に有効かを検討する。 

研究集会は東北大学・北青葉山キャンパスの理学合同C棟を会場に、「あらせ衛星粒子観

測器データ解析ワークショップ」（代表 東京大学・笠原慧 准教授）との共催で、平成29
年9月14日（木）—15日（金）の日程で開催された。プログラムは以下のとおり。 

 

平成29年9月14日（木） 

11:00 ERG計画の概要  三好由純（名古屋大学） 

11:20 HEPの観測について  三谷烈史（JAXA/ISAS） 

11:50 XEPの観測について  東尾奈々（JAXA） 

13:30 LEPeの観測について  風間洋一（Academia Sinica） 

14:00 LEPiの観測について  浅村和史（JAXA/ISAS） 

14:30 MEPeの観測について  笠原慧（東京大学） 

15:00 MEPiの観測について  横田勝一郎（JAXA/ISAS） 

16:00 MGFの観測について  松岡彩子（JAXA/ISAS） 

16:30 WPIAの計測について  加藤雄人（東北大学） 

17:00 Discussion 

 

平成29年9月15日（金） 

09:30 観測報告・議論  寺岡毅（大阪府立大学） 

09:45 観測報告・議論  吹澤瑞貴（東北大学） 
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10:00 観測報告・議論  山本和弘（京都大学） 

10:35 観測報告・議論  高橋直子（東京大学） 

10:50 キャンペーン観測について  細川敬祐（電気通信大学） 

11:20 Discussion 

13:00-17:00 講習会 

研究集会には延べ92名の参加者があり、あらせ衛星搭載機器責任者による一連の講演を

通じて、あらせ衛星による観測と現状を参加者で共有した後、一般講演による内部磁気圏

研究の最新の研究成果をふまえて、波動粒子相互作用研究の今後の展開を議論した。研究

集会二日目の午後には、ERGサイエンスセンターの支援を受けてあらせ衛星データ解析講

習会を実施した。 

 

326



地域ネットワークによる宇宙天気の観測・教育活動に関する研究集会
Workshop on Regional Network for Space Weather Observation and Education

篠原　学、鹿児島工業高等専門学校・一般教育科

研究集会の概要 
　様々な地域の地方大学や高等専門学校に宇宙天気分野の研究者が所属するようになり、それぞれは少人数
であることが多いものの、拠点としての広がりや密度は次第に大きくなっている。この特徴を研究ネットワー
クとして発展させる機会を設けるため、本研究集会を開催した。 
　これらの学校では、高等専門学校のように学生の教育に重点を置きながら研究活動を行っている面が強く、
高校生から大学の学部生に相当する若い年代の学生に対して、基礎的な内容を含めた研究発表の機会を与え
ることで、より高いレベルの観測活動・研究へ向かう意欲を高めることができると考えている。 
　本研究集会は「電磁圏物理学シンポジウム」と合同で開催した。これにより、より多くの研究者へ観測・
教育活動をアピールすることができたと考えている。 

参加者数 
　のべ　92 名   (電磁圏物理学シンポジウムと合計の人数) 

研究発表とその概要 
篠原　学 
「”宇宙天気ニュース”による宇宙天気情報の発信」 
　宇宙天気ニュースは、2017年7月に、累計2,000万アクセス、記事5,000号を記録した。太陽活動の低下に
伴って減少しているが、2017年の累計は163万件、1日あたり3,000～4,000件程度を推移している。2017年
9月に発生したX9の大規模フレアでは、1日に52,000件と、過去2番目に多いアクセス数を記録した。数日間
のアクセス数の推移を分析すると、Twitterや速報メールによる情報拡散の効果や、新聞などのニュースサイ
トによる影響などを細かく調査することができた。宇宙天気情報を有効に発信するための手がかりとなる。 

久田直也 西谷望 堀智昭 
「北海道-陸別HFレーダーで観測されるMSTIDの伝搬方向の自動導出」 
　これまで、MSTIDの解析の多くは目視で行われてきたが、三次元FFTの手法を用いた自動解析を試みた。
HFレーダーのドップラー速度のデータをピクセルデータに変換し解析を行う。南西方向・南東方向への伝播
の様子を、季節毎に昼夜それぞれの解析を行った。夜間は全て南西方向に20～100m/sの速度を持ち、昼間
は一意に定まらない事が分かった。三次元FFTの手法が応用可能であることが確かめられた。 

梅村宜生、田中良昌、阿部修司、新堀淳樹、能勢正仁、上野悟（京大）、IUGONETプロジェクトチーム 
「国内外における超高層データの利用状況と今後の展望」 
　IUGONET第二期へ向けて、積極的に外部へ提供することと利用者目線を重視している。各データのQLは
合計1,200万枚に達しており、この後、3,000万枚程度になる見込み。大量のデータの中から、相関の高い
データを紹介する機能を作成する。解析ルーチンでは、様々なデータを統一的に扱えるよう、共通のひな形
を整える。また、高専など学校の授業で取り扱いやすいよう、取得できるデータの形式に工夫を加えたい。 

菊池崇、海老原祐輔、橋本久美子、亘慎一 
「地磁気誘導電流の地域依存性」 
　磁気圏からの電磁波により地面に誘導電流(GIC)が発生し、2地点間に電位差が生じ、送電線に電流が流れ
る。中・低緯度域でも十分強い電流が流れる(数十～百A)ことが分かってきた。北海道のGICの観測によると、
Pi 2、サブストームでは、Byとの相関が良い。一方、SqはBxと相関が良く、周期の依存性が見られる。こ
れは、地下の導体の分布に関係し、深さ方向の構造との関係で周期依存性が現れると考えられる。GICの発
生は、海岸線と送電線の方向や地下電気伝導度分布の違いなど、地域依存性が大きい。今後、中国・九州な
どでの観測が必要である。
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橋本久美子、北村健太郎、海老原祐輔、菊池崇 
「中国電力におけるGIC測定」 
　山口県周南市にある東山口変電所の協力を得て、2018年3月に測定器を設置し、地磁気誘導電流(GIC)の
観測を開始する。中国地方の送電ネットワークは、東西に伸びる海岸線に沿った配置になっていて、GICと
地磁気の関係について、地域依存性を含めた観測・研究に適している。東山口変電所とは、徳山高専を通じ
て観測協力を依頼することが可能となった。地域的な人脈も重要な要素である。今後、測定機器の追加が見
込めるので、2か所めの観測点を探す計画である。 

福森美月、池田昭大、野澤宏大、篠原学 
「鹿児島県の地上磁場変動」 
　鹿児島県の桜島は、噴火回数の多い活発な火山である。他の火山において、火山活動に伴う地上磁場変動
の影響が報告されているので、桜島について同様の解析を行った。磁場の一日の変動幅を、X成分、Z成分に
ついて求め、Z/Hの比の長期変化を2003～2017年について調べた。桜島の活動が少なかった2003～2008年
は、0.8程度だったが、噴火回数が増加した2009～2016年は、1に近い値に変化していた。 

野澤宏大、池田昭大、篠原学 
「太陽紫外線の地上観測」 
　鹿児島において、太陽紫外線UV-A、Bの観測を継続しており、火山活動によるSO2の影響を、UV-Bの吸収
量の変化として観測を試みている。2018年3月から、霧島連山新燃岳の噴火活動が活発になり、4,500mの
噴煙を上げる日も発生している。この中で、3月3日、6日にUV-Bの吸収量が大きくなっていた。この日は、
風向きが新燃岳から観測地点の方向に向いていたため、火山ガスが流れてきた影響と考えられる。また、13
日にも吸収が強まったが、この日の風向きより桜島の噴火の影響の可能性がある。 

北村健太郎、高専スペース連携 
「高専連携による電離層電流観測CubeSatの開発計画」 
　各地の高専に所属する宇宙理学・工学の教員が、30名ほど連携して研究活動を進めている。H26年度より
宇宙人材育成事業を継続しており、その中で、CubeSat開発とそれを通じた学生の教育を行っている。
CubeSat製作では、技術教育だけでなく、サイエンスミッションの実施も目標としており、徳山高専と高知
高専において、電離層電流の観測と木星電波の観測を行う2機のCubeSatを製作している。ISSからの投下に
よる低軌道衛星を計画しており、3か月程度の運用寿命を見込んでいる。 

田中良昌、梅村宜生、阿部修司、新堀淳樹、能勢正仁、上野悟 
「IUGONETによる異分野データ融合に向けた試み」 
　超高層大気研究の特徴は、宇宙から地表に及ぶグローバルな観測、扱う物理量が多種である、様々な周期
の変動を含み長期変化も重要であることなどがある。これにより、IUGONETは多種多様な物理量データを
取り扱うという特徴を持っている。第二期の活動では、オープンデータ、オープンサイエンスへの貢献、国
際展開や人材育成などに力を入れている。アウトリーチ活動として、講習会を国内・国外で行っており、ア
ジア、アフリカで積極的な活動を進めている。 

成果と今後について 
　橋本氏による中国電力でのGIC観測は、徳山高専北村氏との人的ネットワークにより実現が可能となった
研究である。継続的に本研究集会を行ってきたことによる成果のひとつと言うことができ、観測開始後の成
果が期待される。 
　今年は、鹿児島高専の2年生(高校2年生相当)の福森氏による研究発表が行われた。初めての研究発表であ
り、内容はデータ解析の初期段階であるが、今後も本研究集会の参加を目標に、更に高いレベルの解析を目
指して欲しいと考えている。各地の高専学生へ、研究発表の呼びかけを続けていきたいと考えている。 
　高専グループによるCubeSatの開発は、実機の製作へ向けて動き出しており、サイエンスミッションとし
ての内容の具体性から、今後、他の観測ネットワークとの連携の議論が始まると考えられる。本研究集会を
通じて、幅広く検討が行われることが期待できる。
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陸 別 観 測 施 設 設 立 ２ ０ 周 年 記 念 シ ン ポ ジ ウ ム 「 宇 宙 か ら 地 球 ま で 」  

The 2 0th a nni vers ary symp osi um of Rik ubet su O bser vat ory  

" Fro m Spa ce t o th e Ea rth" 

 

長 濵 智 生 、 名 古 屋 大 学 ・ 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所  

 

 

11月 8日 （ 水 ） 及 び 9日 （ 木 ） に 、「 陸 別 観 測 施 設 設 立 ２ ０ 周 年 記 念 シ ン ポ ジ ウ

ム  ― 宇 宙 か ら 地 球 ま で ― 」を 、ISEE研 究 集 会「 北 海 道 -陸 別 短 波 レ ー ダ ー 10周 年

記 念 研 究 集 会 」と 同 時 に 、北 海 道 陸 別 町 及 び 国 立 研 究 開 発 法 人 国 立 環 境 研 究 所 と

共 同 で 開 催 し た 。  

陸 別 観 測 施 設 は 、1997年 10月 に 本 研 究 所 の 前 身 で あ る 太 陽 地 球 環 境 研 究 所 と 国

立 環 境 研 究 所 が 陸 別 町 立 り く べ つ 宇 宙 地 球 科 学 館 の 2階 部 分 に 陸 別 観 測 室 及 び 陸

別 成 層 圏 観 測 室 と し て そ れ ぞ れ 開 設 し た も の で 、以 降 20年 に わ た り 赤 い オ ー ロ ラ

（ 低 緯 度 オ ー ロ ラ ）や 温 室 効 果 ガ ス 、オ ゾ ン 層 破 壊 気 体 等 の 観 測 を 行 っ て き ま し

た 。 ま た 、 2006年 に は Supe r D A R N北 海 道 陸 別 短 波 レ ー ダ ー を ポ ン ト マ ム 地 区 に 新

た に 設 置 し 、 そ の 後 設 置 さ れ た 2号 機 と 併 せ て 10年 以 上 継 続 し て 電 離 圏 観 測 を 進

め る な ど 、多 く の 最 新 鋭 の 観 測 装 置 が 設 置 さ れ 、国 内 有 数 の 太 陽 地 球 系 環 境 の 観

測 拠 点 と な っ て い る 。  

さ ら に 、陸 別 町 と 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 を 含 ん だ 観 測 施 設 に 関 連 す る 国 内 の ５ 研

究 機 関 に よ る 社 会 連 携 協 議 会 に よ っ て 、最 先 端 で 研 究 す る 科 学 者 に よ る 一 般 向 け

講 演 会 や 小 中 学 校 で の 出 前 授 業 を 継 続 し て 行 う な ど 、町 と 連 携 し た 地 域 貢 献 活 動

も 積 極 的 に 行 わ れ て き た 。  

こ れ ら の 活 動 を 記 念 し て 、本 シ ン ポ ジ ウ ム 開 催 に 先 立 ち 、北 海 道 陸 別 町 タ ウ ン

ホ ー ル で 陸 別 観 測 施 設 設 立 20周 年 記 念 セ レ モ ニ ー を 行 っ た 。設 立 20周 年 記 念 セ レ

モ ニ ー に は 、観 測 施 設 に 関 連 し た 約 30名 の 関 係 者 ・ 研 究 者 が 出 席 し 、野 尻 秀 隆 陸

別 町 長 か ら 歓 迎 の 挨 拶 と 設 立 20周 年 へ の 祝 辞 を う け た 。ま た 、松 下 裕 秀 名 古 屋 大

学 理 事 が あ い さ つ を 行 い 、 大 学 の ３ つ の 大 き な 役 割 （ 研 究 の 推 進 、 学 生 の 教 育 、

地 域 社 会 へ の 貢 献 ）の す べ て に 関 連 し た 取 り 組 み を 陸 別 で 実 現 で き て い る こ と へ

の 感 謝 と 今 後 変 わ ら ず の 協 力 を お 願 い し た 。ま た 、上 出 洋 介 り く べ つ 宇 宙 地 球 科

学 館 長 、 草 野 完 也 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 長 も そ れ ぞ れ あ い さ つ を 行 っ た 。  

本 シ ン ポ ジ ウ ム に は 、陸 別 観 測 施 設 に 関 連 し た 関 係 者 や 観 測 デ ー タ を 利 用 す る

国 内 外 の 研 究 者 等 約 30名 が 出 席 し 、雪 氷 ・ 気 象 、 電 磁 気 圏 、 大 気 、 レ ー ダ ー 科 学

に 関 す る 招 待 講 演 6件 と 、 陸 別 観 測 と 関 連 し た 太 陽 地 球 系 科 学 に 関 す る 15件 の 研

究 発 表 が 行 わ れ た 。な お 、シ ン ポ ジ ウ ム の 最 終 プ ロ グ ラ ム を 下 に 示 す（ 資 料 １ ）。  

雪 氷・気 象 セ ッ シ ョ ン で は 招 待 講 演 を 中 心 に 、陸 別 の 気 象 環 境 を 利 用 し た こ れ

ま で の 実 験 ・ 研 究 が 紹 介 さ れ た 。 レ ー ダ ー セ ッ シ ョ ン で は 、 Sup e r D A R Nレ ー ダ ー

に よ る 研 究 成 果 を 中 心 に 発 表 が あ っ た 。大 気 セ ッ シ ョ ン で は 、地 球 温 暖 化 に 関 連

す る 温 室 効 果 気 体 の 地 球 規 模 で の 観 測 と 陸 別 の 果 た す 役 割 に つ い て 発 表 が な さ

れ 、ま た 陸 別 で 長 期 間 行 わ れ て い る 成 層 圏 オ ゾ ン の 変 動 観 測 の 結 果 に つ い て 発 表

が な さ れ た 。電 磁 気 圏 セ ッ シ ョ ン で は 陸 別 で の オ ー ロ ラ・大 気 光 の 撮 像 観 測 や 地

磁 気 観 測 デ ー タ を 利 用 し た 研 究 発 表 が な さ れ た 。  

シ ン ポ ジ ウ ム を 通 じ て 、陸 別 で の 観 測 を ベ ー ス と し た 太 陽 地 球 系 研 究 の 議 論 と

そ れ を 通 じ た 異 な る 分 野 の 研 究 者 間 の 交 流 を 促 進 す る こ と が で き た 。  
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（ 資 料 １ ） シ ン ポ ジ ウ ム 最 終 プ ロ グ ラ ム  
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� DKIST (Daniel K. Inouye Solar Telescope)9JptPzNational Solar Observator
y (NSO)"fxizmMiÂTÈĲ�8¥Ì4m¹ŕéŇŎP�E�2019ÅThI{Yas
iaeĽ��2019-2020ÅTCritical Science Plan (CSP)4Ē*E�êĮúe¼á*E�D
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(2�EJptPNSO9�CSP Development Workshope2017-2018TŐ�(�DKIST
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� ëx{otr^i9CSP Workshop8W41P�a�ÿT¹ŕ·ó�P8Đótreo
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ďĔS5TÐą*E%4eċ×(2�E�CCT�JAXATÙí�8�¡±¾±ĨäSolar-
C_EUVSTP¼āCcEŉēÁzrwc8Ŝ���ĳßĤ�e�DKISTTBEŜį�ÇS
�ĂzÊÁĐ³Įú4Ĝ=ªGIE%4P��Ă-ÊÁ-ŉēÁ-rwc8ő8leun{ļ
ĿzÛńiw[YeãC!T*E%4eċ×(2�E�ëx{otr^iTB02�DKIS
T8ĮútY_oT1�2ăįeù?E44@T���Ç8Ŝ�đºĵśT1�2Jpt
PzNSO8ďĔģ4ĸĶeħ���«Įúe�Î¼á(2�$K?8²Ď4*EĀ�P�
E�

� x{otr^ie�~8B�TŐ�(K�

êőz³ÔŤ2018Å2è26â(è)�28â(ô) ť� ¬¦¿·º� °ĆzÄĆk{u 

£��ÜŤŢŠ¬ (�/øµñŒ!C8£�98¬, 2P­) 

HP: https://eclipse2017.nso.edu/science/dkist/dkist-critical-science-plan/workshop-1-2/ 

[Óì] 

� x{otr^iP9�JptPzNSO8ďĔģ!CDKIST8Īġ4Critical Science Pl
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MkJInstrument Performance Calculator(IPC)e�02�Įú*Eõŏ8ŊÖAÏīS
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à($21�8SUC"ÙíCcK�øµPŐ�CcK�8CSPx{otr^i4òĻ(2@�
Ü¶$8Ji`J"ÙíCcKx{otr^i4S0K�øµ8£�ģ!C@ĦÕ(ºĄ�
lYbo)"öĈTJi`Je�(ĸĶT�G0K8"B!0K4��rpyae@C0K� 

� ÙíCcKSUC9DKIST8­ŖĊSrnqd_h{8Ĵ@"œĭ(Aa4a*E%4"
P#EB��JIRAsiaTĉōCc2�E�2018Å3èā¯�SUC9��P160�T8;
02 a��Î­�µ8ďĔģ4Aa4a(S"C�«ďĔpu{ieĜĠ(2çěĊS

ĮúÙíTĈÀCI2�$İćP�E�<K�W8P�ASolar-C_EUVST48�«Įú8
ŋīÑe�Science Working Group (SWG)A­Ŗ�ĸė8³PĈ�(2�$%4P�âë
8¹ŕďĔģ"DKIST8Įú`{]e��Eñ�eç·ŔT(2�$Ïī"�E� 
 

[x{otr^iiwpsoz�Č] 
Mon Feb 26 
10:30 Greetings from the organizers (Katsukawa et al.)  
10:45 Lessons learned from the HSV workshop (McKenzie)  
11:15 Introduction of CSP (Rast)  
11:30 Introduction of DKIST instruments (Schad)  
 
12:30 Lunch  
 
13:30 Chromospheric line diagnostics capability I (Quintero Noda)  
13:55  Chromospheric line diagnostics capability II and coronal diagnostic (Schad)  
14:20 Further diagnostics accessible with DKIST (Reardon)  
14:45 Introduction/demonstration to IPC, using existing SUC (Reardon+Schad)  
 
15:30 Break 
 
15:45 1-slide 2-minute presentation of possible science use cases 

(all; Katsukawa moderates) 
16:30 Organize in two splinter sessions. Start working (together) on one use case.  

Details on JIRA etc to be given within the splinters 
18:00 Adjourn 
 
19:00 Workshop dinner 
 
 
Tue Feb 27 
 9:00 Synergy with HINODE (SOT-SP: Shimizu, EIS: Imada)  
10:00 Synergy with ALMA (Okamoto)  
10:30  break  
11:00 Insight on chromospheric dynamics from current ground-based observations 
(Vissers) 
11:30 Insight on chromosphere dynamics from numerical simulations 
 - Expected signatures of spicule formation and evolution (Iijima) 

- Expected signatures of prominence condensation and eruption (Kaneko) 
 12:00 Lunch 
13:00  Work on SUCs development using IPCs within splinters 
 
15:30 Break 
 
16:00 Continue SUC development using IPCs  
17:00 Reconvene in plenary session to address general issues/questions etc. 
18:00 Adjourn 
 
 
Wed Feb 28 
9:00 Complete SUC development using IPCs within splinters.  
 
12:00 Lunch 
 
13:00 Presentation of newly made SUCs / Summary discussion  
 
15:30 Break 
 
16:00 Introduction of EUVST capability (Imada)  
16:30 Adjourn &  
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中 緯 度 S u p e r D A R Nレ ビ ュ ー の た め の フ ォ ロ ー ア ッ プ ワ ー ク シ ョ ッ プ  
Review of mid-latitude SuperDARN follow-up workshop 

 

代 表 者  堀  智 昭 (名 古 屋 大 学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 )  

 
平成 29 年度太陽地球環境研究所研究集会「中緯度 SuperDARN レビューのためのフォローアップワークシ

ョップ」は 2018 年 1 月 9-12 日、名古屋大学研究所共同館 II 4F409 室にて開催された。同ワークショップは、

2017年1月10-14日に同室にて開催された ISEE/CICR国際ワークショップ"Review of the accomplishments 

of the mid-latitude SuperDARN network”のフォローアップの役割を果たすものであり、中緯度 SuperDARN

に関するレビュー論文を完成させることを主たる目的としている。 

世界 12 ヶ国の国際協力に基づく SuperDARN(Super Dual Auroral Radar Network)は、現在南北両極

域に併せて約 35 基の大型短波レーダーを運用しており、電離圏・磁気圏・熱圏物理を中心とした研究成

果を上げている。その中で 2005 年頃より稼働を開始した中緯度 SuperDARN ネットワークは多岐にわ

たる分野で目覚ましい成果を上げており、関連論文も含めて 100 編以上の論文を出版している。 

集会には、前回の国際ワークショップで設定した 5 つのカテゴリー (Convection, Irregularities, 

Propagation, Ion-neutral Coupling, MHD waves)のリーダーの内 4 人(Mike Ruohoniemi, Jo Baker, Sasha 

Koustov, Mark Lester)が来日して参加し(残り 1 人のリーダーである Simon Shepherd および若手代表の

Evan Thomas は Zoom 会議により一部参加)、日本側参加者である西谷、堀とともに、前回からのレビュー論

文の執筆の進展、細かい内容・形式に関する議論・確認、等を行った。また上記以外の時間は実際の執筆作業

に費やされた。 

 会議終了時には、実際の文章の大部分が書かれ、あとは残りの文章の完成及び細部のフォーマットの

統一、修正を残すだけになった(目次を添付)。集会の最後においては、進行状況の確認、今後の進め方に

ついて議論・確認が行われた。関係者への内容確認も含めて数回論文原稿を回覧し、最終的には 2018 年

5 月末までに投稿するというスケジュールが設定された。 

なお、集会の合間の 1 時間を活用し、SuperDARN 総責任者である Mark Lester 氏による ISEE/CICR 

colloquium が ISEE のスタッフ、学生を対象として開催され、約 20 名の参加者があった。同氏が所属

するイギリス・レスター大学の研究グループによる最近の研究活動の紹介が行われ、学生も含めて非常

に有意義な交流が行われた。
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別紙 1 

Review of the accomplishments of mid-latitude SuperDARN 

Contents (tentative, showing only sections – subsections omitted) 

Abstract 

1. Introduction 

2. Convection 

3. Ionospheric Irregularities 

4. HF Propagation Analysis 

5. Ion-Neutral Interactions 

6. Magnetohydrodynamic Waves 

7. Future directions 
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太 陽 研 連 シ ン ポ ジ ウ ム  
Japan Solar Physics Community (JSPC) Symposium 

 

横 山 央 明 、 東 京 大 学 ・ 大 学 院 理 学 系 研 究 科 地 球 惑 星 科 学 専 攻  

 

 

 
【集会の概要】 

太陽研連シンポジウムは、太陽研究者連絡会（太陽研連）が組織する、太陽物理学に重

心をおいた研究集会である。太陽研連（Japan Solar Physics Community；JSPC）は、

全国の大学および研究機関で太陽物理学やそれに関連した学問を研究している研究者や大

学院生が参加した研究コミュニティ団体であり、現在の会員数は約200名である。 

太陽研連シンポジウムは、主に日本国内で推進されている太陽およびその関連研究につ

いて、最近の科学成果をレビューすることで、太陽研究動向を広くかつより深く理解をし、

また太陽研究の将来について参加者同士で討議して研究方向性についての共通意見形成を

図ることを主たる目的としている。これは、限られた発表時間のなかで成果発表講演を行

う通常の学会とは主たる目的が異なっており、レビューに基づく科学討議や研究方向性の

合意形成に重心を置いている。加えて、太陽研究と、太陽系科学（地球惑星磁気圏でのプ

ラズマ物理や惑星科学）、宇宙天気・宇宙気候といった地球環境への太陽影響研究、天文

学（恒星物理、ブラックホールなど磁気流体物理）や実験室プラズマ（磁気リコネクショ

ン）など、共通の物理を扱う周辺の研究領域との研究交流がますます重要となっているこ

とから、そのような研究領域との研究交流を促進させ、学際的な研究アイデアを膨らます

機会としても本シンポジウムは位置付けられている。 

現在、日本の太陽物理学分野では、次期太陽観測ミッションEUVSTを中心とした将来計

画の明確化が課題となっている。そのため、今年度の太陽研連シンポジウムでは、 日本の

スペースおよび地上観測からの太陽研究の方向性・将来像をコミュニティ・ワイドに検討

することとした。また、「ひので」を中心とした近年の太陽観測衛星や地上観測で得られ

た観測的成果および数値シミュレーションで得られた理論的成果など、太陽物理学の進展

を共有した。加えて、太陽物理周辺諸分野の研究進展をレビューすることで太陽物理学と

の関連、位置付けおよび将来展望を議論する。特に、「あらせ」など太陽系科学分野の動

向や太陽型星スーパーフレアについて議論するセッションを設けた。主要なセッションは

下記の通りであった。 

  ●観測所・プロジェクト報告 

  ●小型EUVSTミッションと太陽研究の将来展望 

  ●太陽物理学の直近成果および周辺分野との連携 

本研究集会は主要な大学・研究機関の持ち回りで開催しており、今回は京都大学大学院

理学研究科で開催された。 
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【参加者数】 

本研究集会には、主に国内からから80名を超える参加者があった。シニア層から、大学

院生・学部生まで幅広い参加があり、日本での太陽物理学分野の中心的なシンポジウムで

あることを裏付けている。 

 

【集会の成果】 

本研究集会は主要な大学・研究機関の持ち回りで開催しており、今回は京都大学大学院

理学研究科で開催された。今年度のシンポジウムでは特に、「あらせ」など太陽系科学分

野の動向や太陽型星スーパーフレアについて議論するセッションを設けた。 

  ●観測所・プロジェクト報告 
各観測所・プロジェクトから、現状の報告や直近の成果などが報告された。 

  ●小型EUVSTミッションと太陽研究の将来展望 
 EUVSTミッションで想定される観測ターゲットとして、太陽大気中の波動現象、スピキ

ュール、彩層ジェット現象、太陽風加速、磁気リコネクション、粒子加速機構、フレアト

リガー機構、コロナ磁場推定などについて、科学的課題の研究の進展やEUVSTでの展望が

報告された。また、EUVST打ち上げ頃に想定される、PhoENiXなど他の飛翔体計画との連

携、ALMAや地上大型光学望遠鏡との連携、国内の地上望遠鏡の将来展望、太陽系科学と

の連携などについて報告・議論がなされた。 

  ●太陽物理学の直近成果および周辺分野との連携 
スーパーフレアや星震学、恒星分光解析、ジオスペース「あらせ」による成果報告、太

陽観測衛星・飛翔体「ひので」「IRIS」「CLASP」による研究成果や、Parker Solar Pr
obeなどの将来の衛星ミッションでの観測提案、ALMAや東北大の電波望遠鏡AMATERAS
による研究成果、理論・シミュレーション研究の進展、人工知能AIを活用した太陽フレア

予測研究の進展など、幅広い分野についての報告があった。 

本シンポジウムでは上記のように、日本の太陽物理学分野における進展や将来展望が報

告され、加えて議論の時間を十分に確保したことから、活発な意見交換がなされた。研究

者コミュニティとしては、今後引き続き、EUVSTが打ち上がる頃の太陽物理学研究の展望

や、地上望遠鏡との連携、さらにより長期の戦略について、加えて分野を超え周辺分野(恒
星物理、太陽圏・惑星科学、プラズマ物理など)との一層の連携について、継続して議論す

る必要性の認識を共有した。 

写真：シンポジウムの様子 
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ア ジ ア 太 平 洋 太 陽 物 理 学 会 合 2017 

A sia -Pa cif ic S olar Phy sics Mee ting 201 7 

 

柴 田  一 成 、 京 都 大 学 ・ 大 学 院 理 学 研 究 科 附 属 天 文 台  

 

 

 
【集会の概要】 

 アジア太平洋地域における太陽物理学研究は、日本の太陽観測衛星「ひので」（2006年
～）、インドの太陽X線観測衛星「SOXS」（2003年～）、中国の新太陽電波へリオグラフ

（2015年～）や口径1m真空太陽望遠鏡（フーシャン湖NVST、2011年～）、米国の口径1.
6m太陽望遠鏡（ビッグベアNST、2011年～）など、人工衛星・地上観測の装置の観点だけ

でも、著しい発展を遂げています。また、アジア太平洋地域の急速な太陽物理学分野の発

展に伴い、中国-インド、日本-韓国といった2国間連携を中心とする国際共同研究の推進も

活発に行われています。特に日本では、天文学分野において、学会の国際化の議論、学会

誌の統合、東アジア各国の天文学会と合同開催などの議論が10年以上にわたり続けられて

おり、この流れをリードする形で、申請代表者（柴田）を中心に、2013年春の天文学会年

会の企画セッションの枠を用いて太陽物理学・宇宙天気に関する日韓天文学会合同のセッ

ションを開催しました。 

本研究集会「アジア太平洋太陽物理会合（Asia-Pacific Solar Physics Meeting: APSP
M）」は、この地域の太陽物理学分野の研究交流を一層加速し、最新の研究成果を共有した

り、共同研究を推進したりすることを企図し、2011年から2年に1度開催されています。今

回、通算第4回目となるAPSPMは、初めて日本で開催されました。また今回の研究集会で

は特に、アジア太平洋地域における、太陽物理学分野周辺の研究領域（太陽系科学、宇宙

天気・宇宙気候、恒星物理学）との研究交流をも促進されるよう、招待講演者選定やプロ

グラム作成に配慮をしました。 

 本研究集会では、4つのセッション「装置開発の進展と将来計画」「太陽外層大気の電磁

流体プロセス」「太陽フレア・噴出現象と宇宙天気予報」「太陽内部構造と太陽・恒星活

動サイクル」を設け、それぞれに基調講演・招待講演を、また一般講演の枠を設けました。 

加えて本研究集会は、この地域の途上国支援・若手支援の側面も持ち合わせています。

本研究集会は、名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会経費の他、新学術「太陽地球圏環

境予測（PSTEP）」、国立天文台、京都大学教育研究振興財団からの支援を受けて開催さ

れましたが、これらの財政的な援助により、アジア太平洋地域を中心に多くの国からの参

加を受け入れることができました。 

 

【参加者数】 

今回の会議では、15ヶ国（日本・中国・インド・韓国・台湾・オーストラリア・米国・

インドネシア・チェコ・マレーシア・サウジアラビア・ロシア・ノルウェー・ニュージー

ランド・英国）から150名（内、海外からは90名）に上る参加がありました。本研究集会の

基幹国（日本・中国・インド・韓国・台湾・オーストラリア・米国）以外の、発展途上国

を含む多くの国から参加者がありました。 
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会議の集合写真（京都大学国際科学イノベーション棟シンポジウムホールにて） 

 

【集会の成果】 

4つのセッションでは、総数50件の口頭講演がありました。また、ポスター講演は90件あ

りました。本研究集会は、若手研究者を対象とした表彰の制度も充実しています。今回は、

これまでの研究業績に対するYoung Career AwardがP. F. Chen氏（中国）に贈呈されま

した。その記念講演では、参加者が熱心に聞き入り、質疑応答でも時間を忘れて議論が展

開されていました。また、本研究集会中の講演に対するBest Presentation Awardが設け

られていたため、口頭講演の研究内容もさることながらプレゼン技術も大変高く、ポスタ

ー発表の時間も、各所で活発に議論する姿が各所で見られました。本賞は、今回はG. Haz
ra氏（インド）、鳥海 森氏（日本・国立天文台）、Q. Hao氏（中国）に贈られました。 

本研究集会では、太陽物理学分野周辺の研究領域との研究交流を促進するため、特に、

セッション「太陽フレア・噴出現象と宇宙天気予報」を設け、太陽噴出現象・宇宙天気予

報を主要議題の一つとしました。加えて、セッション「太陽内部構造と太陽・恒星活動サ

イクル」では、太陽活動の長期予報（太陽磁場生成機構）についても、議論しました。 

今回の研究集会を通して、今後、アジア太平洋地域に展開されているさまざまな観測施

設のデータ解析が促進され、またそれらを通じた学生・若手研究者・発展途上国の研究者

等を支援することが可能になると期待されます。さらに、今後アジア太平洋地域の大型将

来計画として、すでに建設・開発が始まっている米国・ハワイのDKISTやインドのAditya
衛星をはじめ、インド2m望遠鏡、中国8m望遠鏡、日本小型EUVST衛星等がありますが、

これらはいずれも国際協力を必要とする大きなプロジェクトであり、本研究集会によって

計画の内容を共有することができました。これにより、アジア太平洋地域における人材交

流を促進しより強固な協力関係を築くことができると期待されます。 
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宇 宙 素 粒 子 若 手 の 会  応 用 部 門  

 

池 田 大 輔 、 東 京 大 学 宇 宙 線 研 究 所  

 

本研究集会は、2016年３月に発足した宇宙素粒子若手の会が運営を担い、10月17日に東京

大学柏キャンパス宇宙線研究所にて開催された。研究会の応用部門として、検出器の基礎物

理以外の分野への応用を中心に議論を行った。今回は環境測定と物理を題材とし、基礎物理

とその応用に対して理解を繋げることを目的とした。 

なお本研究集会は、10月15日と16日に宇宙線研究所、宇宙線研究者会議の支援により行わ

れた宇宙素粒子若手の会秋の研究会と連続して開催し、参加者の募集等を一体化して行っ

た。これはできる限り多くの参加者に旅費を支給するためである。 

参加者は21名、うち発表者7名であった。15・16日の研究会と合わせ、参加者全員がどちら

かで口頭発表することとした。 

発表題目は 

 - テレスコープアレイ実験地表検出器を用いた空気シャワー

フロント構造の研究 : 高木 芳紀 （大阪市大） 

・地下の環境中性子測定：水越 彗太 （大阪大） 

・TA実験における魚眼CCDを用いた夜間天候モニタリングシ

ステムの開発：中村 凌 （信州大） 

・Radon monitoring in the Kamioka Mine：Guillaume P
ronost （東大 ICRR） 

・方向に感度を持った暗黒物質探索実験NEWAGE：池田 智
法 （神戸大） 

・GRAINE2018年気球実験準備状況：中村 悠哉 （名古屋大） 

・Measurement of Γ(K+->eν)/Γ(K+->μν) using stopped K+ in J-PARC E36 Experim
ent：伊藤 博士 （神戸大） 

であった。内容については<http://www.icrr.u-tokyo.ac.jp/YMAP/event/event_sub/conf20
17/index.html>で公開している。 

自分の専門と異なるテーマに触れる事、そして参加者同士の交流を重視し、パラレルセッシ

ョンを置かず全ての発表を聴けるようにした。 

各発表では、応答関数などの特性、データ解析法、較正法、様々な検出器を用いた環境測定

法、または関連した観測機器の設計・開発などについての議論が行われた。これにより、宇

宙線観測にあたって直面する問題や注意すべき点への参加者の理解が深まった。参加者が

観測機器開発やデータを利用する際の助けになると期待できる。活発な議論や質問を通じ

て参加者同士の交流も深まった。参加者へのアンケートでは約８割が「来年度も参加したい」

と回答しており（残りは「どちらともいえない」）、今後も継続して開催していきたいと考

えている。 

図 1：参加者の内訳 
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太 陽 観 測 デ ー タ に お け る 特 徴 検 出 ワ ー ク シ ョ ッ プ 2017 

F eat ure R eco gni tio n in  Sol ar O bser vat ion W ork sho p 2 017 

 

飯 田  佑 輔 、 関 西 学 院 大 学 ・ 理 工 学 部  

 

 

【概要】 

 太陽観測は、太陽全球からより微細な構造を目指して進んできた。しかし、このような

微細構造と太陽全球の活動性との関係は、人の目や手を基本とした解析で迫ることは難し

い状況である。そこで、膨大な観測データから必要な情報を取り出す手法として、コンピ

ュータによる画像認識手法を習得する、ワークショップ型の研究会を開催した。 本年度は、

太陽の彩層・コロナなどの外層大気観測データで見られる、磁気ループ構造の検出手法を

Aschwanden博士が作成したOCCULT-2コードを元にして学んだ。 

 本ワークショップは、平成３０年３月２６日—２９日の３日間において、国立天文台三鷹

キャンパスで行われた。学部生から准教授までの１６名が参加した。初日は、OCCULT-2コ

ードの基本原理の説明、また主催者が準備した解析用データ（Hinode/SOT, XRT, EIS, 

SDO/AIA, IRIS, Hida/DST）の説明を行い、各自でOCCULT-2コードの実行を行なった。２、

３日目は各々が興味ある解析データの解析を行った。２・３日目の午後に、各自の進捗状

況やさしあたっている問題共有を行う、報告会を行った。 

【成果】 
 

X 線におけるシグモイド構造検出 

 太陽フレアの発生前に、磁気ループの S字または逆 S字構

造（シグモイド構造）が見られることが報告されている。

Hinode に搭載された X線望遠鏡のデータに OCCULT-2 を適用

することで、シグモイド構造の検出に挑戦した。 

 シグモイド検出に当たって問題となったのは、OCCULT-2

ではループ構造追跡の際に、曲率が大きく変化しないという

過程を用いていることである。通常のコロナ磁気ループ構造

は、ポテンシャル磁場構造に近いため、曲率が大きく変化す

ることはない。しかし、磁気エネルギーが蓄積されていると

考えられるシグモイド構造では、曲率の正負が変化する。そ

こで、OCCULT-2 コードのループ追跡部分を書き換えることで、

シグモイド形状まで適用できるように拡張を行った。

Hinode/XRT の観測データに適用した結果を図 1に示す。図 1

より、S字構造を捉えている（青線）。一方で、太さのあるル

ープ構造は、検出されていないこともわかる。 

  

図 1. Hinode/XRT に適用し

た結果。背景が観測されたX
線イメージ、実線が改良し

た OCCULT-2 で検出され

たループ構造。
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Hα線におけるファイブリル構造検出 

 太陽黒点周囲の彩層では、ファイブリルと呼

ばれる筋状の吸収構造が見られる。京都大学飛

騨天文台 DST 望遠鏡による、高空間分解能の H

α線画像に OCCULT-2 を適用することで、ファイ

ブリルの自動検出に挑戦した。 

 図 2 に、OCCULT-2 コードへの入力パラメータ

変化をさせ、さらにループ検出前の masking 手

法を変更して得られた結果を示す。背景は観測

された Hα線画像を示し、このデータでは中心部

に黒点が見える。黒点を中心として、その周囲

に渦巻き状に存在している黒い筋状構造がファ

イブリルである。この検出パラメータでは、比

較的よく筋嬢構造の向きを捉えている。一方で、

太い筋ではいくつかのループに分かれて検出さ

れる等の問題点も見られる。 

 

ALMA における筋状構造検出 

 近年から観測を始めた ALMA 望遠鏡（Atacama Large 

Millimeter / submillimeter Array）は、これまでに

ない高空間分解能の彩層観測データを提供している。

そのような高空間分解能データにおける筋状構造の検

出に挑戦した。 

 本課題で問題となったのは、ALMA データで見られる

干渉縞構造である。ALMA の干渉計データから画像復元

を行う際に、高空間分解で復元を行うとどうしても干

渉縞が生じてしまう。OCCULT-2 コードでは、そのよう

な微細な干渉縞を検出してしまうことが分かった。

そこで、敢えて低空間分解能で画像復元を行うこ

とで、ある程度干渉縞の検出を抑制できることが

わかった。 

 

図 2. Hida/DST の Hαデータに適用し

た結果。背景が観測された Hα線にお

けるイメージ、実線が OCCULT-2 で検

出されたループ構造。 

図 3. ALMAによる彩層観測データに適

用した結果。背景が観測された彩層イ

メージ、実線が OCCULT-2 で検出され

たループ構造。放射状の筋構造に加え

て、横方向の干渉縞も検出されている。 
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台 風 セ ミ ナ ー 2017  
T yph oon  se min ar 201 7  

 

  大 野 知 紀 （ 海 洋 研 究 開 発 機 構 ）  
 

 

 台 風 セ ミ ナ ー 2017 が ， 2018 年 3 月 23－ 24 日 に 名 古 屋 大 学 (研 究 所

共 同 館 I 3 階 大 講 義 室 /研 究 所 館 II 3 階 RB2-3 ホ ー ル )で 開 催 さ れ た ．

こ の セ ミ ナ ー は ，台 風 研 究 に お い て「 こ れ ま で に 何 が 理 解 さ れ ，い ま 何

が 理 解 さ れ て い な い の か ， も し く は 理 解 す る こ と が 求 め ら れ て い る の

か ？ そ れ ら の 理 解 の た め に は ど う す れ ば よ い の か ？ 」 を 徹 底 的 に 議 論

す る 試 み と し て 2011 年 に は じ ま り ，第 7 回 目 と な る 今 回 は ，名 古 屋 大

学 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所 と 日 本 気 象 学 会 台 風 研 究 連 絡 会 の 共 催 と し て 行

わ れ た ．  

本 研 究 集 会 で の 主 要 な イ ベ ン ト と し て ，2 日 間 の 日 程 に お い て ，台 風

内 部 コ ア 領 域 に 関 す る 精 力 的 な 観 測 ・ モ デ ル 研 究 に よ り 大 き な 実 績 を

上 げ て き た The Uni ted Stat es N aval Res earc h La bora tory の Dr. 

D ani el  P. St ernを 講 演 者 と し て 招 き ， 台 風 の 内 部 コ ア お よ び 境 界 層 に

つ い て ， 詳 細 で あ り な が ら も 包 括 的 に ま と め ら れ た 内 容 を 6 時 間 あ ま

り に わ た っ て 講 演 頂 い た ． ま た ， 新 し い 参 加 者 の 中 に は セ ミ ナ ー の 内

容 が 難 し く 感 じ ら れ た 方 も い る ， と い っ た 先 の 開 催 に お け る 意 見 を 基

に ， 台 風 研 究 の 入 門 的 な 講 義 の 時 間 を 設 け る こ と を 試 み た ． 今 回 は 名

古 屋 大 学 の 辻 野 智 紀 博 士 に 台 風 物 理 学 の 入 門 的 な 内 容 を 講 義 頂 い た ．

そ の 他 に ， 国 内 の 研 究 者 に よ る 7 件 の 口 頭 発 表 が 行 わ れ た ． 参 加 者 は

講 演 者 の ほ か ，国 内 外 の 研 究 者 や 学 生 ，気 象 庁 職 員 ，民 間 企 業 の 関 係 者

な ど 10 の 機 関 よ り 28 名 で あ っ た ．  

Daniel St er n氏 は ， 台 風 の 内 部 コ ア 領 域 の 航 空 機 観 測 の 歴 史 を 繙 く

こ と を 出 発 点 と し ， 台 風 の 内 部 コ ア に 関 す る 研 究 コ ミ ュ ニ テ ィ ー に お

け る コ ン セ ン サ ス の 一 部 は ， 非 常 に 数 の 少 な い 研 究 事 例 に 基 づ い て な

さ れ て き た こ と を 解 説 し た ． ま た ， 対 流 圏 中 層 に 形 成 さ れ る 暖 気 核 構

造 の 詳 細 な 形 成 メ カ ニ ズ ム の 解 析 結 果 示 し ， 軸 対 称 的 な 二 次 循 環 が 成

因 で あ る と い っ た ，一 般 的 に 理 解 さ れ て い る 描 像 が 必 ず し も 成 立 せ ず ，

構 造 変 化 へ の 理 解 向 上 の 余 地 が あ る こ と を 解 説 し た ． ま た ， 今 回 の 新

た な 試 み で あ っ た 入 門 講 義 で は ， 辻 野 智 紀 氏 は 台 風 の 構 造 ・ 発 達 の 理

論 に つ い て ， 最 低 限 必 要 な 基 礎 知 識 か ら 丁 寧 に 解 説 し た ． 大 学 院 生 を

は じ め と し た 若 手 の 参 加 者 も 積 極 的 に 議 論 に 参 加 し た 他 ， 参 加 者 の 理

解 や そ の 体 系 に 個 性 が 見 ら れ ， 幅 広 い 参 加 者 の 間 で 盛 ん な 議 論 が 行 わ

れ た ． 国 内 の 研 究 者 に よ る 口 頭 発 表 で は ， 名 古 屋 大 学 を 中 心 と し て 実

施 さ れ て い る 台 風 の 航 空 機 観 測 ， お よ び 得 ら れ た デ ー タ を 用 い た 研 究

の 他 ，台 風 の 温 暖 化 応 答 や 気 象 庁 強 度 予 報 モ デ ル SHIPSの 現 業 利 用 に 向

け た 取 り 組 み な ど 幅 広 い テ ー マ が 扱 わ れ た ．  

今 回 の セ ミ ナ ー で は ，質 疑 応 答 に 十 分 な 時 間 を か け ら れ る よ う ，ま た

参 加 者 全 員 が 研 究 背 景 を 理 解 し た 上 で 講 演 者 の 発 表 内 容 に つ い て 議 論

で き る よ う に 工 夫 し た ． ま た ， 質 疑 に 時 間 に 十 分 な 余 裕 を 持 た せ る こ

と で ， 様 々 な 背 景 を も つ 研 究 者 に よ る 活 発 な 議 論 が 起 こ っ て お り ， 各

342



テ ー マ に 対 す る 講 演 者 と 参 加 者 の 理 解 は 確 実 に 深 ま っ て い た ． ま た ，

Daniel St ern氏 の の グ ル ー プ と 今 後 の 共 同 研 究 を 進 め て い く た め に 必

要 な 結 び つ き も 得 る こ と が で き た ．

写真 台風セミナー2017 参加者の集合写真
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磁 気 圏 ダ イ ナ ミ ク ス 研 究 会  

Worksho p o n m agne tos phe ric dyn amic s 

 

家 田 章 正 、 名 古 屋 大 学 ・ 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所  

 

 

本 研 究 集 会 は 、 磁 気 圏 ダ イ ナ ミ ク ス を 理 解 す る こ と を 目 的 と し 、 201 8

年 3月 19日 (月 )-20日 (火 )に 、 名 古 屋 大 学 内 に て 開 催 さ れ 、 講 演 28件 、

出 席 者 77名 で あ っ た 。 本 研 究 会 で は 、 下 記 プ ロ グ ラ ム の 様 に 、 地 球 磁

気 圏 研 究 者 だ け で は な く 、 太 陽 研 究 者 、 惑 星 研 究 者 が 参 加 し た 。 例 え

ば 、 典 型 的 な ア ル フ ベ ン 速 度 は 、 磁 気 圏 サ ブ ス ト ー ム と 太 陽 フ レ ア で

類 似 し て い る が 、 非 磁 化 惑 星 に お い て は 大 き く 異 な る こ と な ど 、 磁 気

圏 ダ イ ナ ミ ク ス を 広 い 視 野 か ら 理 解 す る 試 み が 行 わ れ た 。  

 

---- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- - 

研 究 集 会 名 ： 磁 気 圏 ダ イ ナ ミ ク ス 研 究 会  

日 時 ： 2018年 3月 19日 (月 ） -20日 (火 ）  

場 所 ： 名 古 屋 大 学  野 依 記 念 学 術 交 流 館 （ 名 古 屋 市 千 種 区 不 老 町 ）  

研 究 集 会 世 話 人 ：  

家 田 章 正 、 三 好 由 純 、 増 田 智 （ 名 大 ISEE)、 門 倉 昭 （ 極 地 研 ） 、田 口 聡

（ 京 大 ） 、 齋 藤 義 文 （ 宇 宙 研 ） 、 寺 田 直 樹 （ 東 北 大 ）  

 

一 日 目 （ 3/19（ 月 ） ）  

1300: 受 付 開 始  

1325: 開 会  

 

1330 -15 00: 座 長 ： 増 田 智  

1330-13 45: 今 田 晋 亮（ 名 大 ）：フ レ ア と サ ブ ス ト ー ム に お け る 共 通 性  

1345-14 00: 塩 川 和 夫 （ 名 大 ） ： サ ブ ス ト ー ム 発 生 機 構 に 関 す る 議 論  

1400-14 15: 草 野 完 也 （ 名 大 ） ： 太 陽 フ レ ア の 開 始 過 程  

1415-1 43 0:  原 田 裕 己 （ ア イ オ ワ 大 ） ： MAVENと Mars Ex pr e ssに よ る 火

星 磁 気 圏 ダ イ ナ ミ ク ス 観 測  

1430-14 45: 清 水 徹 （ 愛 媛 大 ） ： FKRテ ア リ ン グ 不 安 定 性 理 論 の 検 証  

1445-15 00: 家 田 章 正 （ 名 大 ） ： 尾 部 リ コ ネ ク シ ョ ン 領 域 の 移 動  

1500-15 30: 休 憩  

 

1530 -17 30: 座 長 ： 寺 田 直 樹  

1530-15 45: 高 田 拓（ 高 知 高 専 ）：惑 星 間 空 間 磁 場 に 応 答 す る 水 星 磁 気

圏 の 調 査  

154 5- 1 6 0 0 :  二 穴 喜 文 （ Swedi s h  I n s t i t u t e  o f  S p a c e  P h y s i c s） ： So

lar W ind I nte ract ion and I mpa ct o n th e Ve nus Atmo sph ere 

1 600 -16 15: 今 井 雅 文 （ ア イ オ ワ 大 ） 、 他 ： Jupiter’ s Auro ral R ad i

o Sou rces as View ed f rom J uno 

1 615 -16 30: 寺 田 直 樹 、寺 田 綱 一 朗（ 東 北 大 ）：強 磁 場 惑 星 の 電 離 圏 電

気 伝 導 度 に つ い て  

1630-16 45: 小 原 隆 博 （ 東 北 大 ）： Transpo lar A rc 出 現 時 に 発 生 す る

オ ー ロ ラ オ ー バ ル の 部 分 的 増 光 に つ い て  

1645-17 00: 門 倉 昭 （ 極 地 研 ） ： SCに 伴 う オ ー ロ ラ 活 動 と 磁 気 圏 変 動  
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二 日 目 (3/20(火 ） ） ：  

0900-10 15: 座 長 ： 三 好 由 純  

0900-09 15: 高 橋 直 子（ 東 大 ）、他 ：磁 気 嵐 ・サ ブ ス ト ー ム 活 動 度 と の

Pc5脈 動 の 関 係 性 に つ い て の 研 究  

0915-09 30: Hwa ng J ung a（ KASI)、他 : Role s of hot  ele ctr ons i n  

g ene rat ing upp er-h ybr id wa ves in t he e arth’ s radi ati on be lt 

0 9 3 0 - 0 9 4 5 :  北 村 成 寿 （ 宇 宙 研 ） 、 他 ： MMS衛 星 観 測 デ ー タ を 用 い た 外

部 磁 気 圏 に お け る イ オ ン と EMIC波 動 間 の エ ネ ル ギ ー 輸 送 の 直 接 計 測  

0945-10 00: Heq iuce n XU（ 名 大 )：Statisti cal a nal ysi s o f s ever e  

m a g n e t i c  f l u c t u a t i o n s  i n  t h e  n e a r - E a r t h  p l a s m a  s h e e t  o b s e r v e

d by THEM IS- E 

1 0 0 0 - 1 0 1 5 :  藤 田 茂 （ 気 象 大 ） 、 他 ： Vari at i o n s  o f  t h e  d a y s i d e  m a

g net osh eat h an d th e cu sp a nd t heir rel atio ns t o th e su bsto rm 

1 015 -10 30: 休 憩  

 

1030 -11 45: 座 長 ： 梅 田 隆 行  

1030-10 45: 近 藤 光 志（ 愛 媛 大 ）：地 球 磁 気 圏 昼 側 境 界 に お け る 非 対 称

磁 気 リ コ ネ ク シ ョ ン ： 数 値 計 算 と 観 測 の 比 較  

1045- 1 1 0 0 :  田 口 聡 （ 京 大 ） 、 他 ： 北 向 き IMF時 の カ ス プ 電 子 オ ー ロ ラ

の 太 陽 風 速 度 依 存 性  

1100-1115: 銭 谷 誠 司（ 京 大 ）、他 : Ki netic modeling of magnetic 

r eco nne cti on: Reco nne cti ng t he dots 

1 115 -11 30: 上 野 玄 太 （ 統 数 研 ） ： 分 布 関 数 か ら デ ー タ 同 化 へ  

1130-11 45: 片 岡 龍 峰（ 極 地 研 ）、サ ブ ス ト ー ム オ ン セ ッ ト の 衛 星 地 上

同 時 観 測 デ ー タ 紹 介  

1145-13 00: 休 憩 ：  

 

1300 -14 30: 座 長 ： 今 田 晋 亮  

1300-13 15: 関 華 奈 子（ 東 大 ）、他：あ ら せ 衛 星 観 測 に 基 づ く 内 部 磁 気

圏 分 子 イ オ ン の 特 性 の 研 究  

1315- 1 3 3 0 :  西 塚 直 人 （ NICT )： 太 陽 フ レ ア の 磁 気 リ コ ネ ク シ ョ ン 観 測

と サ ブ ス ト ー ム と の 比 較  

1330- 1 34 5:  宮 下 幸 長 （ KASI)、 他 ： A case s tud y  of  n ea r - Ea r th m a

g net ota il c ond itio ns a t su bst orm a nd p seud osu bst orm ons ets 

1 345 -14 00: 三 好 由 純 （ 名 大 ） ： あ ら せ  

1400-14 30: 議 論 ： 磁 気 圏 衛 星 観 測 の 現 状 と 将 来  

 

1430 : 閉 会  

------- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- --- - 
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第 19回  惑 星 圏 研 究 会  
The 19th Symposium on Planetary Science 

 

三 澤 浩 昭 ， 東 北 大 学 ･大 学 院 理 学 研 究 科  
 

 

概要：  

本研究会は、惑星・衛星の表層～大気圏～電磁圏・プラズマ圏の諸現象について、その特徴や物理過程、観

測・計測・解析手法、また、将来計画等々について、最新の研究紹介と議論を行う場として2000年に開始され、

今回で19回目の開催となった（初回名称「電波と光による木星磁気圏・大気圏」、現行名称は2006年以降）。

この研究領域では現在、日本の研究者が深く関わっている金星、火星、木星の各探査ミッションが継続中であ

るとともに、地上や地球軌道上からの惑星遠隔観測も実施されており、数多くの興味深い成果が報告されてい

る。また、2018年秋の打上げが間近の日欧水星探査ミッションについては科学検討が本格化している。一方、

2020年代の打上げを目指した火星や木星及びそれらの衛星をターゲットとした探査ミッションの科学検討や

搭載機器開発も精力的に進められている。これらは「水惑星・氷衛星」という新しい視点でのサイエンスを含

んでおり、惑星・衛星の表層下迄も含めた領域と、その外層領域とを結んだ研究、更には、比較惑星学的な広

い視点での系外天体研究等に対しての研究展開・将来検討が更に重要になってきている。今回の研究会は、こ

れらの背景を鑑み、惑星・衛星の外層～表層～下層を結んだ研究、比較惑星学的な視点での研究に特にスポッ

トを当て、これまでの本研究会で主テーマであったSTP領域研究に加え、惑星科学領域研究を積極的に取り上

げ、先ずはこれら広い領域の研究者同士の相互理解とのためのキックオフ・ミーティング的な意味合いを持つ、

従来の本研究会より拡大した内容・構成とした。このため、STP領域、惑星科学領域の多くの機関の研究者か

らなるSOCを立ち上げ、両領域の第一線で活躍される多くの研究者による基調講演・招待講演を軸にしたプロ

グラムの下で開催した。 

尚、本研究会は、名古屋大学宇宙地球環境研究所研究集会の他、東北大学大学院理学研究科地球物理学専攻

太陽惑星空間系領域、新学術領域研究「水惑星学の創成」、地球電磁気・地球惑星圏学会 小型天体環境分科

会、神戸大学大学院理学研究科・惑星科学研究センター、東北大学宇宙航空研究連携推進委員会との共同開催

で実施した。 

 

参加者数：100 名 

 

内容： 

平成30年2月27日～3月1日に実施した本研究会のタイム・スケジュールを以下に記す。今回の研究会では口

頭講演48件（基調講演10件、招待講演25件、一般講演13件）、ポスター講演39件の計87件の研究紹介と議論が

行われた。本研究会の内容・プログラム等は以下のURLの研究会HPで公開されている。 

http://pparc.gp.tohoku.ac.jp/workshop.html 

 

平成30年2月27日 

13:00-13:05 開会の辞 

13:05-14:45 若手セッション 

      招待講演6件（博士課程学生、修士課程2年生 計6名による研究紹介と議論） 

15:00-17:50 惑星気象学セッション 

      基調講演1 比較惑星気象学の現状と将来展望, 高木征弘(京産大) 

     基調講演2 地球のエネルギー収支と気候, 早坂忠裕(東北大) 

     基調講演3 データ同化の現状と将来展望, 杉本憲彦(慶大) 

 他 招待講演 4件 

18:00-19:00 ポスターセッション-1 講演 39 件(奇数番号講演コアタイム) 
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平成29年2月28日 

8:40-09:00 惑星気象学セッション（続） 

 招待講演 1件 

09:00-12:30 巨大惑星・系外天体セッション 

      基調講演4 衛星研究の現状と将来展望, 木村 淳(阪大) 

     基調講演5 巨大惑星磁気圏研究の現状と将来展望, 木村智樹(理研) 

     基調講演6 巨大惑星大気研究の現状と将来展望, 佐柳邦男(ハンプトン大) 

 他 招待講演 5件, 一般講演 1件 

13:30-14:30 ポスターセッション-2 講演 39 件(偶数番号講演コアタイム) 

14:30-18:20 水惑星学セッション 

      基調講演7 地球型惑星の形成と大気・海の起源について, 玄田英典(東工大) 

     基調講演8 火星の脱ガス進化史に関するレビュー, 小池みずほ(東大) 

      他 招待講演 4件、一般講演 4件 

18:35-19:15 将来構想セッション 

 一般講演 4件 

19:30-21:00 懇親会 

 

平成30年3月1日 

 9:00-12:25 月・地球セッション 

      基調講演9 日本の月探査の新しい時代, 春山純一(ISAS) 

     基調講演10 磁気圏研究の現状と将来展望, 三好由純(名大) 

      他 招待講演 5件、一般講演 1件 

12:25-12:30 閉会の辞 

 

成果等： 
惑星・衛星の表層下迄も含めた領域と、その外層領域とを結んだ研究、また、系外天体研究迄含めた広い領

域の研究紹介と議論の機会を設け、STP 分野、惑星科学分野の多数の研究者の参加により（昨年までの本研究

会と較べ 2～3割増）、研究現況と近未来の各種ミッションの情報を共有出来た。また、海外在住の研究者によ

る本領域研究の世界的動向と将来計画等の紹介と併せて議論もなされ、今後の将来展望・新規計画を考案して

ゆく大事な機会ともなった。今回は各研究領域の相互理解を深めるために、各講演者には、研究背景の紹介に

も特に留意頂くとともに、専門用語の理解のし易さを重視し、従来、国際化を意識した本研究会の講演形式で

あったスライド等の英文標記を今回は特に推奨せず、和文標記も受け付けた。各講演者には分かり易い研究紹

介も行って頂き、今回の研究会の企画意図・講演方式は参加者からは好評であった。尚、先回の研究会でも実

施した、本研究領域の将来を担う若手研究者・学位取得直後の大学院生等による研究紹介についても、今回は

特に独立した一セッションを設けて行った（このセッションの口頭講演者はポスター講演も併せて行った）。

フレッシュな講演の数々に対し、ポスター講演も含め、特に活発な討議が行われたことも申し添える。 

尚、本研究会の講演の要旨・スライドは、研究会 HP において平成 30 年 4 月以降に公開予定である。 
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第 18回 ミ リ 波 テ ラ ヘ ル ツ 波 受 信 機 ワ ー ク シ ョ ッ プ  

Worksho p o n m m-wa ve a nd T Hz d etec tor tech nol ogy 

 

前 澤  裕 之 、 大 阪 府 立 大 学 大 学 院 理 学 系 研 究 科 物 理 科 学 科  

 

 

1.研 究 会 の 概 要  

本研究集会は、地球惑星科学や天文学のミリ・サブミリ波帯の電波観測の鍵を握るミ

リ-テラヘルツ帯の超高感度ヘテロダイン検出器、超伝導フォトン検出器、低雑音増幅

器、発振器、機械式冷凍機などに関わる最先端テクノロジーの創出・基礎技術の拡充・

応用を目指すべく、最新の情報を幅広く議論する場を提供することを目的としている。

超伝導ミクサ検出素子の高感度性能は、電波天文学を飛躍的に発展させ、さらには地球

大気観測にも応用されてきた。例えば国際宇宙ステーションの日本実験棟(きぼう)暴露

部に搭載した超伝導サブミリ波リム放射サウンダ(SMILES)(JAXA/NICT)や名古屋大学宇

宙地球環境研究所が推進する地球中層大気計測装置などで威力を発揮してきた。今後、

さらなる技術や新素材の革新により、未開拓波長域であるテラヘルツ領域への高周波化

などによる地球惑星大気観測や天文学観測の発展や、既存の枠にとらわれない観測の創

出が期待される。本年も大阪府立大学、名古屋大学、NICT、JAXAや国立天文台、KEK、

理化学研究所、東京大学、電気通信大学、茨城大学、筑波大学、関西学院大学をはじめ、

関連民間企業含め、全国で活躍するこの分野の研究者・エンジニアが一同のもとに集い、

国際競争力・推進力の向上・効率化、基礎技術力の裾野拡充・継承、人材育成を目指す。 

 

2.報 告 お よ び 成 果  

 2018年2月22日～23日の2日間、国立天文台(三鷹)において「第18回ミリ波サブミリ波

受信機ワークショップ」として開催した。今回は「第4回 理研NICT合同テラヘルツワー

クショップ」と合同で開催され、18の機関・企業から計120名の参加があり、招待講演4

件を含めた口頭講演23件、ポスター講演50件、展示ブース1件という盛況な内容となっ

た。講演では、次世代のSMILES2プロジェクトや、名古屋大学ISEEの地球大気観測装置、

ALMAや国立天文台、筑波大、名古屋大、大阪府立大が運用する電波望遠鏡に関わる新規

開発、KEKによるCMB偏光観測実験のための新機能受信機開発などの議論が活発に行われ

た。また、100Gbit/sを目指す300GHz帯無線通信技術や、InP HEMT、磁性薄膜を用いた

ミクサ、THz-TDSによる高額定数測定の高精度化、テラヘルツ光子計数、量子カスケー

ドレーザーによるTDS、変調器型光コム、小型テラヘルツ波光源に向けたマイクロリン

グ共振器を用いた光周波数コム光源、パラメトリック波長変換によるテラヘルツ光スペ

クトルの観測などの基礎技術についても熱い議論が行われた。これらは、将来の地球大

気環境計測や電波天文学の、高感度化、高信頼の較正、コストダウン/低消費電力化/

小型化、高周波・広帯域化、高速処理・周波数高分解能計測のなどの発展/応用や、さ

らなる萌芽的なサイエンスの研究の展開において、重要かつ横断的な要素技術であり、

今後より濃密な議論・情報交換を行っていくことが望まれる。 
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航 空 機 観 測 に よ る 気 候 ・ 地 球 シ ス テ ム 科 学 研 究 の 推 進  

Progres s o f c lima te a nd e art h sys tem scie nce s  

b y an  air cra ft ob ser vat ion 

 

小 池  真 （ 東 京 大 学 大 学 院 理 学 研 究 科 地 球 惑 星 科 学 専 攻 ）  

 

 

 日 本 気 象 学 会 は 、 地 球 惑 星 科 学 連 合 （ JpGU） の 様 々 な 学 会 の 研 究 者

と 連 携 し て 、 学 術 大 型 研 究 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 2020に 、 「 航 空 機 観 測

に よ る 気 候 ・ 地 球 シ ス テ ム 科 学 研 究 の 推 進 （ 仮 題 ） 」 計 画 を 提 案 す る

予 定 で あ る 。 マ ス タ ー プ ラ ン 2020へ の 提 案 に 向 け て 、 こ れ ま で に 作 成

し た 提 案 書 を 基 に し て 、 改 め て 地 球 観 測 用 航 空 機 の 仕 様 や 観 測 対 象 ・

観 測 計 画 に つ い て の 議 論 を 深 め 、 相 互 理 解 を 促 進 す る こ と を 目 的 と し

て 本 研 究 集 会 を 開 催 し た 。  

 研 究 集 会 は 12月 25日 の 午 後 に 東 京 大 学 本 郷 キ ャ ン パ ス 理 学 部 1号 館 7

10号 室 で 開 催 さ れ た 。 12の 大 学 ・ 研 究 機 関 ・ 民 間 企 業 か ら 29名 の 参 加

者 が あ り 、 10件 の 講 演 が 行 わ れ た 。 こ の 研 究 集 会 は 、 旧 地 球 水 循 環 研

究 セ ン タ ー 時 代 よ り 4回 目 の 研 究 集 会 で あ る 。こ れ ま で の 研 究 集 会 の 議

論 に 基 づ い て 競 争 的 資 金 に 応 募 し 、採 択 さ れ た 気 象 分 野 に お け る 2件 の

航 空 機 観 測 の 研 究 課 題（ 科 学 研 究 費 補 助 金 基 盤 S「 豪 雨 と 暴 風 を も た ら

す 台 風 の 力 学 的・熱 力 学 的・雲 物 理 学 的 構 造 の 量 的 解 析（ 研 究 代 表 者 ：

坪 木 和 久 名 古 屋 大 学 教 授 ） 」 お よ び ア ラ ブ 首 長 国 連 邦 降 水 強 化 プ ロ グ

ラ ム 「 乾 燥 ・ 半 乾 燥 地 域 に お け る 降 水 強 化 に 関 す る 先 端 的 研 究 （ 研 究

代 表 者 ： 村 上 正 隆 名 古 屋 大 学 特 任 教 授 ） 」 ） に よ る 航 空 機 観 測 が 研 究

集 会 に 先 立 っ て 実 施 さ れ て い た 。 研 究 集 会 で は 、 こ れ ら の 観 測 の 初 期

解 析 の 結 果 が 複 数 の 講 演 に よ り 紹 介 さ れ た 。 ま た 、 ド イ ツ に お け る 民

間 航 空 機 を 用 い た 温 室 効 果 ガ ス 観 測 の 現 状 や 、 ド ロ ー ン を 用 い た 植 生

観 測 の 現 状 、 北 極 に お け る 人 為 起 源 酸 化 鉄 観 測 の 計 画 な ど に つ い て の

紹 介 も あ り 、 活 発 な 議 論 が 行 わ れ て い た 。  

 研 究 集 会 に 先 立 っ て 、 同 日 の 午 前 中 に 地 球 科 学 分 野 に お け る 観 測 用

航 空 機 の 導 入 に 向 け た 委 員 会 も 開 催 さ れ た 。 こ の 委 員 会 で は 航 空 宇 宙

学 会 と の 連 携 や 、 導 入 す べ き 機 種 の 再 検 討 、 JAXAと の 連 携 や 航 空 気 象

分 野 で の 現 在 の 課 題 な ど に つ い て の 議 論 が 行 わ れ た 。  

 今 後 と も 、 航 空 機 観 測 の 計 画 や 観 測 機 器 の 開 発 、 実 施 体 制 や 実 施 時

の 課 題 な ど の 情 報 を 研 究 者 間 で 共 有 す る と と も に 、 地 球 惑 星 科 学 分 野

の 観 測 を 行 う た め の 専 用 航 空 機 の 導 入 に 向 け た 議 論 を 行 っ て い く た め

に も 、 本 研 究 集 会 を 継 続 し て 行 っ て い き た い と 考 え て い る 。  

 以 下 、 研 究 集 会 の 講 演 題 目 と 講 演 者 の リ ス ト を 掲 載 し て お く 。  

 

・ UAE 降水強化プロジェクトにおける航空機観測の概要と初期解析結果 

 村上正隆（名大宇地研）他 

・ 民間旅客機を利用した国内外の大気微量成分観測の紹介 

 梅澤 拓（国環研）他 

・ 航空機観測による人為起源酸化鉄の大気中濃度の解明 
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 茂木信宏（東大院理）他（講演は小池 真による） 

・ 地球表層物質循環研究のための有人・無人航空機の利用 

 金谷有剛（JAMSTEC）他 

・ T-PARCII プロジェクトにおける台風の航空機観測：台風 LAN の航空機観測の概要 

 坪木和久（名大宇地研） 

・ 航空機ドロップゾンデ観測で捉えた 2017 年台風 21 号の多重暖気核構造 

 山田広幸（琉球大理）他 

・ 気象庁全球予測システムを用いた T-PARCII ドロップゾンデのインパクト実験 

 山口宗彦（気象研）他 

・ JNoVA を用いた 2017 年台風 21 号航空機観測の同化実験（序報） 

 伊藤耕介（琉球大理）他 

・ 航空機搭載フェーズドアレイ気象レーダの検討について 

 高橋暢宏（名大宇地研） 

・ 第 2 回環境科学の航空機観測に関する国際学会（ICARE2）参加報告 

 篠田太郎（名大宇地研） 
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実 験 室 ・ 宇 宙 プ ラ ズ マ 研 究 会 「 乱 流 ・ 輸 送 ・ 粒 子 加 速 」  

Laborat ory -Sp ace P las ma Wo rks hop o n  

“ Turbu len ce, Tran spo rt, A cce ler ati on”  

 

代 表 者 、 所 属 機 関 ・ 部 局  

永 岡 賢 一  

核 融 合 科 学 研 究 所  

ヘ リ カ ル 研 究 部  

 

１． 研究集会の目的 
ジオスペース探査衛星「あらせ」（ERG）の打ち上げが成功し、磁気圏プラズマの詳

細なデータが、磁気嵐や粒子加速過程などの研究が新たな展開をもたらすと期待され

ている。新たに得られるデータの解析や物理的解釈において、実験室プラズマ研究の

専門家との情報交換は大変有用になると思われる。また、「あらせ」で得られるであ

ろう分布関数の詳細なデータなどは、実験室プラズマの研究にも新たな展開をもたら

すことも期待されている。これまでの連携でも繰り返し強調されてきたように、両者

は、相補的な側面を持っており、協力関係を構築することで両分野の研究領域を加速

する効果が期待される。本研究会では、「あらせ」の最新成果を含めて、波動粒子相

互作用、粒子加速、粒子輸送、プラズマ加熱など『運動論的』をキーワードに、宇宙

プラズマと実験室プラズマの交流の場を提供し、研究の最新情報を交換すると共に新

しい共同研究の開拓に繋げることを目的とする。 

２． 研究集会の概要 
研究代表（永岡賢一）と世話人（三好由純）に東北大学加藤雄人氏を加えた3名で幹事

を構成し、研究会の柱となる話題提供者を議論した。実験室からは、実験室磁化プラ

ズマにおける流れ構造の形成に関する講演を九州大学の稲垣氏に依頼し、宇宙プラズ

マからは、衛星観測による電磁イオンサイクロトロン波動の非線形相互作用の実証に

関して、名大ISEEの小路氏に講演を依頼した。あらせ/ERGの最新情報に関する紹介

も含めて、９件の講演を構成して2017年1２月７日に研究会を行うことができた。以下

にその概要をまとめる。 

三好氏（名大ISEE）は、2016年12月に打ち上げられたあらせ(/ERG)衛星計画の背景、

目的を概観し、最新の運用状況を報告した。波動計測、粒子計測ともに順調にデータ

取得できおり、新しい観測結果も一部紹介された。多くの質疑が行われ、磁気圏に起

こる様々な波動現象に関する空間構造、時間発展に関する衛星観測上の限界や利点に

ついて集中的に議論が展開した。 

永岡氏（核融合研）は、磁場閉じ込め核融合プラズマ中の高エネルギーイオンが励起

するアルベン波に関する実験の概要を紹介し、磁気圏プラズマのコーラスなどの波動

励起現象との類似性、相違性について議論した。また、今年から始められたLHD野重

水素実験により高エネルギーイオンの輸送研究が新たな展開に入っていることが紹介

された。 

小路氏（名大ISEE）は、THEMIS衛星観測からイオンサイクロトロン波に伴う位相空

間上のイオンホール観測を報告した。位相空間上のイオンホール構造により周波数ド

リフトの原因と考えられている波動粒子相互作用の非線形効果の実証に成功した。 

北村氏（宇宙科学研究所）は、MMS衛星観測データを使ってEMICモードがミラーモ

ードと相関を持つことやこの2つのモードは伝搬方向が異なることなどを紹介した。粒
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子のジャイロ運動に関して位相バンチの原因などについて、議論が展開された。 

稲垣氏（九大応力研）は、直線プラズマ実験から磁場に沿った流構造と粒子輸送が複

雑に関連していることを紹介し、ダンジェロモードとドリフト波の干渉の重要性を指

摘した。輸送チャンネルどうしの干渉現象をCross-ferroic plasma turbulenceと命名

し、より普遍的な乱流の理解を目指す研究を議論した。 

小菅氏（九大応力研）は、磁化プラズマ中の乱流中に形成される帯状流（Zonal flow）

とStreamerの2種類のメソスケール構造の選択則の視点から、平行方向速度シアの影響

について論じた。 

前山氏(名大理)は、ジャイロ運動論シミュレーションを電子スケールに拡張し、イオン

スケールの乱流と電子スケールの乱流が共存する系の非線形輸送シミュレーションを

紹介し、電子スケールの乱流が、イオンスケールにも影響することを指摘した。 

松井氏（京大）は、レーザー照射されたクラスターターゲットのシミュレーション研

究を紹介し、クーロン爆発波面以外にも衝撃波構造が形成されることを紹介し、それ

がイオン加速に重要な役割をもつことを議論した。 

安藤氏（金沢大）は、カスプ磁場構造にプラズマが流入した場合のプラズマの振舞い

と電位構造の形成に関する実験を紹介した。イオンと電子の断熱領域と非断熱領域の

相違について議論した。 

３． まとめ 
実験室プラズマと宇宙プラズマでは、完全に同じ現象を議論することはできないが、

多くの関連性、共通性、相違性に関して議論が深まった。異なるコミュニティー間の

議論により各々の研究を多角的にみることができたことが、本研究会の大きな成果で

あり、今後の研究を加速するものと考えている。 

４． 研究会プログラム 
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第 30 回（2017 年度）名古屋大学宇宙地球環境研究所年代測定研究シンポジウム 

The 30th Symposium on Chronological Studies at the Institute for Space-Earth Environmental Research, Nagoya 

University in 2017 

 
榎 並 正 樹 、 名 古 屋 大 学 ・ 宇 宙 地 球 環 境 研 究 所  

 

 
年代測定研究部は、2018 年 2 月 1 日（木）と 2 日（金）の両日、研究所共同館�において、一年間の活動を

広く報告するために、表題のシンポジウムを開催した。参加者は 39 人（延べ 62 人）、発表は口頭発表が 28
編であった。シンポジウムでは、まず今年度の同研究部の活動を概観するとともに、研究機関研究員による 2
件の研究報告が行われた。また、共同利用・共同研究に関連して、本学のほか、大学、研究所、民間団体や企

業などの研究者、院生によって、環境学、地質学、考古学や文化財科学など幅広い分野に関する発表が行われ

た。 
 
今回の新しい試みとして 名古屋大学宇宙地球環境研究所と日本原子力研究開発機構東濃地科学センターとの

研究協力についての紹介がなされた。そして、シンポジウムの最後のセッションでは、名古屋大学地域貢献事

業として、2017 年夏に小学生を対象に行われた「東海の地球環境史を学ぼう」の活動報告がなされた。 
 
 

講演のリストは以下の通りである。 
 
【口頭発表】 

・ 名古屋大学タンデトロン AMS14C システムの現状と利用（2017） 

・ CHIME の現状と利用（2017 年度） 

・ 福島第一原発事故に伴う福島県の放射性物質の汚染−2017 年の状況− 

・ 福島第一原発事故、2017 年福島市渡利・小倉寺の里山の汚染実態 

・ 北海道厚真川上流厚幌ダム地域の地形面区分、14C 年代測定および花粉分析に基づく６万年前以降の環境変動

の解明 

・ 北海道南西部の手稲前田コア、岩内コア、狩場山麓 a コア、厚真 AZK-101 コアおよび奥尻島北部稲穂岬露頭

における AMS14C 年代測定と花粉分析 

・ 水稲稲作導入から安定期にかけての北陸地方の古環境復元研究−八日市地方遺跡（石川県小松市）を例として− 

・ 永久凍土を利用した古環境復元の可能性 

・ 被熱動物骨の炭酸ヒドロキシアパタイトを用いた 14C 年代測定の可能性 

・ 蝦夷錦の 14C 年代測定と山丹交易の開始について 

・ 古写経切の 14C 年代測定−奈良時代古写経を中心に− 

・ キルナ型鉱床の成因に関する Sr-Nd-Fe 同位体組成からの制約 

・ 三波川変成岩類の CHIME モナザイト年代 

・ 関東山地北縁部に産する内帯型火成岩類の U-Pb ジルコン年代 

・ 14C 年代測定による前橋泥流堆積時期の再検討 

・ 宮古島南東、マイバーバマ東部に打ち上げられたハマサンゴの 14C 年代とその意義 

・ ボリビア国南部のウユニ塩湖周辺における湖トゥファ形成と年代測定 

・ 御嶽火山噴煙の時空変化 2014〜2018 
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・ 日本最長寿の二枚貝殻に刻まれた津波と大気圏核実験の履歴 

・ 屋久杉年輪の 14C 濃度測定による 12-14 世紀の太陽活動の調査 

・ 最近５万年間の広域テフラの年代研究の進展：レビュー 

・ モルタルを用いた 14C 年代測定の検討 

・ 古代近江の鉄生産−操業年代について−(3) 

・ 名古屋大学宇宙地球環境研究所と日本原子力研究開発機構東濃地科学センターとの研究協力 

・ 家庭用放射線測定器による 99ｍTc の半減期の見積り 

・ 平成 29 年度地域貢献事業「東海の地球環境史を学ぼう」活動報告 

・ 最終氷期後期における南シベリア・バイカル湖の流入河川水量変動 

・ 安全・高効率・高精度なケイ酸塩微化石殻の酸素同位体比測定に向けて 
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